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スポーツと夢  

ホームステイ先の中学校三年生の子に、サッカーボールをプレ
ゼントした。途上国の子どもたちを支援する取り組みが進み、次
世代を生きる子どもたちが、自分の夢に向かって歩める未来に
なってほしい。 

 

● 池田美輝 

 

● 市原健 

ネパール式のおもてなしに感激！  

ホームステイ先に車で到着してすぐ、音楽や踊り、花飾りなどで
盛大な歓迎を受けた。ネパールの人々の真心がこもったおもて
なしに心が温まるとともに、「ネパール大好き！」という思いが芽
生えた瞬間。 

楽しみな学校 

授業で、視覚支援をすると、子どもたちから素敵な反応が返っ
てきた。絵や言葉、非言語コミュニケーション等で、子どもたちに
一度に内容を伝えることができた。教師の支援は、他国でも通
用することに気づき、自信となった。 

日本語を熱心に学ぶ皆さん  

日本語学校で交流した学生さん達との記念撮影。日本で介護
や料理に関わる事がしたいということだった。上手な日本語を
話すことから、熱心に勉強をしてきたことが分かる。ぜひ、日本
で夢を叶えてほしい。 

① 想いを伝える ♡ 想いを聴く ♡ ※ 

 ※ 出発前説明会で決めた『気持ちよく豊かに学びあうための私たちの約束 8 カ条』 

② 五感で感じたことを、きちんと具体的に言語化しよう 
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伝統衣装体験会！ 

ホームステイ先で「浴衣」を紹介した。ホストファミリーのおばあ
ちゃんとママに「着てみる？」と聞くと恥ずかしそうにしながらも
挑戦してくれた。近所の人もどんどん集まってきて、プチ着付け
体験になった。 

 

● 掛井遥奈 

 

● 坂田英香 

あっ！ 私だ・・・。 

草刈中、自分のお土産の個包装を見つけたときの衝撃が忘れ
られない。この地域にゴミを持ちこんだのは私である。「途上
国」に訪問するということ、人に寄り添うということが分かってい
なかったと自覚した瞬間。 

夢をのせた紙飛行機  

学校の子どもたちと一緒に折り紙に自分の夢や大切なものを
書いて紙飛行機にして飛ばした。それぞれの夢をのせて空に飛
ぶ紙飛行機とそれを見上げてはしゃぐ子どもたち。子どもたちの
笑顔がこれからも輝くことを願って。 

「幸せとは」「豊かさとは」 

ホームステイ先のお父さんと「子どもたちの未来に対する願い
や想い」を話しながら、彼が仲間とつくった寺院に向かって歩い
た道からの景色。「幸せとは。豊かさとは。」ここで自問し続けた
想いを大切にすると誓って。 

③ メリハリを持って、楽しむところは楽しみ、学ぶところはトコトン学ぼう 

④ 笑顔で過ごすために、ちょっとでもおかしいと思ったら、伝えよう 
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万国共通の宝  

Kalidevi Secondary School で授業をした際に見た、子ども
の笑顔。国や民族が異なっても、子どもの笑顔はどこに行っても
世界の宝物。そんなことを思わせる一枚。 

 

● 長澤佑亮 

 

● 中島浩平 

明るいの未来のために  

CWIN（Child Workers in Nepal：児童労働・子どもの権利分
野の活動団体）の敷地内の壁に描かれていたもの。これを見た
時、言葉では言い表せられない想いが込み上げてきた。 

偉大なる母 

ホームステイ先のママと別れ際に撮った一枚。まるで実母を思
わせるくらい温かく私たちを迎えてくれた。「プギョ」と伝えた時
の悲しい顔も、「ミトチャ」と伝えた時の嬉しそうな顔も、生涯忘
れることはないだろう。 

新たなランドマーク完成！ 

ネパール初のトンネル、ナグドゥンガ・トンネル建設現場での技
術者との一枚。ネパールの特異な地質と戦い、貫通した現場を
見学できて、感動が止まりませんでした。 

⑤ 頼ろう、助け合おう 

⑥ いい意味で、いい加減で♡ 
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絶景！目の前に広がるネパールの山  々

ホームステイ先に向かう途中、延々と山道をバンで移動している
と突如壮大な景色が現れた。急遽、車を路肩に止めて景色を眺
めた。遠くに見える首都カトマンズの空気の汚染にも驚いた。 

 

● 道野大和 

 

● 山田拓弥 

孫を思う気持ちは万国共通 

ホームステイ先のパパとママが孫とスマートフォンで会話をして
いる場面。離れて暮らす娘家族とテレビ電話で会話をし、孫に
語りかけているときの表情は万国共通だなと感じた。 

給食おいしい！ハイ、チーズ！  

Kalidevi Secondary School での一コマ。日本と同じく給食
が出る。パンとおかずだけといったシンプルのものだったが子ど
もたちは笑顔で食べていた。その笑顔は日本の子どもたちと同
じであり、思わぬところで日本とネパールの共通点を感じた。 

スポーツは共通言語  

ホームステイをした村でサッカーを通じて仲良くなった少年た
ち。改めてスポーツは国籍や話す言語を超えて仲良くなるきっか
けを与えてくれると実感した。 

⑦ すべてに対して、感謝の気持ちを持ち続けよう 

⑧ 肯定的に相手を受け容れよう ♡☺ 
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Ⅰ．教師海外研修の概要 

 

 

 

 

目的・ミッション 

 

 (1) 目的 
 

「持続可能な社会の創り手の育成」への貢献をねらいとし、次の２点を本研修の目的とした。 
 
 

① 開発教育・国際理解教育の実践と裾野拡大に貢献する意欲のある教員が、開発途上国訪

問や事前・事後の研修を通じ、開発途上国の現状・課題、日本との関係、国際協力の現場、

さらには開発教育・国際理解教育の意義について理解を深めること 
 

② 研修受講者が、研修成果を活かした学校での授業実践を通じ、「持続可能な社会の創り手」

としての児童・生徒の育成を行うこと、また、汎用性のある学習指導案の作成などの取り

組みを通じて他の教員等と共に開発教育・国際理解教育の普及に寄与すること 

 

 

 (2) 受講者が設定した「わたしたちのミッション」 
 

本研修の上記の目的を踏まえ、海外研修の全体のミッションを、受講者同士で次のとおり設定した。 

 
 

＜現地＞  １．ネパールと肯定的に出会う 

２．ネパールを楽しみ、ファンになる♡ 

３．ネパールをもっと知る（日本とのつながりを発見する） 

４．材料（教材）を集める 

５．ネパールの人の思いを持って帰ってくる 

＜教育＞  ６．おもしろく、肯定的に伝えるための方法を作り出す（参加型） 

７．オリジナルの教材をつくり、子どもたちに還元する 

８．子どもたちの視野を拡げる 

９．参加型のワークショップを通じ､地域や周りの職員に広げる 

＜私たち＞ 10．無事に帰国する！ 

11．ネパールと仲間と末永くつながる 

12．上記の教育を共に進める仲間を増やす 

13．継続するのだ！！ずっと 
 

 

Ⅰ．教師海外研修の概要 



 

2 
 

 
Ⅰ．教師海外研修の概要 

 

  訪問国と訪問先 

 (1) 訪問国  
 

訪問国はネパールである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 現地研修における訪問先 
 

訪問先は、JICA 中部と NIED・国際理解教育センター（運営委託先）が、①～③の点を踏まえ

て行程案を検討し、JICA ネパール事務所と調整の上で決定した。 
 

① 現地研修の学びの視点を満たす主要テーマを設定する。 

② ネパールの概要、過年度の研修の訪問実績および現在の JICA 事業を踏まえる。 

③ 「教材化にあたっての子どもたちの学びの柱」を下表のとおりとする。 

 

教材化にあたっての子どもたちの学びの柱 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ネパール 

学びの柱 内容・視点 

１．ネパールに肯定的に出会う 

◇ 世界の多様性を知り、多様な人やものと出会うこと・交流すること

の楽しさを伝える。 

◇ 多角的に肯定的にネパールと出会い、人の顔が見え、身近に感じら

れるようになる。 

２．日本とネパールとの 

つながりや同一性を 

理解する 

◇ 国や人の多様性だけではなく、共通するものがあること（同一性）

を理解する。 

◇ 地球規模で進むグローバル化の恩恵と課題を理解し、日本とネパー

ルとのつながりに気づき、つながりを築く。 

３．共通の課題について共に 

考え・共に越える 

◇ 相手を知ることで自国（自分）をふりかえり、互いの誇りや課題を

確認する。 

◇ 共に学びあい、知り、考え、気づき、よりよい未来を共に築く入口

を提供する。 
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Ⅰ．教師海外研修の概要 

現地研修の訪問スケジュール  

 
  注：【草の根】…草の根技術協力事業 

期日  訪問先・内容  

7／29 
（月） 

09:15 中部国際空港発－（KE744/2h05m） →11:20 仁川空港着 （乗継2h15m）－ 
13:35仁川空港発－（KE695/7h10m） →17:30カトマンズ（トリブバン空港）着 →ホテル泊 

30 
（火） 

① JICAネパール事務所ブリーフィング 
② パシュパティナート寺院、ボダナート寺院、近隣店で教材収集 

31 
（水） 

③ 【協力隊】 JICA海外協力隊（経営管理）活動地 
（活動紹介、農家体験、農家で昼食、周辺散策、伝統お菓子作り） 

8/1 
（木） 

④ 【草の根】 現地NGO「ラブグリーンネパール」事業地（モデル圃場・農家） 
（IPM農産物の出荷と販売の仕組みづくりを通じた農業活性化／日本NGO「ラブグリーンジャパン」プロジェクト現地実施団体） 

⑤-1 ホームステイ 15:30～ 
⑥-1 ホームステイ組合による歓迎会 （葉の皿作り） 

2 
（金） 

⑤-2 ホームステイ 全日 （13:00～15:30 除く） 
⑦ Kalidevi Secondary School （授業見学、昼休み見学、体験授業・交流、教員との意見交換） 
⑥-2 ホームステイ組合による歓迎会２ （カルチャープログラム） 

3 
（土） 

⑤-3 ホームステイ ～13:00 
★中間ふりかえりミーティング 

4 
（日） 

☆小休息（～10:15） 
⑧ ACP（Association for Craft Producers）Nepal工房、ACP直営店「Dhukuti」教材収集 

（フェアトレード商品を作っている手工芸品工房、店舗） 

5 
（月） 

⑨ 【草の根】 現地NGO「Mitra Disaster Risk Reduction Learning Center」  
  （ミトラ災害リスク削減学習センター／学校のクラブ活動を活用した防災コミュニティのモデル形成事業 

／日本NGO「プラス・アーツ」プロジェクト現地実施団体） 
⑩ 防災クラブ活動を行う学校「 Bhassara Secondary School」 
  （授業見学、防災教育の説明、体験授業・交流、校長との意見交換） 

6 
（火） 

⑪ 【草の根】 e-Education（映像教育）実施学校「Arunodaya Secondary School」 
（映像授業を活用した理数科教師の指導力向上と生徒の学力向上に向けた仕組みづくり 
／授業見学、事業説明、教員との意見交換／日本NGO「e-Education」支援） 

⑫ 【現地NGO】 CWIN（Child Workers in Nepal）（児童労働・子どもの権利分野の活動団体） 

7 
（水） 

⑬ 日本語学校「Universal Training Center」 （授業見学、学生との懇談） 
⑭ Gate College（ホスピタリティマネジメント大学／１年生日本語クラス授業見学、学生との交流） 

8 
（木） 

⑮ 【有償資金協力】 ナグドゥンガ・トンネル建設事業 工事現場（事業説明、坑内見学） 
⑯ アサン地区（下町）・タメル地区（観光客エリア） 散策・教材収集 
⑰ JICA事務所関係者との懇親会 

9 
（金） 

★ 最終ふりかえりミーティング 
★ JICAネパール事務所 帰国前報告会 

19:20カトマンズ（トリブバン空港）発－（KE696/6h40m）－ 

10 
（土） 05:15仁川空港着―（乗継5h30m）－10:45発－（KE741/1h55m） →12:40中部国際空港着！ 
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Ⅰ．教師海外研修の概要 

  

現地研修の訪問先 

※ 地図出典：Google Map 

Google My Map 

④ Love Green Nepal 

⑤⑥ Homestay 
⑦ Kali Devi Sec. School 

⑪ Arunodaya Sec. 
 

③ JICA海外協力隊（経営管理） 

⑮ ナグドゥンガ 
・トンネル 

⑬ Universal Training 
 

Hotel Tibet 
① JICA Nepal office 

⑨ Mitra DRR Learning 
 

⑩ Bhassara Sec. School 

⑯-1 アサン地
 

⑯-2タメル地区 

⑫ CWIN 
⑧-1 ACP工場 

②-1 
Pashupatinath  

 

⑧-2 Dhukuti 
 

②-2 Buddha Stupa 

トリブバン国際空
港 

0 1km 

⑭ GATE College 
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Ⅰ．教師海外研修の概要 

 

  研修の受講者 

 (1) 受講者 
 

8 名の研修受講者の属性及び同行者を含む名簿は以下のとおりである。 

また、JICA 中部及び NIED が一名ずつ同行した。 
 

性別：女性 3 名、男性 5 名 

         年代：20 代 2 名、30 代 4 名、40 代 2 名 

           地域：愛知県 5 名、静岡県 3 名 

           校種：小学校 5 名、中学校 2 名、高等学校 1 名 
 

教師海外研修受講者及び同行者名簿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 応募資格等 
 

【応募資格】次の要件をすべて満たす方 

① 愛知県、岐阜県、三重県、静岡県の国公立、私立の小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、

中等教育学校、特別支援学校、高等専門学校の教員（児童・生徒に開発教育・国際理解教育を継続

的に実践できる立場にある教員）で、所属する学校の校長の推薦があること。 

② JICA が実施している教師海外研修、JICA 海外協力隊、専門家、国際協力レポーター（ODA 民間

モニター）等 JICA から海外に派遣された経験がないこと。 

 

No. 名前 所属先・教科・学年 県 

1 いけだ みき 

池田 美輝 
岡崎市立根石小学校 

全教科、社会、3 年生 
愛知 

2 いちはら たける 
市原 健 

長久手市立東小学校 

全教科、1 年生 
愛知 

3 かけい はるな 
掛井 遥奈 

磐田市立東部小学校 

全教科、3 年生 
静岡 

4 さかた ひでか 
坂田 英香 

浜松市立泉小学校 

（静岡大学教職大学院） 
静岡 

5 ながさわ ゆうすけ 
長澤 佑亮 

沼津市立大岡中学校 

社会、2 年生 
静岡 

6 なかしま こうへい 
中島 浩平 

愛知県立豊田南高等学校 

英語、2 年生 
愛知 

7 みちの やまと 
道野 大和 

津島市立西小学校 

全教科、5 年生 
愛知 

8 やまだ たくや 
山田 拓弥 

名古屋市立鳴子台中学校 

英語、1 年生 
愛知 

D1 てつい のぶひと 
鉃井 宣人 

NIED･国際理解教育センター 

ファシリテーター 
岐阜 

D2 おくだ きりこ 
奥田 桐子 

JICA 中部 市民参加協力課 

コーディネーター 
愛知 
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Ⅰ．教師海外研修の概要 

【参加条件】次の条件を満たす方 

① 教師海外研修の趣旨を十分理解し、同研修の実施および JICA が実施する開発教育支援事業に協力

できること。 

② 2024 年度中に授業やクラブ活動で､教師海外研修の経験を活かした開発教育・国際理解教育を実

践できること。 

③ 国内で実施される研修・説明会および現地研修の全行程に参加可能であること。 

④ 派遣国の事情（道路状況や衛生環境等）を勘案した上で、全研修行程に参加するに耐えうる健康

状態であること。 

⑤ 帰国後、所属長の承認を得たうえで、1) 現地研修に関する報告書を提出すること、2) 所属校に

おける授業実践内容についての実践報告書を提出すること、3）実践報告フォーラムで実践内容を

発表すること、4) これら提出物を報告書冊子や JICA ウェブサイトなどで学校名、氏名とともに

一般公開されることに同意すること。 

⑥ 本研修に関わる連絡・情報共有のため、E メールでの連絡が可能な方。 

 

研修全体のスケジュール 

教師海外研修の各研修等は、以下のような年間を通した日程で行った。 
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Ⅱ．出発前後の国内研修・説明会［事前研修］ 

 

 

 

事前研修  
 

＜ねらい＞ 
 
◇ 教師海外研修の目的・内容を理解し、自分たちの言葉でミッションを立てる。 

◇ ネパールの概要および訪問先の情報を共有する。 

◇ 海外研修の経験を授業につなげるための教材の収集方法を検討する。 

◇ 現地で行うチームの役割分担、係ごとの内容を検討する。 

◇ 海外研修の準備・留意事項（フライト、持ち物、健康・安全対策など）を確認する。 
 

＜プログラム＞ 

■ １日目：７月６日（土） 

 

７月６日（土）１３：００～１７：００、７日（日）１０：００～１５：００ 

Ⅱ．出発前後の国内研修・説明会 

時刻 内 容 講師・資料 

13：00 
（5 分） 

１．開会 
（１）あいさつ （２）スタッフ、同行者の紹介   

JICA奥田 
資料 0 

13：05 
（5 分） 

２．教師海外研修の目的・内容 
（１）研修の全体概要と受講者への期待 

NIED川合 
資料 1 

13：10 
（35分) 

３．共通基盤づくり 

（１）アイスブレーキング・自己紹介～お互いのことを知り合おう～ 

（２）海外で学んでくる私たちが担うミッション 

NIED伊沢 

13：45 
（40分） 

４．海外研修の訪問国・訪問先情報の共有 
（１）ネパールの概要 

（２）現地行程（案）・訪問での活動予定→聞きながら自分の関心事をメモ 

（３）質疑応答 

NIED川合 
資料 2,3,4 

14：25 
（15分） 

 

５．海外研修を生かした教材化の視点の確認  
（１）学習者の学びの３本柱とねらい 

（２）教材づくりのポイントの説明 

NIED伊沢 
資料 5,13 

14：40 
（30分） 

６．海外体験を授業につなげるための計画①／個人作業 

（１）ミッションと事前研修のねらいの再確認 

（２）「事前－現地－事後」研修パッケージのねらいの説明 

（３）「現地で何を見て、聞いて、調べてきたいのか？」洗い出し（付せん紙） 

（４）訪問先資料集を読み３つのポイントまとめ・発表、付せん紙の追加記入 

（５）テーマ区分ごとに付せん紙の集約 

NIED久世、伊沢､
川合 
資料 6,7,8,13 

15：10 休憩（10 分）  
15：20 
（90 分） 

７．海外体験を授業につなげるための計画②／チーム作業 

（１）教材チーム＆担当テーマ決め 

（２）担当テーマの教材収集シート 8 人分を分類・整理 

（３）これだけは集める！重点項目と教材収集のねらいの設定 

（４）全体で発表・共有→提案・リクエスト 

（５）担当テーマの教材収集シートのとりまとめ 

NIED久世、伊沢､
川合 
資料 8,13 

16：50 
（10分） 

８．事務連絡 
（１）海外旅行保険説明  （２）ホームステイ説明 

（３）その他、質疑応答 

JICA奥田、 
NIED川合 
資料 9 
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Ⅱ．出発前後の国内研修・説明会［事前研修］ 

■ ２日目：７月７日（日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

 

 

＜配付資料＞ 

資料 0：受講者・同行者名簿 

資料 1：事前研修レジュメ  

資料 2：ネパールの基礎・生活情報集 

資料 3：ネパール現地日程案 

資料 4：訪問先と活動予定（自分の興味・関心メモ） 

資料 5：学習者の学びの柱・ねらい 

資料 6：教材収集に係るテーマ区分（該当する訪問先など） 

資料 7：ネパール訪問先資料集 

資料 8：テーマ別教材収集シート 

資料 9：海外旅行保険「無事カエルパック」資料 

資料 10：チーム内の係の説明＋研修の１日の流れ   

資料 11：海外研修における安全、健康、ルールの大原則 

資料 12：持ち物・準備に関する資料集 

資料 13：JICA 中部 教師海外研修ガイドブック 

資料 14：2023 年度教師海外研修報告書 

時刻 内 容 講師等 

10：00 
（10分) 

９．朝のアイスブレーキング NIED 久世 

10：10 
（95分) 

 

10．海外体験を授業につなげるための計画③／チーム作業 

（１）教材収集の工夫の検討、重点項目の収集方法の設定 

（２）日本にいる間にできること＆事前準備の内容の整理など 

（３）担当テーマの教材収集シートのとりまとめ・完成 

（４）完成版の発表・共有（提案の採否、全員にお願いしたいこと） 

NIED 久世､伊沢､

川合 

11：45 お昼休憩（60 分）    
12：45 
（45分） 

11．学校での模擬授業・子ども達との交流の検討 
（１）模擬授業・交流の機会や環境の確認とチーム（ペア）分け 

（２）模擬授業や子ども達との交流のアイデア出し 

NIED 久世 
 

13：30 
（35分） 

12．現地での１日の流れの確認と役割分担係の検討 
（１）1 日の流れと役割の確認 

（２）ネパールチームでの役割の分担係決め 

NIED 久世 
資料 10 

14：05 
（40分） 

13．参加の準備や注意事項 

（１）出発～帰国までのフライトなどの情報 

（２）ネパール現地研修中の安全、健康、ルールの大原則 

（３）持ち物・準備事項、その他留意事項 

（４）質疑応答   

NIED 川合 
JICA 奥田 
資料 11,12 

14：45 
（15分） 

14．最終調整、事務連絡 
（１）出発前説明会、結団式の案内 

（２）その他連絡事項 

NIED 川合 
JICA 奥田 
資料 14 
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Ⅱ．出発前後の国内研修・説明会［事前研修］ 

＜事前研修の様子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜成果物＞  
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Ⅱ．出発前後の国内研修・説明会［出発前説明会］ 

出発前説明会  
 

＜ねらい＞ 
 
◇ 海外研修の最新情報について共有し、出し物・お土産・情報収集などの最終調整を行う。 

◇ 気持ちよく豊かに学び合うための約束・心がけを決め、結団し、出発する。 
 

 

＜プログラム＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜開催の様子＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 

７月２８日（日）１３：００～１７：００ 

時刻 内 容 講師等 

13：00 
(5 分) 

１．はじめに 
・主催者あいさつ、本日のねらいの確認 

JICA 奥田 
NIED 川合 

13：05 
（55分） 

２．最新情報と確認事項 
・マナビノオトの見方、使い方 
・その他各種留意事項 
・質疑応答 

説明：NIED 川合 

14：00 
（20分） 

３．教材収集の確認 
・教材収集シートでの情報収集内容の確認・共有 

進行：NIED鉃井 
          

14：20 休憩（10 分）  

14：30 
（30分） 

４．気持ちよく豊かに学び合うための約束・心がけ 
・仲間として    
・個人として 

進行：NIED鉃井 
         

15：00 
（50分） 

５．チーム活動の準備・調整 
・役割チーム（お土産、会計、カメラ） 
・学校での交流授業チーム 

進行：NIED鉃井 
         

15：50 準備（10 分）  

16：00 
（60分） 

６．結団式  
・主催者からエール→参加者からの抱負 
・飲食、歓談 

進行：JICA 奥田、所長挨拶 
会費制 
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Ⅱ．出発前後の国内研修・説明会［事後研修①］ 

 

事後研修①※   
 

＜ねらい＞ 
 
① 現地研修で集めた情報を使ったアクティビティのアイデアを共有する。 
 
② 教師海外研修で学んだことをもとにした個人の実践アクティビティ・プログラムを作成  

し、評価指標の活用や相互提案などを通してより実践的な内容に深める。 
 
③ 実践報告フォーラムでのワークショップ提供の準備を行う。 

 
 

＜プログラム＞  

    ■ １日目：９月７日（土） 

 

９月７日（土）１３：００～１７：００、８日（日）１０：００～１５：００ 

※「事後研修②」については、2024 年度開発教育指導者研修（実践編）第４回と合同実施のため、同研修の
報告書をご参照ください。 

時刻 内 容 講師等 

13：00 １．あいさつと研修のねらい・スケジュールの確認 JICA 奥田、NIED 鉃井 
13：05 
（10 分) 

２．アイスブレーキング 
（１）60 秒自己紹介「帰国後日本について驚いたこと／発見したこと」 

NIED 鉃井 

13：15 
（15 分) 

３．ネパール現地研修のふりかえり 

（１）教師海外研修報告書「学びの３つの柱」の共有 

NIED 鉃井 

13：30 
（30 分) 

４．収集した現地素材の共有と活用法のアイデア出し 

（１）教師海外研修ガイドブックの確認 

（２）現地素材を使ったアクティビティのアイデア出し→共有 

NIED 鉃井 
 

14：00 
（45 分) 

５．個人の授業実践プログラム作り①「ねらいの設定」 

（１）プログラム様式への対象、実践時間、テーマの記入 

（２）子ども達と一緒に考えたいテーマの連想図 

（３）「知る・気づく／考える・行動する」対比表 

（４）プログラムのねらいの文章化 

NIED 鉃井 
久世、伊沢、川合 

14：45 
（40 分) 

６．個人の授業実践プログラム作り②「プログラム素案の作成」 
（１）プログラム全体の展開（四行詩、起承転結等）の作成 

（２）アクティビティの当てはめ・プログラムの流れの作成 

（３）主アクティビティにおける発問、現地素材の記述 

NIED 鉃井 
久世、伊沢、川合 

15：25 休憩（15 分）  
15：40 
（5 分) 

７．個人の授業実践プログラム案の自己点検評価 

（１）６つの指標を使った点検評価 

NIED 鉃井 

15：45 
（60 分) 

８．個人の授業実践プログラム案の小グループ相談会 

（１）３～４人グループで各実践プログラム案の発表、相談 

   （１人につき発表 5 分＋相談 10 分） 

NIED 鉃井 
久世、伊沢、川合 

16：40 
（20 分) 

９．個人の授業実践プログラム作り③「まとめ」 

（１）プログラムをまとめ、A3 用紙から模造紙へ 

NIED 鉃井 
久世、伊沢、川合 

17：00 １日目終了  
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Ⅱ．出発前後の国内研修・説明会［事後研修①］ 

 

■ ２日目：９月８日（日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜配付資料＞ 
 
資料 1：事後研修レジュメ 

資料 2：教師海外研修報告書「学びの３つの柱」 

資料 3：授業実践プログラムの６つの評価指標 

資料 4：実践プログラム作成様式（Ａ３版） 

資料 5：実践プログラム作成例 

資料 6：実践報告書の記入解説および様式 

教師海外研修ガイドブック 

各自のマナビノオトおよび振り返りシート 

教師海外研修の写真・動画・資料集（データ共有） 

ネパールＢＯＸ 

 

 

時刻 内 容 講師等 

10：00 １．アイスブレーキング NIED 鉃井 

10：10 
（50 分) 

２．個人の授業実践プログラム作り③「まとめ」続き 

（１）１日目の続きをまとめあげる 

NIED 鉃井 
久世、伊沢、川合 

11：00 
（30 分) 

３．個人の授業実践プログラムの発表＆提案会① 

（１）発表者：プレゼンテーション（6 分）×2 人 

（２）聞き手：よかった点／よりよくするための提案（4 分）×2 人 

NIED 鉃井、久世 

11：30 休憩（60 分）  
12：30 
（20 分) 

４．個人の授業実践プログラムの発表＆提案会② 

（１）発表者：プレゼンテーション（6 分）×２人 

（２）聞き手：よかった点／よりよくするための提案（4 分）×２人 

NIED 鉃井、久世 

12：50 
（40 分) 

５．個人の授業実践プログラムの改善検討 

（１）よかった点／提案をふまえてプログラムの改善、個別相談 
NIED 鉃井 
久世、伊沢、川合 

13：30 
（30 分) 

６．授業実践に向けての私宣言！＆エール 

（１）受講者全員の実践プログラム案のギャラリー方式による確認 

（２）車座で今後の授業実践に向けた抱負とエールを交換 

NIED 鉃井 

14：00 
（25 分） 

７．実践報告フォーラム 2025 教師海外研修報告の検討 
（１）20 分間の発表内容と役割分担 

NIED 鉃井 

14：25 
（25 分） 

８．実践報告フォーラム 2025 有志ワークショップの検討 

（１）ワークショップ提供する有志メンバーの選定 

（２）提供プログラムの決定と今後の予定・役割等の検討 

NIED 鉃井 

14：50 
（10 分） 

９．事務連絡・調整 

  （１）中間会合、実践報告書様式、ネパール BOX 

 （２）その他 

NIED 川合 
JICA 奥田 
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Ⅱ．出発前後の国内研修・説明会［事後研修①］ 

＜事後研修①の様子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜成果例＞  ★ 受講者が作成した授業実践プログラム例 
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Ⅲ．現地研修の様子と受講者の学び 

 

 

 
 
 

［ 7／30 (火) ］  

① JICA ネパール事務所ブリーフィング 
 

池田美輝： JICAネパール事務所職員の方々から、ネ

パールの現状や事業内容、健康管理等について聞いた。

途上国を支援するのに、様々なアプローチがあること

を学んだ。技術協力をするには、支援するだけではなく、裏側にある宗教

的背景やカースト制度などの文化をしっかり理解する必要があることが

分かった。途上国の人の言動を振り返り、どうしてその行動をしているの

かをよく考えるとよい。 
インフラ整備や電力・エネルギーの安定供給など、基本的な生活の部分は保障されておらず、ネパールで早急に支援

しなければならないことが多くある。政治・経済の面からも法整備や司法制度を強化する必要があることがわかった。

一番難しいと感じたのは、途上国の人が支援内容を必要だと感じているかどうかである。支援内容が必要と感じていな

い場合、持続可能な支援や開発にならず、終わってしまう。なぜ、この支援を行う必要があるのかを、支援を受ける側

にきちんと伝えることが必要だと感じた。 
 

山田拓弥： JICAネパール事務所の大久保所長や飯塚次長からネパールに対する日本の支援につい

ての話を聞いた。現在ネパールは、インフラの未整備、災害、地方の貧困等の課題を抱えているた

め、ネパールへの支援として「経済成長・貧困削減」、「防災」、「ガバナンスと民主化の強化」を行

っているという紹介を受けた。具体的には、「農業・農村開発」、「無償での道路の建設や円借款でのトンネルの建設」、

「民間セクター支援」、「医療の質向上」など多岐にわたる支援を行っているということを学んだ。 
また、支援の１つとして「教育の質向上」を行っているという話を聞いた。ネパールにおける教育の課題として、低

学年の子どもの留年率の高さが挙げられる。また、就学しても約 21％の子どもは基礎教育終了前に経済面や障害など

の理由で学校を退学してしまう。そして、低学力や男女における教育格差も課題として挙げられる。以上を踏まえて、

教員の研修機会の不足や教材不足を解消するなど、教育の質を向上させるだけでなく、親や地域が教育の重要性を理解

する必要があると感じた。 

［ 7／30 (火) ］  

② パシュパティナート寺院、ボダナート寺院 
 

市原健： 両寺院とも、観光地化しているのではなく、

人々の生活に根付いているものという印象を受けた。

パシュパティナート寺院は、ヒンドゥー教の大寺院  
である。祀られているたくさんの神々、聞こえてくる音楽、人々の活気な

ど、宗教が生活に根付いていることがよく分かった。寺院内にある川に面

して、いくつもの煙が上がっていた。人を焼いている煙だと聞いたとき、

驚きとともに死が身近にあるということを感じた。一方で、物売りをする

子どもや物乞いをする人にも出会った。何もできないことに心が痛むとともに、より一層ネパールの現状について深く

学びたいという意識が高まった。 
ボダナート寺院は、チベット仏教寺院であり、中心には大きなドーム状の建物がある。その仏塔には、「ブッダア

イ」と呼ばれる目が描かれてあり荘厳な印象を受けた。ネパール全体でいうと約 80％がヒンドゥー教という中で、

これほど立派な仏教寺院があることにネパールの宗教的な寛容さを感じた。 
 

Ⅲ．現地研修の様子と受講者の学び 
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Ⅲ．現地研修の様子と受講者の学び 

道野大和：パシュパティナート寺院は、個人的にとても楽しみにしていた。バンで向かう途中に

見えた煙。遺体の火葬によるものである。故人を偲ぶ遺族。その川の反対側では、スーツ姿の男

性を占う占い師の姿。生死がとても対称的に映った。日本では病院で生まれ、病院で死ぬことが

多い。特に「死」がとても遠くに感じる。人々の生活の一部に当たり前のように火葬されている光景を見て、どちら

が「ふつう」なのか、考えさせられた。 
ボダナート寺院は、首都カトマンズに位置する仏教の聖地である。白いドーム状の建物の上を裸足で歩いた。周り

を見ると、観光客であふれている。寺院のまわりを時計回りに回る巡礼者の姿は、信仰の深さを感じた。建物の周り

には、喫茶店、土産屋が並び人々の生活を支えているのだと感じた。 

［ 7／31 (水) ］  

③ JICA 海外協力隊（経営管理）活動地 
 

掛井遥奈：レレという地で活動する榎本隊員との出

会いは、私にとって大きな出来事だった。「思ったよ

り栄えている」「各家庭に１人は出稼ぎに出ている人

がいてあまりお金に困っていない」などという点から支援することがあ

まり見つからないという状況だったが、現地の人の思いに耳を傾けると、

実は困っていることややってみたいことが出てきて活動につながった

と話をしてくれた。支援を行う上で大切な信頼関係や相手のニーズをき

ちんと理解することが実現されており、レレやレレに住む人たちを大切

に思って活動する榎本隊員の姿に感動した。農家の方々と榎本隊員の様子を見ると、本当に心から信頼し合っている

ことが伝わり、ネパールと日本のつながりを感じることができた。 
農家体験では野菜を収穫した。大きなかごについている紐を頭に引っ掛けて運ぶのだが、これが本当に大変だった。

重くなれば重くなるほど、首や背中に負担がかかり、かごの大きさの３分の１の量を運ぶのが精一杯。それを毎日、

しかもほとんど女性が行っている。体への負担を考えると改善も必要なのかもしれないと感じた。 
 

中島浩平：2023 年から派遣されている榎本隊員の活動地ラリトプール群レレへ。農産物の出荷

に係る地域活動を支援・販路促進に取り組んでいる榎本隊員の誰とでも打ち解けられる優しい笑

顔が印象的だった。普段の何気ない会話から住民の悩みを聞き出し、相談に乗り、支援する地道

な活動に脱帽。榎本隊員が支援している農家さんを訪ねて、キュウリやトマトの収穫をした。収穫したキュウリを大

きな籠に入れ、重さ約20 キロの籠を女性が運ぶ姿に全員が驚愕した。実際に何人かが運ぶ体験をしたが、毎日の作

業だと思うと驚きしかなかった。また、周辺散策では舗装されていない急な砂利道を上り、農家一軒一軒回った。見

晴らしのいい場所まで来たときに、同行している JICA ネパール事務所のティミルシナさんが、「ネパールでは

4,000m 以上が山と考えられています」と言われたことにも驚いた。榎本隊員が今後計画されているアグリツーリ

ズム（農村で農業体験やホームステイをする余暇活動）を体験する日本人大学生の感想も今後聞いてみたい。 

［ 8／1 (木) ］  

④ ラブグリーンネパール事業地（モデル圃場・農家） 
 

坂田英香：印象深かったことは、「支援が入って変わ

ったこと」を尋ねた際、様々な人の声が大きくなり、

口々に話し出したことである。各々が前のめりに話

し出す姿とその表情から、JICA やラブグリーンへの感謝の気持ちとそ

の熱さが伝わってきた。 
ラブグリーンは、現地で農業支援をしているNGO である。課題だっ

た害虫対策に対して、「牛の尿と唐辛子等の植物を混ぜた」農薬を作っ
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たり、牛小屋から尿が流れ出て溜めたりするような建物にしたり、現地にあるものを使って持続可能な仕組みを構築

していた。さらに、農家の人は、土地の健康についての知識を得たり、適切な植える時期、植える間隔、肥料を入れ

る時期などのトレーニングを受けたりしていた。その結果、トマトの収穫量が80〜90kgから120kgに増加したり、

自分達への健康被害について認識して活動したりするように変化したそうだ。他の地域への支援拡張について尋ねる

と「学びたい意欲がある人に薦めたい」と返事が返ってきた。 
 

長澤佑亮：「農業」という仕事に対し、如何にして付加価値を与えるのか、その方向性の模索に

ついて色々と考えさせられた1 日であった。安心・安全な農作物を消費者に届けたいという思い

がある一方で、そのために農薬を使うことを強いられるというジレンマに対し、ラブグリーンジ

ャパンの IPM 農法（農薬/化学肥料をできるだけ使用せず、害虫や益虫を見分け、作物の植え合わせを工夫して自然

の働きを利用する農業）に関わる研修プログラムには必要性を強く感じると同時に、現地の農家の方々をトレーニン

グすることで持続可能な農業を展開しており、この視点は自分にとって新鮮であった。安心・安全な農作物を生産し

消費者にPR するという点においては、日本にも共通する部分があるだろう。今後の展望として、生産から流通、販

売までをシステマティックに展開したいという思いを聞き、そのためのインフラ整備やマーケティングの手法など、

多岐に渡る支援が今後とも必要なのだと感じた。また、雨季の時期に強い品種の改良や雨よけのトンネルがほしいと

いった農家さんの声に対して、資金援助だけにとどまらない支援の形を考えていく必要があると感じた。 

［ 8／1 (木)～3（土） ］  

⑤ ホームステイ（２泊３日） 
 

池田美輝：ホームステイ先では、パパが迎えに来て、

ママが家で温かく迎えてくれた。パパは、英語も話

すが、ママはネパール語のみだ。出会ったとき、マ

マがハグをしてくれた。そのハグは温かく、「こんにちは、来てくれて

ありがとう」と言っているかのようだった。非言語コミュニケーション

の素晴らしさを感じた。 
ホームステイ先の生活は、朝４時に鶏が鳴き、起床。朝６時になると、パパは、鶏の卵を採り、乳しぼりをするな

どの家畜の世話をする。朝の食事は、生みたての卵を食べ、絞ったミルクを使ったミルクティーを飲む。その後、絞

ったミルクを売る。売り場には、ミルクの脂肪分を抽出するための機械があり、機械を回し分離させる。価格は、日

本円で 1 か月 2 万円分になる。牛を飼育するために 1 万円かかるので、利益は、1 万円である。この生活を見て、

自給自足の生活のよさを感じた。育てた食材を食べることで、健康的な食生活を送り、持続可能な生活が実現するこ

とができていた。 
 

市原健：車から降りてすぐ、踊りや音楽、花飾りで

の歓迎を受けた。ネパール流のおもてなしに心がと

ても温かくなった。二日間のホームステイで、ダル・

バートをはじめ、ネパールの美味しい家庭料理を満喫した。ヒマラヤ山

脈が一望できる絶景も、まるでトレッキングのような朝の散歩も、どれ

も新鮮で他では得難い体験だった。ホームステイでお世話になった家族

には日本アニメに詳しい方がいて、共通の話題となった。「『ワンピース』

のナミとハンコック、どっちが好き？」なんていうやり取りをネパール

でするとは思ってもみなかった。日本アニメは本当にすごい。どんな切

り口でも、その国を知るということが、その国への興味や好感をもつきっかけになるのだと分かり嬉しくなった。ま

た、言語が通じずとも、ホームステイファミリーの温かさがひしひしと伝わってきた。別れの時、アマ（現地でママ

のこと）の涙に胸が熱くなり、ネパールが大好きになった。 
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掛井遥奈：私を受け入れてくれた家族はタメル民族

の家庭で、祖父母、父母、息子の５人家族だった。

父以外はあまり英語が得意ではない様子だったが、

２泊３日のホームステイの中でたくさんの時間を共有できた。特に印象

に残っているのは、２日目の歓迎会が終わって家に帰ってくると、いつ

もはにこにこ微笑んで部屋に戻っていく祖母が、私たちの部屋に来て自

分の娘の写真を見せてくれたり、私が持参した日本の写真や学校の様子

の動画を見てくれたりしたことだ。交わした言葉は少なかったものの、一緒に声をあげて笑って過ごしたあの時間は

私にとっての宝物だ。私たちのために寿司作りに挑戦してくれたこと、浴衣を着て喜んでくれたこと、サリーなど歓

迎会の準備に全力になってくれたこと、すべてが本当に愛おしい経験だった。この家族は飲食店を営んでおり、そこ

にたくさんの人々が集まっていた。このような地域のつながりも素敵な魅力であると思う。ここで出会った人々が幸

せに暮らすことができるように自分にできることを見つけて行動していきたい。 
 

坂田英香：「幸せとは」「豊かさとは」を自問し続け

たホームステイであった。ホームステイ先の家庭は、

食堂を開いていたためか、地域の人がよく集まって

くる場所であった。その子どもたちは、私たちが訪問した「Kalidevi 
Secondary School」へ通っている子もいれば、少し離れた私立の学校

へ行っている子もいた。いつも兄弟を抱いて遊びに来る子のお父さんは、

娘を私立学校に通わせるためにドバイに出稼ぎに行っていると、後にホ

ームステイ先のお父さんから聞いた。そんなホームステイ先のお父さんにとっての「幸せ」は、「家族みんなで過ご

すこと」。けれども、息子の将来への願いについて話していると「地元に残ってほしいが、何になってもどこに行っ

ても応援する」と。「そのためには、図書館など施設面で足りない地元の学校より私立に通わせた方が…。」と、少し

寂しそうに話していた。「子どもの将来のために離れて暮らす幸せ」、「家族が一緒にいる幸せ」。どちらがよいのか。

「幸せ」を自ら選んでいくことの大切さに気付いた。 
また、お父さんは、朝から家族のために祈り、家事をしたあと仕事へ行く。仕事の後は、家族と一緒に夕飯の支度

をする。私もお父さんとおばあちゃんとにんにくの皮剥きをしながら色々な話をした。豊かな時間である。私の勤務

時間を聞いてお父さんは悲鳴をあげていた。「幸せとは」「豊かさとは」を考え続けた３日間。 
 

長澤佑亮：私がホームステイをした家族は、祖父母

の２人暮らしの家であった。畑が家の目の前にあり、

そこで採った野菜が食卓に並ぶなど、ほとんど自給

自足している様子であった。調理の際に出た廃棄物は畑の肥料に利用す

るなど、サステナブルな日常を体験することができ、なにか懐かしさを

感じた日々であった。早朝や夕方になると、近くに住む高校生と中学生

の孫が遊びに来てくれた。時間があった時に２人に将来の夢を尋ねると、

両者とも「海外で働きたい」と口にしていた。２人は、近隣の学校ではなく都市部の学校に通っているため、英語は

当たり前のように話していた。中学生の男の子は、海外で働くが、将来的には地元に戻ってきたいと話しており、出

稼ぎによる移住が多い中で頼もしい回答だと感じた。しかし、地元に戻ってくる選択が本当に彼にとって幸せなのだ

ろうか、と考えると何とも言えない感情になる。ホームステイ先の家族が今後とも幸せであってほしいと願うととも

に、私たちに何ができるのかを模索する必要があると感じた。 
 

中島浩平：遠くに見える美しいヒマラヤ山脈の景色

と満天の星空を満喫できるホームステイだった。「幸

せ」や「人生」に対する価値観とは何なのかをじっ

くりと考える良い時間でもあった。ホームステイ先のパパは私と同じ教

員で、校長先生をしている。朝は 5 時に起きて、牛からミルクを取り、
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近くのミルク回収場へ運ぶ。このミルクも貴重な収入源で、一か月約 10,000 ルピー（約9,000 円）になる。その

後、学校へバスで出勤し、16 時に帰宅し、広大な農園で農作業を行っていた。校長先生の給料は一か月約 32,000
ルピー（28,800 円）だと言っていた。幸せを考える上で、収入の事を考えてばかりいた私に、パパは「お金は生活

できるだけあればいいんだ。お金を追うことばかり考えていれば、時間はなくなり、家族と大事な時間が減ってしま

う。さらに、この地域の仲間たちと過ごす時間さえなくなれば、何のために仕事をしているのかわからなくなるだろ。

浩平、幸せっていうのはバランスだよ。」頭を強く殴られたような衝撃だった。同時に、隣に座っていた、ママの笑

顔が今の幸せを表現しているように思えた。２泊３日のホームステイで得られたものは計り知れない。 
 

道野大和：ホームステイ先で最も印象的だった出来

事は、道端でニワトリを締めている場面に遭遇した

ことである。話には聞いていたが実際に見るのは初

めてであった。女性が何食わぬ顔で締めている様子は驚きであった。し

かも、その場面を小さな子どもたちも見ている。日本の子どもたちであ

ったらどうか。大人でも悲鳴をあげてしまうかもしれない。日本との当

たり前の違いを感じた。日本でも鶏肉を食べる。私たちが日々食べてい

るものは、命が犠牲になっているということを改めて感じることができた。ほかにも、自分の名前はネパール語でど

う書くのか教えてもらった。「上手！」と褒めてもらえた。また、洗濯の仕方、食事を手で食べることなど、実際に

体験することでホームステイの方々と気持ちが通じ合った気がした。 
 

山田拓弥：ホームステイでお世話になったバダール

家は、笑顔が素敵で、自分を温かく迎え入れてくれ

た家庭だった。私は、２拍３日のホームステイの中

で「幸せ」とは何なのかを考えさせられた。停電が頻繁に起こり、買い

物や病院に行くにはバスに乗って出かけなくてはいけないなど、村での

暮らしに対して不便に感じることがあるのではと思う場面があった。し

かし、ホームステイ先のパパは、「ここでの暮らしにとても満足しているし、幸せだ。仕事もあるし、ママもいるし、

牛もいる」と言った。この村に欲しいものはあるかと自分が聞くと「欲しいものはない」とパパは答えた。便利さを

求めて、いかに自分が身の回りに「あるもの」よりも「ないもの」に目を向けていたかに気づかされた瞬間だった。

しかしながら、スマートフォンのテレビ電話機能を使って、孫に笑顔で微笑む姿は、万国共通だと感じた。「祭りの

時期に息子、娘家族が帰ってくるんだ」と嬉しそうに語るパパの顔が非常に印象に残っている。 

［ 8／2 (木)、3（金） ］  

⑥ ホームステイ組合による歓迎会（葉の皿作り／カルチャープログラム） 
 

長澤佑亮：「歓迎会」とあるように、とにかく私たち

日本人が心の底から歓迎されているのだと伝わって

くる会であった。伝統的な衣装に身を包み、伝統的

な楽器で演奏して出迎えてくれたり、村長さんが直々に出向いて私たち

に歓迎の挨拶をしてくれたりなど、特別感に満ちた時間であった。村長

さんの話の中で、「私たちは昔、日本にとてもお世話になった。それ以

来、友好関係が続いている。そしてそれはこの先も…」と、先人たちが

紡いだ友好関係を言葉越しに体感し、今こうしてこの場に居られることに感謝している自分がいた。葉の皿作りでは、

私たちが作成した葉の皿が、次回のホームステイの客人の歓迎に使われること、私たちが歓迎の際に使用した葉の皿

は前回の客人が作成したものであると知り、伝統を紡いでいく大切さについて体験を通して実感することができた。

カルチャープログラムでは、最後の夜を惜しみながら、民族によって衣装が異なるが、伝統という言葉の下で、民族

は違えど息を合わせて踊る姿を見て、多文化共生の手がかりを掴めたような気がした。 
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池田美輝：ホームステイ組合の方から、熱烈な歓迎を受けた。カルチャープログラムでは、葉の

皿作りが行われた。作っているときに、生活科の授業や防災教育の教材に適していると考えた。

一つ一つ丁寧に女性の方が作っているため、とてもしっかりとした皿になっていた。災害が起き

て、身近に皿がないときに、このような自然な皿があるととてもよいと思った。 
カルチャープログラムでは、主に、代々伝わる民族の踊りを見せてもらった。男性の力強い踊りや子どもたちのし

なやかな踊りに感動した。私たちも、お礼に、「幸せなら手をたたこう」を歌った。お互いに、ネパール語も日本語

も分からないが、手を取り合ったり、リズムよく踊ったりする中で、音楽は言語の壁を越えて仲良くなれると感じた。

同じ音楽を聴くもの同志仲良くなれるときがあるが、音楽は平和に欠かせず、世界を救うと感じた。音楽の趣味をも

つだけで、ネパールだけではなく、世界の人々と仲良くなれると感じた。 

［ 8／2 (金) ］  

⑦ Kalidevi Secondary School（授業見学、模擬授業・交流など） 
 

中島浩平：首都カトマンズから車で1 時間半くらい

離れた、自然豊かな場所にある公立学校。近くには

カトマンズ大学キャンパスがある場所だった。限ら

れた教育環境の中で、校舎の壁に描かれていた言葉、「Children must 
be taught how to think not WHAT to think.（子供たちには、何を

考えるかではなく、どう考えるかを教えなければならない）」に共感し

たのを覚えている。生徒たちの貴重な時間を使い、日本の伝統的な遊び、

コマ回し、トントン相撲、福笑いを紹介した。高学年ということもあり、英語の指示もしっかり理解でき、スムーズ

に授業展開ができた。こちらが思っている以上に、夢中になって楽しんでくれたことが非常に嬉しかった。授業後に

行った教員同士の意見交換では、公立、私立学校同士での生徒の取り合いが深刻だということが分かった。また、英

語教員が不足しているということも大きな課題だと言われた。今後もKalidevi Secondary School のFacebook を

定期的に見ながら、生徒たちの成長を楽しみたいと思う。 
 

市原健：子どもたちは日本から来た我々に興味津々な様子であり、「こんにちは！」や「ナマス

テ！」などとたくさん声を掛けてくれた。久々にした「先生」としてのやり取りの中、「やっぱ

り自分は子どもが好きだな」「だから先生になったんだよな」などと、自分の原点に立ち返る瞬

間があり、嬉しくなった。 
教室の落書きに『鬼滅の刃』の刀が描かれていたり、『ナルト』のキャラクターのキーホルダーを見せてもらった

り、意外なところでいくつもの「日本」を発見した。交流授業では、日本の紹介と、折り紙で手裏剣を作る活動をし

た。日本紹介の際、子どもたちは日本の学校の様子にとても興味津々だった。また、日本アニメについて知っている

子も多く、話が盛り上がった。手裏剣を作る活動は難しかったようだが、今回の交流が日本について好感をもつきっ

かけになってくれれば幸いである。 

［ 8／4 (日) ］  

⑧ ACP（Association for Craft Producers）Nepal工房、直営店「Dhukuti」 
 

道野大和：ACP は、フェアトレード商品の受注、生

産を行う工場である。工場の入り口には3 人の子ど

もたちの言葉が書かれた用紙があった。「この工場の

おかげで教育を受けることができ、夢である医者になることができた」

と書かれていた。働く方の子どもには 1,000 ルピー支給される。特に

「女の子に教育を」との思いを強く感じた。また、働き方にも柔軟に対

応しており、在宅で勤務されている方も多くいると知った。フェアトレ
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ード商品を扱う工場として、「自立すること」を目的にしていると勤務されている方から教えられた。エコバッグ作

りでは、職人の方からペイントの仕方を教わった。こういった職人の技術がフェアトレード工場としての自立を支え

ているのだと感じた。 
 

掛井遥奈：JICA の海外協力隊の人が技術協力をしていたことを知り、ここでもネパールと日本

のつながりを感じた。日本以外からもいろいろな技術を学んでよりよいものを作ろうとする職人

やスタッフの方々の姿に心を打たれた。工場の中を見学すると、本当に丁寧に細やかな作業がす

べて手作業で行われていて、作品一つ一つが素敵だった。さらに環境に配慮した食堂のメニューや工場のつくりにな

っており、他国の支援をもとにネパールの中で可能性が広がっていき、持続可能な取り組みになっているのではない

かと思った。 
ここでは、適正な価格設定だけではなく、福利厚生なども保障されていた。特に女性の社会進出を支えるための取

り組みも多く、働く人にとって安心安全であると感じた。ACP の取り組みを知れば知るほど、フェアトレードにつ

いてもっと知りたい、もっと考えたいと思った。フェアトレードに対して私たちにできることを考えていきたい。 

［ 8／5 (月) ］  

⑨ Mitra Disaster Risk Reduction Learning Center＋⑩防災クラブ活動 
 

山 田 拓 弥 ： Mitra Disaster Risk Reduction 
Learning Center は、生徒、教師、地域住民、民間

企業等に防災教育を行っており、施設内に自助・共

助・公助という言葉を掲げていたり、日本の防災用品が展示されていた

りと、日本のとのつながりを実感したNGO 団体だった。また、防災教

育を、ゲームを通じて子どもたちに楽しく学んで欲しいという取り組み

が印象的だった。実際にBhassara Secondary School で体験したゲ

ームは楽しいだけでなく、学びが多く詰まっているものだった。実物やピクチャーカードなどを使い、体を動かす場

面も取り入れながら防災について学ぶことができた。そして、この学校では防災クラブを立ち上げ、上級生が下級生

をリードし、生徒が主体的に動いていることがとても良いと感じた。防災意識を浸透させるための継続的な取り組み

を行っている同校で感じたことを日本に持ち帰り、防災教育を見直すきっかけにしたい。 
 

坂田英香：「Mitra Disaster Risk Reduction Learning Center」では、視覚的に訴えることの

学びへの影響への気付きがあった。特に、マグニチュードの大きさを表した円は、インパクトが

大きかった。また、日本からの支援が入っているため、日本の防災グッズの展示があり、比較を

通して、自己の環境を見つめ、自分に合った準備をすることを訴える教材であった。    
防災クラブの活動は、楽しく知識を得ることを体感した。自分の身近なもので身を守ることを学んだ「ドッジボー

ル」。全身を使ってクイズの答えを探す「インベーターゲーム」や「二択クイズ」。応急処置などの手順を確認する「カ

ードの並び替えゲーム」。事前・最中・事後に分けて自分の行動を考える「パズル」。紙芝居を見てからの「確認クイ

ズ」。その場にあるものを使って「簡易応急処置」。さらに、中学生にあたる学齢期に生徒が外国人ある私たちに堂々

と語る姿も自信をもち活動している印象を受け、日々の活動内容を知りたくなった。さらに、地域へもゲームを通し

て、楽しみながら知識を伝達しているそうだ。「地域防災」の在り方に対する新たな知見を得た。 
防災、減災は、共通の課題であることを実感するとともに、自国のものが他国へ生かされ、さらに、新たな視点が

加わり、私たちへも還ってくることを実感した。 
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［ 8／5 (月) ］  

⑩ Bhassara Secondary School（授業見学、模擬授業・交流など） 
 

池田美輝：防災クラブでは、アクティビティを行い

ながら、主体的に防災について、児童から学ぶこと

ができた。それぞれのアクティビティでは、目的を

達成できるようになっていた。なぜ学ぶ必要があるのかを、子どもたち

が理解し、行動している姿に感銘を受けた。 
授業体験では、この学校の前に訪問したホームステイ先の村の学校と

比較できるように、同じレクリエーションと折り紙を折る活動を行った。小学校３年生だが、英語力はとても高く、

私の英語をしっかり理解して、スムーズに活動することができた。 
折り紙を作る活動では、紙飛行機がなかなか折れず、苦戦する子どもの姿が見られた。その男の子は、私のところ

に来て、「折ってほしい」と頼んできた。一緒に一つ一つ手順を確認しながら折ると、遠くまで飛ばすことができ、

満面の笑みを浮かべていた。日本でも、同じような状況がある。そのときに、子どもに寄り添って、一緒に取り組ん

でいるが、そのような行動が大切で、どこの国でも通じることを実感した。 
 

長澤佑亮：Bhassara Secondary School の子どもたちが、自ら防災をテーマとしたゲームの説

明、運営を実施する姿を見て、防災をゲームで教えるという手法がいかに「子どもの視点」に立

ったものであるのかを実感することができた。ゲームの作成過程において、災害後の子どもの提

案を発端にし、Mitra DRR Learning Center と試行錯誤を重ねて誕生したことを知り、まず生徒が主体であること、

そして地域の機関と連携して取り組んでいることは、日本の防災教育にも必要であると感じた。交流では、日本の伝

統的な遊びを一緒に体験した。とても元気がよく、反応が良かったため子どもたちと過ごす時間はあっという間であ

った。子どもたちの英語力が高く、ほとんどの生徒が英語を流暢に使っている様子から、改めて英語に対する熱意や

必要とする背景について考えさせられた。防災を通じて、現地の子どもたちと関わることができたのは非常に貴重な

経験であったと感じると同時に、「防災」という共通の課題から日本とネパールのつながりを感じるよい教材である

と感じた。 

［ 8／6 (火) ］  

⑪ e-Education（映像教育）Arunodaya Secondary School 
 

市原健：e-Education では、「最高の教育を世界の

果てまで」という使命のもと、ネパールの課題であ

る「都市部と農村部の教育格差をなくす」ことを目

指した活動をしていた。また、実現のために設備面のフォローや研修、

映像資料の提供を行っているということだった。Arunodaya 
Secondary School でも効果を実感しているようであり、特に、10 年

生に向けた試験（通称「鉄の門」）に 100％合格させているなど、客観

的に見ても優れた実績を残している。ただし、こうした実施校でも ICT
の使用は９・10 年生が優先されたり、停電がたびたび起こったりする

など、まだまだ課題があるようだ。農村部ではもっと設備面での課題が顕著であることが予想される。しかし、こう

した先進的な学びが今後広がっていき、いつか「都市部と農村部の教育格差をなくす」という目標が実現されること

を心から願う。 
 

中島浩平：「最高の教育を世界の果てまで」をミッションに活動されているe-Education の取り

組みとその教育実践を導入した校長先生や現場の先生方と意見交換することができた。ネパール

では山岳部の7 割の中学生が終了試験の合格点に届かず、教育格差が改善されていない。しかし、
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e-Education では山間部でもインターネットやDVD の視聴環境があれば、映像授業（ネパールでは特に数学に絞っ

て支援）を作成し、多くの生徒に届ける取り組みを行っている。モデル校となっている Arunodaya Secondary 
School の中等教育終了資格試験の合格率は昨年度100％を達成し、確実に実績を残している。合格した生徒たちの

顔写真や成績が学校内に大きく掲示されていた。映像教育の普及率が今後もさらに上がり、全ての生徒たちに学べる

環境が行き届くことを強く願っている。 
 

［ 8／6 (火) ］  

⑫ CWIN（Child Workers in Nepal） 
 

掛井遥奈：ネパールでは、今でも100 万人以上の子

どもたちが児童労働をしているということを知って

衝撃を受けた。もちろん、CWIN の活動などによっ

て人数は減ってきているのも事実である。ただ、児童労働を禁止する法

律がありながらも０にならないのが現実だそうだ。保護者に対して職の

トレーニングを行い、収入を得られるように支援して、児童労働に陥っ

てしまう前に保護するように活動をしていると聞き、児童労働の背景には貧困をはじめ、様々な問題があるのだとい

うことを学んだ。 
外の壁に「FOR CHILDREN  WITH CHILDREN」という言葉が書かれていた。この言葉を見て、足が止まった。

多くの子どもたちと関わっている教員として軽く受け取れる言葉ではないと感じた。これまで日本やネパールで出会

ってきた子どもたちの顔が頭の中に浮かび、胸が締め付けられた。子どもたちを取り巻く問題は日本でも同じように

存在している。他人事ではない。自分もそれを助長する存在になり得るかもしれない。本当に深刻な問題であると再

確認するとともに、明るい未来を生きる子どもたちを守るために大人たちが本気にならなければならないと思った。 
 

道野大和：CWIN ができるまで、ネパール国内には児童労働に関わる団体はなかった。1987 年

から子どもの権利を守るために活動を続けてきたと知った。実績としては、児童労働をする子ど

もが260 万人から110 万人に減ったこと、現在ネパールに団体が11 か所あることなどであっ

た。しかし、根深い課題として政治家が経営している工場に児童労働の実態があることで法整備が遅れていることが

印象に残った。課題解決を目指す団体の目前に、あまりにも高い壁があることを知った。しかし、団体の代表の方か

ら「人類共通の課題として、ぜひ日本でも考え続けてほしい」と強くメッセージを送られた。決してあきらめない強

い気持ちがあるからこそ、CWIN という団体が続いているのだと感じた。 

［ 8／7 (水) ］  

⑬ 日本語学校 Universal Training Center（授業見学、交流） 
 

坂田英香：中学卒業後から40歳ぐらいまでの人が、

日本での進学や就労を目指して学んでいる学校であ

った。参観したクラスは、日本人教師とともに『み

んなの日本語』を活用して学んでいた。ビル内には、私たちに日本語で

挨拶を交わす多くの学生がおり、多くの学生が日本へ行くことを目指し

ていることを実感した。 
中級クラスや国際交流基金のテストを受け、面接待ちをしている学生と交流した。日本へ行くことや日本語を選択

した理由を尋ねると、「日本は安全」「日本人は親切」などの好イメージをもって希望していることや、英語は苦手だ

から文法が似ている日本語を選択したなど、必要感をもって語学を身に付けようとしていることが分かった。また、

就きたい仕事を尋ねると、「『介護』の仕事について日本で働きたい。」「『介護』を学んで、ネパールで『介護』を教

える先生になりたい。」「日本で『料理』を学んで、ネパールでレストランを開きたい」など、在留資格の『特定技能』
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に関連する業種について語る姿があり、日本が既に支えられていることに気付いた。  
彼らの選択が、明るい未来へとつながるようにと願う。 
 

山田拓弥：Universal Training Center では、幅広い年代の方々が日本で就労・就学するために

日本語を学習していた。見学をした授業では、日本での生活を想定した対話の練習を行っていた。

誰もが日本での生活に向けて真剣に授業を受けていた。授業参観後、日本の飲食店や介護施設で

働くことを目指す４名の方々と対話をした。彼らは日本語能力試験に向けて勉強をしており、将来的には日本の企業

との面接を控えているということで非常に礼儀正しい日本語を話すことが印象的だった。「なぜ日本で働きたいと思

うのか」と尋ねると、「日本は安全な国だから」や「日本人は信頼できるから」という答えだった。日本に対する非

常にポジティブなイメージは、今までネパールと関わってきた方々が長い時間をかけて積み上げてきた功績であり、

そのバトンを我々も引き継いでいかなくてはいけないと改めて感じた。 

［ 8／7 (水) ］  

⑭ Gate College 日本語クラス（授業見学、交流） 
 

長澤佑亮：GATE College の理念の一つである「国

際ホスピタリティ」について、身をもって実感する

ことができた。イベントを通してリーダシップを育

成するという Edutainment（エデュテイメント）の考え方や Global 
citizenship（グローバルシティズンシップ）に迫るような授業の構想は、

どれも新鮮で面白みを感じる内容であった。山本先生による日本語クラ

スの授業では、日本語を一生懸命に学ぶ学生の姿を見て嬉しく思うと同

時に、学生との交流の中で、ネパール語で会話を試みた際に学生が見せた嬉しそうな表情が重なり、「言語」が持つ

帰属意識と言語は最大のコミュニケーションツールであるということを改めて認識した。シェフを志す学生が多いこ

ともあり、昼食時には学内のレストランで学生によるコース料理を振る舞ってもらった。食事の準備をはじめ、料理

の説明を日本語でしてくれるなど、一から十までホスピタリティに溢れる内容であった。「おもてなし」の心はある

意味、万国共通で受け入れられる大切なものであり、それを教育に落とし込む GATE College の試みは素晴らしい

ものであると感じた。 
 

坂田英香：「GATE College」は、スイスにも学校があるホスピタリティを学ぶためのカレッジで

あった。１年次に、実践的な実習を通して、接客技術等を学び、２年次は、世界各国へインター

ンシップに出掛ける仕組みとなっていた。第２言語の選択肢が「ドイツ語」か「日本語」であり、

日本語クラスは、日本人教師から『まるごと』を活用して学んでいた。参観したクラスの学生は、初級レベルであっ

たため、ほぼ英語でのやり取りになったが、日本のアニメや音楽をはじめ、日本文化への関心が高く、教養として日

本語を学んでいる印象を受けた。映画好きな学生が選曲した日本の歌を披露してくれた。 
日本語担当の山本先生にネパールのよさを尋ねると、その言葉からネパールの人が好きだという気持ちが溢れて伝

わってきた。特に、ネパールの人たちの子どもたちへの関わり方に温かさを感じた。さらに、学部長の Jiwak さん

は、日本の大学を卒業して、ネパールの複数の大学で教鞭をとっている。学生に必要な学びの質や前述のようなカリ

キュラムを考えており、同年代の教員として感銘を受けた。素敵な大人との出会いの場であった。 
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［ 8／8 (木) ］  

⑮ ナグドゥンガ・トンネル建設事業 工事現場 
 

中島浩平：2019 年 9 月から進められてきたネパー

ル初のトンネル工事プロジェクト。2025 年 10 月

に完成予定の 2,000 日を超える大規模工事は複数

の日本企業とネパール企業が協力して行っていた。途上国のインフラ整

備に強みを持つ企業、橋梁技術で国内外に多くの実績を持ち施工指導を

行っている日本の企業の社名があった。また、火災やガス事故などを防

ぐための防火設備工事を担当していた日本の企業もあり、もはや日本の

トンネルと何も変わらない質だと感じた。人生で初めて、トンネル工事

現場を視察できる興奮を抑えながらも、気の遠くなるような作業内容を聞いて、ますます日本人技術者たちの凄さを

実感した。また、ネパールの地質はまるで生きていると担当の方が言われたことが、印象に残っている。一度、掘削

しても、また地盤が動き、穴を小さくしてしまうことに驚きを隠せなかった。技術者の方も経験したことがないネパ

ールのトンネル工事現場で、冷静に緻密な作業を繰り返した両国の技術者が私にはアベンジャーズのヒーロー達に見

えたのは冗談ではない。 
 

掛井遥奈：人生で初めてのトンネル工事の現場に足を踏み入れ、高い技術力でネパールの人々に

安心と安全、そして快適な生活を届けようとして活動していることに感動するとともに、働いて

いる方々が本当にかっこいいと思った。日本の技術を利用しながらもネパールの土地に合わせて

作業していく様子を目にして、トンネルが完成したそのあとも、この技術はネパールの土地でまたほかの何かに活か

されていくのだろうかとわくわくした。日本人が活躍していること、日本の技術が世界に広がっていることを実感し、

日本のよさにも気づくことができた。現場では、日本人の方だけではなく、フィリピンの方も多く働いていた。「多

国籍な職場で共に働いている！」と安易にポジティブな感想をもったが、「本当に平等に働くことができているか」

という見方もあると学び、改めて多角的・多面的に物事を捉えることの大切さを実感した。 

［ 8／8 (木) ］  

⑯ アサン地区・タメル地区 
 

道野大和：アサン地区・タメル地区は、首都カトマン

ズの古い市街地にある。地元の人々の生活が色濃く反

映された場所である。細い路地が迷路のように広がり、

通りにはスパイス、野菜、衣料品、仏具などが並んでいた。散策した日

は平日であったが、たくさんの人で賑わっていた。休日だとさらに多く

の人であふれるらしく、ネパールの方にとって、なくてはならない場所

であることが伝わってきた。建物も独特の建築様式が見られた。ネワー

ル建築と呼ばれる赤レンガと木材を使った美しい装飾が特徴である。特

に窓枠や扉に施された木彫りの細工に目を奪われた。調べてみると、幾何学模様や神話をモチーフにしているとあっ

た。何世代にもわたって、ここが人々の集う場所として存在していることが建物から伝わった。これからも、大切に

してほしいという願いが自然と湧き出てきた。 
 

市原健：あいにくの雨だったが、ネパールの活気ある２つの地区で、教材探しやお土産探しを楽

しむことができた。ネパール滞在11 日目ともなると、未舗装かつバイクが歩行者すれすれを行

き来する様子にも随分と慣れた。雑貨や香辛料、衣料品など、たくさんの露店が並ぶ道に、突如

現れる立派な宗教施設。ここでも生活と宗教が深く結び付いていることを感じた。露店に入ると、ほとんどの商品に

値札がなく、値引き交渉なども楽しむことができた。その一方で、物売りをする少年や物乞いをする人などに出会っ



 

25 
 

 
Ⅲ．現地研修の様子と受講者の学び 

た。やるせない気持ちを抱くとともに、こうしたネパールの側面についても、もっと学びたいという思いが強くなっ

た。 

［ 8／8 (木) ］  

⑰ JICA ネパール事務所関係者との懇親会 
 

山田拓弥：懇親会では、JICA ネパール事務所で働く

方々に様々な質問をさせていただいた。日本を離れ、

ネパールで行っている業務について答えていただき、

職員の方々が日々ネパールのため、日本のために働いているということ

を実感した。日本を離れ、海外で活躍している人たちがいることを日本

の生徒たちに伝えることで、一人でも多くの日本の生徒が国際協力に将

来携わりたいと思って欲しいと改めて感じた。 
また、飯塚次長から「なぜ教師を目指したのか」という質問を受け、

一人一人が答える場面があった。私自身もその質問に答えながら、改め

て教師は生徒たちの視野を広げることができる素晴らしい仕事だということを実感した。「自分にできる国際協力は

何だろう」と常に自問自答していたが、私ができることは、生徒と一緒に世界が抱える課題について考え、世界のた

めに尽力したいと考える生徒が一人でも増えるよう願い、努力することだと再認識した。今後も、生徒と過ごす時間

の積み重ねが巡り巡って国際協力になることを信じて日々の仕事に励みたいと感じた。 
 

池田美輝：飯塚次長始め、JICA 事務所関係者との懇親会では、それぞれのストーリーについて

語り合った。JICA 事務所関係者の方の経歴を聞き、私たちは、教師になった経緯を話した。私

は、今まで教師として、傾聴を大切にし、自分のストーリーをあまり話してこなかった。出会っ

た方に、なぜ教師海外研修に参加することになったのかを話す中で、自分が教育者として、一人の人間として大切に

していることを思い出した。そして、懇親会の場で、話すことで、「自分のストーリーを子どもたちにぜひ話をして

ほしい」と勧められた。ストーリーを話すことの大切さを実感した。少しだが、自分の話をすると、子どもたちは、

すごくうれしそうに、親近感がわいているかのような反応をする。だから、これからは、必要な場で、自分のストー

リーを語りたいと思う。また、ネパールで、世界で活躍する人々の姿を見て、子どもたちに、その姿を見せたいとい

う気持ちをもった。日本にも、世界のために働く人はたくさんいる。それらの人々と出会わせるキャリア教育に力を

入れたいという気持ちを強く持った。子どもたちには、将来に希望をもち、自分の夢をかなえるために行動する人材

を育成したい。 
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１．現地研修に対する各自の目的とその達成度 
 

池田美輝：目的は、小学校三年生の「総合学習」のための教材収集だ。二学期以降の実践テーマは、

「ネパールとの肯定的な出会いと現状、今後の課題と展望」である。初めに、「ネパールとの肯定

的な出会い」で、自分の体験や経験を元に、参加型の授業で、児童がネパールに肯定的に出会う。

次に、「ネパールの子どもたちと学校」のテーマで、日本の小学校との共通点に、主体的に気づく。その後、ネパール

の児童をとりまく課題である「児童労働」を取り上げる。児童労働の現状や取り組みを知り、映像学習や資料の活用か

ら今後の課題を学ぶ。このように、今までの学びを、授業支援クラウド(スクールタクト)に新聞や広告のようにまとめ、

三学期の授業参観で児童が発表する。また、学級活動で低学年と交流し、簡潔に伝える。最後に、児童が「今の自分に

できること」を考え、SDGsと関連して、行動宣言を行う。年間計画に従い、目的をもって教材収集を行ったため、ど

の訪問先でも、高い達成度だった。 
 

市原健：本研修への参加目的は「自分自身の知見を広げること」と「子どもたちの教育に還元する

こと」であった。 
一つ目の「自分自身の知見を広げること」については、ネパールの良さを五感と心で感じるこ

とができた。行く先々で出会うネパールの人々の温かさを肌で感じ、ネパールが大好きになった。また、たくさんの訪

問地での学びを通して、開発途上国としての側面でもネパールの現状を知ることができた。インフラの未整備や若者の

海外流出をはじめとして、ネパールが抱える様々な課題について深く考える機会となった。 
二つ目の「子どもたちの教育に還元すること」については、現地で得た学びやたくさんの素材を生かして、最高の授

業実践をしたいという思いを抱いている。子どもたちが他国と「肯定的に出会う」ことのできる時間となるように、教

材や授業展開の工夫をしていきたい。 
 

掛井遥奈：今回の研修では、五感すべてを使って多様な世界と出会い、自分の価値観を見つめ直

すことと、目の前にいる子どもたちに「世界」で共に生きていくことの大切さを伝えられるよう

になることの２つを目的として参加した。実際にネパールに行くと、自分の思い込みや「こうで

あるべきだ」という固定概念が無意識のうちに働いていることに気付かされる場面が多くあった。子どもたちに関わ

る立場として、一人一人を尊重し、いろいろな考えを受け止めることの大切さに改めて気づかされた。ネパールの子

どもたちが自由に夢をもち、一生懸命学習に向かう姿を見て、あたたかい気持ちになった反面、教育を受けられない

子どもたちもいるという現実に苦しくなる気持ちもあった。これから国際理解教育を進めていくにあたり、当たり前

は当たり前ではないことやネパールの問題ではなく、共通の課題として考えることなどに留意しながら実践を考えよ

うと思う。子どもたちに関わることができることに感謝して、自分の経験を子どもたちや先生方に還元していきたい。 
 

坂田英香：国際理解教育へ関心をもったきっかけは、外国に繋がる児童生徒への教育課題からで

ある。学級の子どもたちと世界をどのようにつなげば、子どもたちが多様性を受け入れたり、共

生に向けての意識を高めたりできるかを模索してきた。今回は、訪問先がネパールであったため

志願した。近年、外国に繋がる児童生徒の出身国は、より多様化が進んでおり、市内でもネパール出身の人が増えた

ことを感じたためである。子どもたちがどのような環境で育ち、どのような教育を経て、どのような背景をもって来

日しているのかを知りたく、現地研修に参加した。 
この目的に対する達成度は高い。現地にて、書籍で知り得ること以上の「今」の現状や「生の声」を知れたためで

Ⅳ．帰国後の報告 

現地研修報告書 
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ある。また、訪問を機に、市内に住むネパール出身の人達と話すきっかけも得た。 
一方で、「世界をつなぐ」「肯定的に出会う」場を授業の中でつくることへの責任感が増し、新たな課題も生まれた。

これからも私自身が学び続けるとともに、どの子も自分らしく生きていける世の中であるよう、子どもたちと共に考

え続けていきたい。 
 

長澤佑亮：今回の教師海外研修では、「研修」とあるように、ネパールで感じたこと、考えたこ

とそれ自体を自分の成長につなげることに加え、よりよい社会の形成者を目指す子どもたちにと

って「よき教材」を開発することが大きな目的である。ここで指す「よき教材」とは、①子ども

の国際理解教育を促すもの、②ネパールの現状や課題を子どもの視点で考え、理解できるもの、③多くの人を巻き込

むためにも汎用性のあるものだと考える。これらを踏まえた上で、今回の海外研修では自分が想像していた以上の教

材を収集してくることができた。特に、私は社会科の教員であるため、社会的な課題や国際理解については授業で多

く扱う。この際、教科書などの文字資料のさらにその奥にある人々の「想い」や「願い」を実際に感じて、教材化す

ることにとても意義を感じた。一方で、多様な研修内容だけに、資料が膨大な数となってしまったため、先に述べた

「よき教材」に加えて、どういった場面でどのように工夫して提示するのかを改めて検討していく必要があると感じ

た。 
 

中島浩平：私の目的は開発途上国の教育現場へ足を踏み入れ、肌で感じられる全ての事を吸収し

て帰って来ることだった。そう、「単純」だ。ただ、その「単純」こそが、今までの私だったの

だと思う。「開発途上国」を表層的に理解していた自分が恥ずかしくてたまらなった。ネパール

には約35,000 の学校があり、そのうちの３校を訪問することができた。私が分かったことなど、米粒ほどのことだ。

何も見えてない自分がいた。だが、この考え方こそ、私は今まで持っていなかったものだ。目に見えないもの、本質

を考え続ける姿勢が芽生えた。予想していないことが自分の中で起こったのだ。氷山の一角として見えているもの、

見えていないインサイトの部分をこれからどうやって発見し、学び、解決していくのか、考え出すと眠れなくなった。 
この研修経験で芽生えた「本質を探る」考え方を教室にいる生徒と一緒になって使ってみようと思う。生徒たちと

同じ目線に立って、けれども、少し角度を変えながら、ファシリテーターとして新たな授業実践をしようと思う。 
 

 
道野大和：昨年度、国内の開発教育指導者研修（実践編）に参加した。初めて国際理解教育を知

った。また、参加型のワークショップの奥深さも知った。1 年間の研修の中で、貧困や人権問題

など世界の課題を知り、参加者と意見を交換し合う中で、発展途上国への実情を知りたいとの思

いが強くなった。今回の現地研修での目的は「とにかく五感で感じる」であった。出国前はあえてネパールについて

の事前情報は調べずに臨んだ。実際、現地の景色・におい・音・食べ物の味・触感などをなるべくフラットな気持ち

で感じたかったからである。おかげで、目の前で起こる出来事は全て新鮮に感じられた。「なぜ？」「どうして？」と、

どんどん疑問が出てきた。きっと子どもたちもこういう反応を示すだろうと夢中で写真を撮った。私が五感で感じた、

ありのままのネパールを子どもたちに伝えていきたい。 
 

山田拓弥： 私は「五感で体感したことを生徒たちに伝える」を目標に研修に参加した。研修前の

私は、国際理解教育に関する実践においても、英語の教科書に取り上げられている人権や多文化共

生に関する題材においても、どうしたらより生徒たちが活発に意見を伝え合い、深い学びを感じる

ことができるだろうかと悩むことが多かった。世界が抱える課題を生徒たちと共に考えていくために、五感でネパール

を感じることができたことが何よりも代えがたい経験になったと感じている。 
また、英語教員として、他国の英語教育の実態や外国語を学ぶ意義というものを改めて感じたいと考えていた。英語

を通して考えや想いを伝えたり、聞いたりする場面が研修中の様々な場面であったため、改めて英語という言語を学ぶ

意義というものを感じた。しかし、ネパール語で話しかけたときのネパールの方々の笑顔が非常に印象に残っている。

英語を学ぶ意義と共に、現地の言語を学ぶ大切さを伝えていく必要性を体感することができた。 
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２．ネパールから学んだこと① 

「ネパールに肯定的に出会う」という観点から 
 

池田美輝：社会科教員として大切にしていることは、根拠の提示だ。中学１年生の社会科で、「世

界の諸地域」を教えたとき、その国の資料を調べ、グラフや表などを活用して伝えてきた。この研

修を経て、人々の思いや願いに触れることの大切さに改めて気づかされ、今までの考えが覆された。 
ネパールの方々は、私たちを温かく迎えてくれた。日本との友好関係から、日本に肯定的な考えをもつ方ばかりだ

った。いつでも使える「ナマステ」の挨拶や非言語的コミュニケーションからも、ネパールの方の優しさを感じること

ができた。 
現地では、子どもに「将来の夢」、大人に「今後の展望」を尋ねた。その思いは、先進国である日本と変わらなかっ

た。同じ地球市民として、感じていることは同じだった。ネパールの方との関わりから、今後の教育活動で人々の思い

をさらに大切にしようと決意した。資料や情報、事実も大事にしつつ、教材に関わる場所に足を運び、人々の思いや願

いを聞き、授業を構成したい。 
 

市原健： 昨年度の実践報告フォーラムに参加した際に研修参加者が話していた「ぼくらの大好き

なネパール！」という言葉が印象に残っていた。ネパールに実際に行ってみて、行く先々でたくさ

んの方と出会った。気さくに話しかけてくれたホテルの方々、真心をこめて接してくれたホームス

テイファミリーなど、たくさんの親切さに触れる中で、自分自身も「大好きなネパール！」と心から思うようになった。

まさに「肯定的に出会う」ことができたのだと感じた。認識が変わってからは、見聞きするものがどれも愛おしく思え

た。また、ネパールが抱える課題についても、「何とかしたい！」と自分事として考えられるようになった。このよう

に、他国や人に「肯定的に出会う」ことは、「遠い世界の事」を「自分事」に変える力を持っているのだと実感した。 
 

掛井遥奈：ネパールの人々は、国籍や文化、言語が違う私たちを、とびっきりの笑顔で迎えてく

れた。もちろん、街の様子や文化など様々な魅力を知ったが、その笑顔を見ただけでネパールが

好きになった。仲良くなったホテルの従業員の子は、毎日体調を気にかけてくれ、会う度に「あ

なたは家族だから。」と嬉しそうに伝えてくれた。ホームステイ先では、あたたかい歓迎に涙があふれた。見知らぬ

外国人であろう私たちを大きな愛ですべて包み込んでくれるその心が本当に嬉しかった。でも、きっとネパールの

人々は、「見知らぬ外国人」などと考えていないのだろう。気付かないうちにわたしは日本という枠の中に入り込ん

でいたのだなと思い知らされた。人や国に肯定的に出会うことで「理解したい」「大切にしたい」という気持ちにな

る。この気持ちがとても大切だと思う。一人の人間として、教員として、ネパールはもちろん、様々な国、人との肯

定的な出会いを実現し、それを子どもたちにも経験してもらえるように努めたい。 
 

坂田英香：私にとっての「訪問国に肯定的に出会う」は、日本にいる時から始まった。意識する

とネパールに繋がる場所は身近にあった。ネパール料理屋さんに足を運んだり、日本で日本語を

学ぶ学生と交流を図ったりした。その度に、様々なことを教えてくれたり、知人を紹介してくれ

たりと「ネパールの人の温かさ」に触れたためだ。 
実際に訪問したネパールでは、幾度となく歓待を受けた。コミュニティーや人との繋がりを大切にする元々のよさ

もあるだろうが、現地で話を聞く中で、私たちが受けた歓待は、ネパールの人の声に耳を傾け、寄り添い、ネパール

で活動してきた日本人が築いてきた信頼関係によるものであると感じた。長年に亘り、積み重ねられた一人一人への

信頼が、日本への信頼となり、初めて出会う私たちへ還ってきたのではないだろうか。 
「肯定的に出会う」とは、自分が「先に」相手を受け入れようとする気持ちを示すことで生み出されると感じてい

る。ネパールの人達との出会いは、私自身の生き方・考え方をも立ち止まって振り返る機会となった。 
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長澤佑亮：「肯定的に出会うためにも多少のステレオタイプが大事である」と、いうのが今回の

研修で大きく気づいたことである。「訪問先に肯定的に出会う」ことはとても重要である、とい

うことは事前研修でも沢山学んできたが、やはり行き先が開発途上国ということもあり、「〜な

のではないか。」といったステレオタイプは潜在的に生起してしまう。しかし、「現地に足を運ぶ」ことの大きな利点

として、このステレオタイプへの裏切りを目の当たりにすることができる。この「裏切り」こそ、むしろ訪問先を肯

定的に捉えるチャンスだと感じる。ネパールと出会う前、私はネパールという国は日本よりも閉鎖的で、危ないので

はないかと勝手に想像していた。しかし、実際に訪れた先で出会う人々は暖かく、何よりも活気に満ちていた。まさ

に、この裏切りこそ、自身の抱えていたステレオタイプを見直し、ネパールを肯定的に捉える一助になったと感じる。

ステレオタイプを全て肯定できるわけではないが、少なくとも今回の研修において、ステレオタイプの裏切りこそ、

ネパールと肯定的に出会うきっかけになった。 
 

中島浩平：渡航前から練習していた片言のネパール語を使ってコミュニケーションを図ることで、

より現地の方と近い距離でコミュニケーションがとれた。「Namaste!」の一言から始まる笑顔

での会話は、ネパール人の優しさを沢山感じられる一つの方法だった。ネパール語を練習してい

る時点で既に私はネパールという国を肯定的に受け入れていたのだと思う。一見怖そうな、警察官や警備員の方も笑

顔で対応してくれることが印象的だった。また、ネパールに移住してきた日本人女性や JICA 事務所で働く女性職員

の方がネパール人は子供にとても優しいし、町の人たちは他人の子供であろうと関係なく、気にかけてくれると嬉し

そうに言われていたのも心に残っている。実際に、車窓から子供たちを複数の大人たちで抱っこし合ったり、幼い子

供たちの顔を優しく撫でている様子を目にした時は、とても感動した。同時に、日本社会が忘れていることだと悲し

くなる瞬間でもあった。 
自らが肯定的に物事を見る、接することでこれほどまでに多くの発見や体験ができることに正直驚いた。海外研修

だけでなく、普段の何気ない生活や学校生活を肯定的な視野で見れば、これまで見えていなかったものがきっと見え

るようになるのだと思う。 
 

 
道野大和：初めて覚えたネパール語は、「ナマステ（こんにちは）」であった。これは、研修中も

っとも口にしたネパール語だった。私が印象的だったのは、現地の人たちが、「ナマステ」と一

人ずつ丁寧に目を合わせながら挨拶していることだった。日本では、「こんにちは！」とその場

にいる人全員にする時がある。ネパールではそれがなかったのである。一人ずつ何度も「ナマステ」と挨拶をするの

だ。「あなたたち一人一人を大切にしているよ」というメッセージを研修中ずっとネパールの方々から受け取ってい

た気がした。また、食事の際の「おかわりが自由」なところも素敵であった。ネパールの国民食である「ダルバード」

を店で食べたが、店員さんが何度も「おかわり」をもってくる。これは、こちらが「プギョ！（満腹です）」という

まで続く。この 2 つの印象的な出来事から、ネパールという国が大好きになった。無事、肯定的な出会いを果たす

ことができた。 
 

山田拓弥：研修を通して、「肯定的に出会う」ということの大切さを感じた。ネパールと日本は共

通点もあるが、異なる点も多い。自分と異なるということは、マイナスであるように感じるが、日

本との違いに毎日心がワクワクした気持ちになった。自分と異なる人を受け入れることに難しさを

感じている生徒たちに、「異文化＝怖いではなく、異文化と出会うことはとても楽しいことだ」と伝えたいと感じた。  
また、なぜ自分自身がこれほどまでネパールと「肯定的に出会う」ことができたのだろうと考えると、ネパールで出

会った本当に多くの人が「笑顔」で接してくれたからだと感じている。「笑顔」という非言語コミュニケーションは、

言葉が通じなくても相手に安心感を与えるということを改めて実感した。ネパールの人々に「肯定的に出会い」、ネパ

ールという国を好きになったからこそ、ネパールのことをもっと知りたい、ネパールのことを日本の生徒に伝えたいと

いう気持ちになった。 
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３．ネパールから学んだこと② 

「日本とネパールとのつながりや同一性を理解する」という観点から 
 

池田美輝：ナグドゥンガ・トンネル建設事業現場の様子や話から、日本とネパールのつながりを感

じた。バンで工事現場付近に近づくと、三角コーンやガードレール等があり、日本の光景が広がっ

ていた。日本の企業が、途上国に技術支援する様子を垣間見た瞬間だった。ネパールは、日本と同

じ地震大国だが、地形は全く違う。「地形に合わせ、トンネルをどのように建設するかを考え、失敗から成功に導くこ

とが、醍醐味だ」と語る技術者たち。ネパールの人々が安心して生活できるようにしたいという強い思いを感じた。ま

た、ネパール人の技術者は、日本の技術を学び、自国に生かしたいという強い思いをもっていた。これらの発言から、

日本の技術支援の有効性に気づくことができた。日本の高度な技術を伝えることで、途上国の人々が日本の技術を学び、

自立することができるため、素晴らしい支援方法だと実感した。この訪問は、日本との肯定的な出会いとなった。 
 

市原健：研修に参加して、訪日ネパール人の多さに驚いた。日本語学校はネパール国内にたくさん

あり、訪問した日本語学校（Universal Training Center）だけでも、2019年以降に日本へ約600
人ものネパール人を送り出しているということだったので、今後ますます日本とのつながりは強く

なっていくのだと感じた。教師として開発教育・国際理解教育の重要性を実感するとともに、子どもたちに他国と「肯

定的に出会う」機会を提供したいという思いが強くなった。 
ホームステイ先や訪問したいくつもの学校では、日本アニメが話題となり、一緒に盛り上がった。特に若い世代はた

くさんの日本アニメを知っていて、自分よりも詳しい子もいて驚いた。共通の話題を話すことは相手と仲良くなるのに

最適な手段である。日本アニメを通して貴重な経験ができた。 
 

掛井遥奈：３つの学校の訪問やホームステイなどを通して、人々の笑顔と愛は世界共通だと感じ

た。私は英語が苦手であまり上手にコミュニケーションが取れなかったが、笑顔と「あなたと出

会えてうれしい」という気持ちを前面に出して関わったら、たくさんの人々が私のそばに来て、

優しい笑顔で私の拙い英語を一生懸命理解しようとしてくれた。 
また、JICA やNGO など、日本からの様々な支援を目にしていく中で、「支援」というのは、信頼関係があること、

互いのニーズを理解すること、持続可能であることが大切だと学んだ。ネパールの地で活躍する日本人の方々と出会

い、日本とネパール両方のよさを取り入れながら、お互いによりよい世界を目指して活動していることに感動した。

ネパールのことを知ることを通して、日本のよさに気付くこともできたと思う。訪問前までは、あまりネパールと日

本のつながりがイメージできていなかったが、人や技術など、いろいろなつながりがあることに驚かされた。 
 

坂田英香：「子どもが興味をもったことに寄り添う」「遊びの中で学ぶ」「子どもの中にある能力

を引き出す」これらは、「大切にしていること」として、Kalidevi Secondary School の先生達

が話した言葉である。子どもたちのよりよい未来を願う教師の想いは、日本もネパールも同じで

あることを感じ、胸が熱くなった。また、Bhassara Secondary School では、防災の知識についてゲームや実践

を通して、体感的に学んだ。中学生ぐらいの生徒達が外国人である私たちに堂々と防災について伝える姿から、学ぶ

ことの面白さや生徒の達成感の醸成も共通であることを実感し、「教育」がもつ力の素晴らしさを感じた。 
また、「ナグドゥンガ・トンネル建設事業の現場」で働くネパール人の青年は、日本の「段取り8 割」という働き

方が浸透して、１週間掛かっていた範囲が１日で終えるようになったことを話す姿があり、日本語学校「Universal 
Training Center」では、日本へ行き日本の人の介護をすることを目標としている人に出会った。ネパール内での日

本の関わりが、時代を越えてこれからの日本を支えようとしているネパールの人への相互作用となっていると思えた

出会いだった。 
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長澤佑亮：特に強く感じた「つながり」を３つ挙げる。第一に、教育という観点から「子どもは

宝物」ということである。いくつかの教育現場に足を運び、授業風景を視察したり、実際に授業

を行ったりしたが、子どもたちの笑顔は万国共通で幸せな気持ちになれると感じた。同時に、そ

ういった笑顔を大切にしている教師、そして親や地域の人々の姿勢は、国は違えど日本との同一性を感じた瞬間であ

った。第二に、「仕事」を通したつながりである。ネパールで出会う人の多くが日本で働きたいと口にしていた。一

方で、近年の日本ではネパールから出稼ぎに来ている若者も多い。日本の「Pull」とネパールの「Push」が「仕事」

を通してつながっていることを感じた。第三に、「技術」を通したつながりである。ナグドゥンガトンネルでの技術

支援、ラブグリーンネパールでの技術支援など、日本の技術がネパールの人々に役立てられている事実を学ぶことが

できた。さらに、現地で持続可能な支援を提供していることから、技術の支援そのものが終わったとしても、後継と

して日本とのつながりは残るのだと感じた。 
 

中島浩平：ホームステイ最後の夜、村のみなさんと一緒にダンスをしたり、歌を披露してもらっ

たりした。村の人たちの歌が終わった後、私たち8 人も歌を披露することになった。日本を襲っ

た東日本大震災時の復興を願って歌われた曲ということを会場の皆さんに伝えて、坂本九さんの

「上を向いて歩こう」を歌った。日本語の意味も当然わからない中で、村の人たちは笑顔で手拍子してくれる反応に

心打たれた。互いの伝統の踊りや歌を通して、「人としての繋がり」を感じた時間だった。 
また、ナグドゥンガ・トンネル建設現場では日本の技術や安全意識、チームワーク構築をするための考え方が移行

していることに繋がりを感じた。高い技術の裏には、安心・安全な現場作りを徹底する考えはまさにMade in Japan
であり、今後も多くの分野で繋がって欲しいと思った。そのためにも、次世代の生徒たちに世界の問題を我々の問題

として捉えることができるような授業作りをしたい。 
 

 
道野大和：日本とネパールの共通点は、研修中たくさん見つかった。分かりやすいところでいう

と、地理的環境である。山が多い、棚田がある、水資源が豊富など。山間から見えた景色は、日

本のそれとよく似ていた。しかし、私がもっとも繋がりを感じたことは、笑顔の多さである。研

修中に徒歩や車で移動するとき、道行く人々とよく目が合った。一見、険しい顔だと感じる人もいたが、目が合うと

ニッコリと微笑んでくれる。しかも、ほとんどの人がである。笑顔は、人と人を繋げてくれる。国が違っても初対面

でも笑顔で言葉を交わせば、友好的な関係が結べる。子どもたちの前に立つ大人として、このネパールで感じたこと

は熱く伝えていきたい。お互いが理解し合うことは、難しいようで簡単だと思える。今回のネパールで世界平和への

ヒントのようなものを体感することができた。今後も笑顔を忘れずに過ごしていきたい。 
 

山田拓弥：研修を通して、様々な機関や企業の方々が日本の経験や技術をネパールに伝えていると

いうことを知った。そして、ネパールの人々の思いやニーズを聞くなど対話を大事にしながら、将

来的には支援や協力がなくても持続することが可能になることを目指していることを学んだ。研修

中に「日本で働きたい」、「日本語を勉強したい」と思っているネパールの方々と対話する機会があった。ネパールの方々

が、日本は「安全」、「信頼できる」、「誠実」な国だと思っているという言葉の背景には、どのような思いがあるのだろ

うか。それは、これまでネパールと関わってきた日本人の長年の積み重ねが日本に対する「信頼」を生んでいるという

ことを、研修を通して実感した。 
また、研修を通して様々な学校で働く先生方と対話する機会があった。ネパールの先生方は日本の教員同様、「教育

で生徒の未来を明るいものにしたい」という思いで溢れた熱心な方々だった。生徒に対する思いは日本もネパールも共

通していると感じた。 
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４．ネパールから学んだこと③ 

「共通の課題について共に考え・共に越える」という観点から 
 

池田美輝：様々な訪問先で話を聞き、人々が世界共通の課題に対して向き合い、取り組んでいるこ

とを、二つの訪問先からより実感した。 
初めに、ラブグリーンネパール事業所の取り組みを挙げる。担当者の話によると、この取り組み

を行う前は、農薬を使用し、野菜を育てていたため、健康被害があった。しかし、トレーニングを行い、化学肥料を使

う必要がなくなった。無農薬野菜を育てることで、消費者だけでなく、農家にもよい影響があった。JICA の草の根技

術協力事業により、農業が活性化され、マーケティングへの挑戦も始まっている。日本の高い技術協力により、生産者

が安心安全な生活を送っていることが喜ばしい。 
二つ目に、CWINの活動からである。児童労働の問題は、世界の緊急な課題である。課題解決に向けて、様々な立場

から行動していた。一番驚いたことは、弁護士が児童労働に携わっていることだ。法律を知っているため、政治にもア

プローチができる。脆弱な政治体制や女性の福利厚生などから、児童労働に頼らなければやっていけない現状がある。

教育を平等に行い、識字率を挙げることが、何よりも大切であることに気づいた。 
 

市原健：ネパールの若者の海外流出について、共通の課題であると感じた。ホームステイファミリ

ー曰く、子どもが５人いたら５人とも海外を目指すほど、ネパールの若者の多くが海外を目指すよ

うだ。実際、GDP の３割程度が海外送金ということであり、今や必要不可欠な状況だ。ただ、次

世代を担う若者が国外へ流出する現状が続くと、国としてますます海外へ頼らざるをえなくなり、経済的な自立も遅れ

るうえに国内課題を解決する自力もついていかない。非常に難しい課題だと思う。一方、日本の立場で考えると、日本

国内に今後ネパールの人が増加することが予想される。日本に来たネパールの人が豊かな生活を送っていけるように、

制度面できちんとフォローしていく必要がある。また、日本人がネパールの人を温かく受け入れていくためにも、ネパ

ールのことをこれまで以上に理解する機会があるとよいと感じた。国際理解教育で貢献したい。 
 

掛井遥奈：ネパールに着いた翌日。２つの寺院を訪れた時、私は物乞いをする子どもたちに出会

った。この子たちにはどんな背景があるのか、この子たちはどうやって大人になるのか、この子

たちの笑顔はどうしたら見られるのか、そもそも自分にできることは何もないのか…心が大きく

揺さぶられた。本当に苦しい気持ちになった。しかし、このような子どもたちが厳しい状況下に置かれているという

のは日本も同じである。ヤングケアラーや東横キッズ、児童虐待など、子どもたちを取り巻く環境には様々な課題が

あると感じた。他にも、農業や土木などの仕事をする人の減少、教育の格差、貧困などがネパールと日本の共通の課

題として挙げられると考える。他国を理解することとともに自国のことにも目を向けて考え、お互いに力を合わせて

課題に向き合っていくことが必要なのだと学んだ。次世代を担う子どもたちを育てる教員として、日本と他国のつな

がり、共に課題を解決することの大切さを伝え、自分で気づいて行動できるような実践を行っていきたい。 
 

坂田英香：共通の課題の一つに「自分らしく生きる」を挙げる。私が一番初めに「日本に来た理

由」を尋ねた学生は「安全」だと回答した。「安全な場所で暮らすことが、家族にとっても安心」

だと語る話に衝撃を受け、ネパールの治安は悪いというイメージをもって渡航した。しかし、実

際に12 日間過ごした場所では、治安の悪さを感じることはなかった。ネパールで出会った様々な人と話す中で、彼

女達の語る「安心・安全」には、仕事が自由に選べるなど精神面に対する意味が含まれることを感じるようになった。

ネパールでは、男女間の就学の差や、学校間の教育格差等、様々な場に格差が見られ、海外流出、女性の労働環境な

どの問題へと繋がっていた。「自分らしい生き方」を選択できるよう、支援が必要な部分である。 
一方、どこの国とも接していない日本は「多様性を受け入れる力が弱い」と感じている。小学校教諭として、大き

な課題意識をもつ。しかし、ネパールでは、それが日常にある。多文化共生社会の中で「自分らしく生きる」ために

は、相手を受け入れること、自分が何者かを考えることだと話すラクスマンさん（通訳）の話に、感銘を受けた。 
「共に考え、超える」とは、支援をするかしないかだけではなく、共に語り、自分にない視点や知見を得て、新た
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Ⅳ．帰国後の報告［現地研修報告書］ 

に創造していくことでもあるとも思え、現地で活動していた方々の姿や話と結び付いた。 
 

長澤佑亮：特に強く感じた「共通の課題」について３つ挙げる。第一に、教員の成り手不足であ

る。学校を訪問した際に、教員の方と議論をした中で「教員を目指す学生が減っている」と話題

に上がった。この課題は日本でも同様に存在するため、「どのように教員の魅力を伝えていくの

か」が共通して大事になると考える。第二に、SNS の普及による子どもの実態である。街の子どもたちが、日本と

同じようにスマートフォンを触っている光景を何度か目にした。そのような中、現地の教員との意見交換にて、SNS
に関わるトラブルが増えているとのことであった。観光名所にもSNS を禁止する看板があるなど、情報モラルに関

する教育は、共通した喫緊の課題であると感じた。第三に、脆弱者への支援である。ネパールでは児童労働やカース

ト制度など、日本にあまり馴染みのない課題が多いが、しかし改めて日本にもこうした脆弱者は存在するのだと現地

で感じたと同時に、脆弱者に対してどのような支援が必要なのかという視点は、共通して重要であると考えた。 
 

中島浩平：学校教育に焦点を当てると、日本とネパールに共通の課題がいくつか見えてきた。１

つ目は、経済格差が引き起こす教育格差である。ネパールでは10 学年生修了時に中等教育終了

資格試験（School Leaving Certificate 通称「鉄の門」）と呼ばれるものがある。合格すれば高

校卒業認定が与えられるが、施設や教員等の教育諸条件が不十分な公立学校や地方の生徒にとってはハードルが高い。

そのため、公立学校と私立学校出身の生徒では合格率が大きく異なる現状がある。同じようなことが、日本で起こっ

ているのは間違いない。 
２つ目には、学校同士での生徒の取り合いが起こっていることだ。町の至る所に学校の宣伝広告が貼られてあり、

ホームステイ先に向かう田舎道の木々にさえ、広告が貼られていたことに驚いた。ネパールでは居住地に関係なく学

校が選択できるため、教師が集まらない学校の生徒たちはより学習環境が不十分になりがちだ。これについても日本

で類似しているケースが存在しているのは事実だ。学校教育１つとっても共通の課題があることがわかり、共に考え、

共に越える意味が理解できた。 
 

 
道野大和：ネパールの子どもの権利擁護団体の CWIN（シーウィン）へ訪問する機会があった。

施設職員が発した言葉で強く印象に残った言葉で「人類共通の課題」というものがあった。その

団体からは、「児童労働」の実態について説明があった。日本では児童労働の問題はあまり話題

になることはない。子どもたちは、児童労働という言葉すら知らないことだろう。その子どもたちに、どのように児

童労働という問題を考えてもらおうとかと施設職員の話を聞きながら思った。日本は物質的には世界で一番といって

いいほど豊かである。しかし、そのまま世界の問題を知らなくてよいのかと問われるとそうではない。無関係のよう

で無関係ではない、共通の課題である。そのためには、開発教育指導者研修（実践編）で学んだ「肯定的に出会う」

「つながりを見つける」「共通の課題に気づく」「解決に向けて話し合う」というステップを丁寧に踏むことが大切だ

と感じた。日本での実践を頑張りたい。 
 

山田拓弥：研修を通じて、日本とネパールが抱える課題に共通点が多くあることを知った。まず、

「働き手不足・後継者不足」の課題がある。人口減少に伴い、日本において働き手不足・後継者不

足が深刻な課題となっているように、ネパールにおいては出稼ぎによって働き手が国外に行ってし

まうという課題が挙げられる。また、日本もネパールも自然災害の多い国として知られている。今回の研修においても、

日本の震災の経験をネパールに伝え、防災教育に生かしているということを学んだ。 
子どもの権利擁護のために活動するCWINの職員の方に日本の生徒たちへのメッセージをお願いした際、「ネパール

における児童労働の問題を世界の問題として一緒に考え、一緒に行動してほしいと願っている」と言ったことが非常に

印象に残っている。世界の中の日本という国に暮らす私たちが、世界共通の課題を世界の人々と共に考えるということ

が非常に大切であることを日々の学校教育の中で生徒たちに伝えていきたい。 
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Ⅳ．帰国後の報告 

開発教育指導者研修（実践編）第３回における報告  

 

◇ 海外研修受講者1 人につき、開発教育指導者研修（実践編）

のみに参加している受講者2～3 人ずつ向かい合って座り、

5 分間×3 回（席を替わって）、現地研修についての報告を

行った。 

 

 

 
 

開発教育・国際理解教育実践報告フォーラム 2025に向けた準備 

◇ 「開発教育･国際理解教育実践報告フォーラム 2025」で行う「教師海外研修報告」及び「実践体

験ワークショップ」の検討を、次の日程で行った。 

第1 回：2024 年11 月16（土）10：00～12：00、13:00～17:00 

第2 回：2025 年  1 月18（土）10：00～12：00、13:00～17:00 
 

開発教育・国際理解教育実践報告フォーラム 2025での報告 

 

◇ 実践報告フォーラムでは、「教師海外研修報告」「実践報告（ポスターセッション）」「実践体験ワー

クショップ」で、海外現地研修や学校での授業実践について参加型で報告を行った。 

◇「教師海外研修報告」では、同行ファシリテーター挨拶の後、現地の写真や動画などを投影（P.35

に抜粋掲載）しながら、「ネパールでの驚き＆気付き＆学びBEST3」、「帰国後の気付き＆学び＆決

意BEST3」という視点で報告を行った。 

◇「実践報告（ポスターセッション）」では、実践のねらいとプログラムをまとめた「実践報告ポスター」

と実践の教材、成果、写真などをもとに、フォーラム参加者へ 42 分間（14 分×3 セッション）の

各自報告を行った。 

◇「実践体験ワークショップ」では、受講者が実践したプログラムのうちの 1 つを 2 時間の一般向け

に修正して、受講者がファシリテーターになって提供した。 
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Ⅳ．帰国後の報告 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海外研修報告の様子と投影資料（抜粋） 
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Ⅴ．実践報告書 

 

 

 

実践報告書の内容一覧 

No. 名前 対　象 時間数 テーマ タイトル

1 市原 健
小学校1年生

（30名）
11 国際理解 せかいの子どもたちとなかよくなろう！

2 掛井 遥奈
小学校3年生

（31名）
8 多文化共生・

人権・平和

みんなの地球、みんなの東部小、
みんなの３の２♡

3 坂田 英香
小学校6年生

（30名）
8

キャリア
（自己理解

・他者理解）
世界のWellーbeing　自分のWellーbeing

4 長澤 佑亮
中学校2年生
（126名）

9
多文化共生
・国際理解

・地域の在り方

世界の架け橋プロジェクト 
～共に生き、共に乗り越える～

5 中島 浩平
高校2年生
（39名）

6 人権・共生・
コミュニケーション

New Encounter : 
Promoting Acceptance & Learning

6 道野 大和
小学校5年生

（71名）
12 国際理解・人権

・貧困・豊かさ ネパールから世界を知る

7 山田 拓弥
中学校1年生
（149名）

10 国際理解・SDGs
・キャリア

SDGs×キャリア教育　
～「より良い未来」をみんなで作ろう～

注：池田美輝さんは、事情により事後研修①の後に、その後の研修を辞退することとなったため、実践報告は未掲載。

 

 
※ 次ページ以降の実践報告書には、授業実践を６時限以上行った場合は、主要な時限について   

のみ掲載しています。 

Ⅴ．実践報告書 
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Ⅴ．実践報告書［市原健］ 

 

チューリップ 

 

 

 

所 属 愛知県長久手市立東小学校 実践者 市原 健  

対 象 小学校１年生（３０名） 実践日 2024年 10月～2025年 1月 

実践教科 学級活動・道徳 時間数 １１時間 

テーマ 国際理解 

ねらい ・ ネパールをはじめとした他国の人々に関心をもち、進んで関わりたいという思いをもつ。 

・ 他者と関わるうえで大切なことを考え、実際にネパールの子どもたちと関わりをもつ。 

実践内容 

回 プログラム 備 考 

 

１ 

 

 

 

２・３ 

 

 

４～７ 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

１０ 

 

 

１１ 

 

◆ 他国や、他国の人々に関心をもつきっかけづくり ◆ 

① 世界の国名アイウエオ                   【アイスブレーク】 

② 道徳教材「せかいのこどもたち」で、６枚の写真をもとに他国の子どもた

ちの生活に関心をもち、登場する子どもたちと一緒にしたいことを考え

る。                 【フォトランゲージ】【ブレーンストーミング】 

③ 実物・動画・写真・クイズでネパール紹介       【フォトランゲージ】 

 

◆ 疑似体験で、他国の人々を身近に感じ、関わりたいという思いをもつ ◆ 

① 世界各国に住む４人の子どもの写真資料の中で「いいね！」と思うこと

に♡を付けるとともに、その子に「言いたい」・「聞きたい」ことを書き込む。 

【フォトランゲージ】  

② 全体で共有し、共感できる書き込みに◎を付ける。 【ギャラリー方式】 

 

◆ 世界とつながる準備：「せかいの子どもたちとなかよくなろう！」 ◆ 

① 「もしも４人が東小に引っ越して来たら」自分がどんな気持ちになるか、

また、４人はどんな気持ちなのかを想像したうえで、「なかよくなるために

たいせつなこと」というテーマでアイデアを出し合う。 

【ブレーンストーミング】  

② ネパールの子どもたちとオンラインで交流することを知ったうえで、①で

出したアイデアの中から交流内容を決定する。 

③ オンライン交流の準備をする。 

 

◆ 世界とつながる：「ネパールのみんな、ナマステ！」 ◆ 

① ネパールの現地校の子どもたちとオンラインで交流する。 

 

◆ 振り返り ◆ 

① 活動を通して感じたことを共有する。 

② ネパールの子どもたちに向けてメッセージを書く。 

 

・ 光村図書「道徳１」 

 

 

・ 岩崎書店「世界の子

どもたち」2018 年 

・ 偕成社「世界のとも

だち 33 オランダ 

サシャの笑顔はチュ

ーリップ」2016 年 

 

 

 

 

 

・ 決定した交流内容 

成 果 

 開発教育で重視されている「行動につなげる」ことを目指した。実践を通して世界の子どもたちと「仲良くな

りたい！」「友達になりたい！」という意見が多く出て、その思いを後半の実践に生かすことができた。ネパ

ールの子どもたちとのオンライン交流では、児童が考えた「なかよくなるためにたいせつなこと」をもとに、

児童主体で交流内容を考えて準備を進め、当日も充実した時間を過ごすことができた。 

課 題 多くの小学１年生は、他国に対する偏見がない。こうした時期に世界の人々とつながるポジティブな体験

をすることは、児童の国際理解への向き合い方をより良くするきっかけになると思うので今後も続けたい。 

備 考  ネパール現地校とのオンライン交流は、現地で活躍する団体（e-Education）のシェルパ絢子さんのご協

力により実現した。 

 せかいの子どもたちとなかよくなろう！ 

①ネパール語で自己紹介 

【笑顔で挨拶・名前・好きなこと】 

 

②日本の遊び紹介 

【けん玉・コマ・じゃんけん】 

 

③じゃんけんで一緒に遊ぶ 

 

④質問・感想タイム 
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Ⅴ．実践報告書［市原健］ 

［授業実践の詳細］ 

  時限目 「他国や、他国の人々に関心をもつきっかけづくり」 

この時限のねらい 

・ ネパールをはじめとした他国や他国の人々に関心をもつ。 

・ 他国や他国の人々を「もっと知りたい」という思いをもつ。 

 

１ 子どもの活動の流れ 

  ① 世界の国名アイウエオ【アイスブレーク】 

   ・ 「世界の国名アイウエオ」というアクティビティで、指定された国（「アから始まる国」等）を世界地図の

中からできるだけたくさん探し、見つけた国に印を付けた。 

  ② 世界各国で暮らす子どもたちの写真（６枚）をもとに、他国の子どもたちの生活に関心をもつ 

【フォトランゲージ】【ブレーンストーミング】 

   ・ ６枚ある写真のうち各班で１枚担当し、どんな場面の写真なのか想像し、写真の説明を考えた。 

   ・ 自分たちで考えた写真の説明を他班に向けて行った。 

   ・ 「写真の中の子どもたちと一緒にしたいこと」を考えて付箋にたくさん書き、その写真に貼った。 

  ③ 実物・動画・写真・クイズでネパール紹介【フォトランゲージ】 

   ・ ネパールの実物教材に触れたり服や装飾品を身に付けたりして、他国の文化を体験的に学んだ。 

   ・ ネパールに関わる動画・写真を使ったクイズを通して、他国について楽しみながら学んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 子どもの活動の成果・反応 

◇ ①や②の活動を通して、色々な国に興味をもったり他国の人と友達になってみたいと考えたりす

る児童の様子が見られた。 

◇ ③では、実物教材を見て触るだけでなく、「ネパールの匂いがする！」など、まさに五感で体験

する様子が見られた。実物に触れたからこそ、その後に行ったネパール紹介の授業では、児童の

目が一層キラキラ輝いていて、心から楽しんでいることが伝わってきた。 

 

３ 使用した教材 

＜教材１＞ 『道徳１』2024 年、光村図書 

1-3 
 

【①で地図の中から指定された国名を探す様子】   【②で写真資料に貼られた付箋】  【③でネパールの実物教材を楽しむ様子】 
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Ⅴ．実践報告書［市原健］ 

時限目 「疑似体験で、他国の人々を身近に感じ、関わりたいという思いをもつ」 

この時限のねらい 

・ 他国の人々を身近に感じ、進んで関わりたいという思いをもつ。 

 
 

１ 子どもの活動の流れ 

  ① ベトナムに住むタイさんの暮らしの様子を体験的に学び、進んで関わりたいという思いをもつ 

【フォトランゲージ】【ギャラリー方式】 

   ・ 各班で、タイさんに関する５枚の写真資料を見たり読んだりして、タイさんの人柄や好きなこと等を 

知った。 

   ・ 各班で、写真資料の中で「いいね！」と思うことに♡を付けるとともに、タイさんに「言いたい」・「聞きた

い」ことを書き込んだ。 

   ・ ♡や書き込みを学級全体で共有し、共感できる書き込みに◎を付けた。 

  ※ ②・③・④は、①と同様のやり方で、別の子ども（②はオランダのサシャ、③はパキスタンのマーク、 

④はブラジルのラファエルについて取り上げて授業実践をした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 子どもの活動の成果・反応 

◇ 世界各国で暮らす４人の子どもについて、その子の好きなことや食べ物、習い事、ペットなどを

詳しく知るうちに、自然と「ラファエルたちと仲良くなりたい」などの発言がよく聞こえてきた。

「言いたいこと」や「聞きたいこと」を書き込む活動でも、「シンチャオ！ぼくのなまえは○○で

す。ともだちになろう！」や「こんどいっしょに水でっぽうであそぼう！」など、４人の子ども

たちを身近に感じ、実際に仲良くなりたいという思いが伝わる記述で溢れていた。 

 

３ 使用した教材 

＜教材２＞ キャサリン・サンダース『世界の子どもたち』 2018 年、岩崎書店 

＜教材３＞ 浅田政志『世界のともだち 33 オランダ サシャの笑顔はチューリップ』 2016 年、偕成社 

 

4-7 
 

【④で写真資料の説明を班の子にしている様子】       【③で写真資料に♡を付けたりコメントを書いたりする様子】 
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Ⅴ．実践報告書［市原健］ 

時限目 「世界とつながる準備：『せかいの子どもたちとなかよくなろう！』」 

この時限のねらい 

・ 他者と関わるうえで大切なことを考える。 

・ 大切だと考えたことを、オンライン交流の準備に生かす。 

 

１ 子どもの活動の流れ 

  ① ４－７時限目で登場した４人の子どもたちと仲良くなりたいという児童の思いを生かし、他者と関わる

うえで大切なことを考える【ブレーンストーミング】 

・ 「もしも４人が東小に引っ越して来たら」自分がどんな気持ちになるか、また、４人はどんな気持ちな

のかを想像した。 

・ 「なかよくなるためにたいせつなこと」というテーマでアイデアを出し合った。 

  ② 他者と関わるうえで大切だと考えたことを、オンライン交流の準備に生かす 

   ・ ネパールの子どもたちとオンラインで交流することを知ったうえで、①で出したアイデアの中から取捨

選択し、交流する内容を決定した。（右下の図にある①から⑥までを実施） 

   ・ オンライン交流の準備をした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 子どもの活動の成果・反応 

◇ ①では、自分たちの視点だけでなく、相手の視点も大切にして話し合う姿が見られた。児童たち

は「自分が違う国に引っ越したとしたら…」といった想像をし、４人が抱くであろう不安な気持

ちにも気付くことができた。そのうえで、「えがおがだいじじゃないかな？」「その子のくにのあ

いさつをするとよろこんでくれるかも！」など、相手を念頭に置きながら、他者と関わるうえで

大切なことを具体的に考えることができていた。 

◇ ネパールの子どもたちと交流することを伝えると、児童たちはとても喜んだ。どの児童も意欲的

に準備し、ネパール語での自己紹介などを何度も繰り返し練習する姿が見られた。「ネパールの子

がどうしたら喜んでくれるのか」ということを意識する児童がとても多く、頼もしく感じた。 

 

 

8-9 

【①で考えた「なかよくなるためにたいせつなこと」を共有する様子】  【①で班ごとに考えたアイデアを集約して上位から並べた資料】 
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Ⅴ．実践報告書［市原健］ 

時限目 「世界とつながる：『ネパールのみんな、ナマステ！』」 

この時限のねらい 

・ 学びを生かし、実際にネパールの子どもたちと関わりをもつ。 

 
 

１ 子どもの活動の流れ 

  ① ネパールの現地校の子どもたちとオンラインで交流する 

   ・ ネパール語で自己紹介（笑顔で挨拶・名前・好きなこと）をした。 

   ・ 日本の遊び（けん玉・コマ・じゃんけん）を紹介した。 

   ・ じゃんけん大会をして、一緒に遊んだ。 

   ・ 質問したいことや今日の感想をお互いに発表し合った。 

  ② 振り返り（オンライン交流の翌日） 

   ・ 活動を通して感じたことを共有した。 

   ・ ネパールの子どもたちに向けてメッセージを書いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 子どもの活動の成果・反応 

◇ オンライン交流は、児童たち主体で考えた「なかよくなるためにたいせつなこと」を十分に実現

する内容となった。ネパール語で行った自己紹介を受けて、ネパールの子たちが日本語で自己紹

介をしてくれたり、一緒にじゃんけんをして遊んだりする中で、どんどん打ち解けていき、終始

笑顔が溢れる時間となった。 

◇ 振り返りの中では、「ネパールのみんなとともだちになれてよかった。」など、児童たちの満足し

た様子が窺える記述が多くあり、児童たちにとって大切な時間となったことが見て取れた。全て

の活動を終えた後も、「ナマステ！」や「シンチャオ！」、「ホイ！」、「オラ！」、「サラーム！」と

いった、これまでの授業で扱った挨拶が飛び交うようになるなど、児童たちが明るく前向きに国

際理解を進めていることが感じ取れる。 

 

 

 

10-11 

   【けん玉を紹介する様子】                【じゃんけんをして一緒に遊ぶ様子】 

【ネパール語で自己紹介をする様子】  
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Ⅴ．実践報告書［市原健］ 

［全体を通して］ 

１ その他の実践・周りへの波及活動 

＜その他の実践その①＞ 

対 象 小学校６年生（93 名） 実践日 2024 年 11月 

実践教科 総合的な学習の時間 時間数 １時間 

実践内容 
◇ ネパールへの現地研修で得た知見を生かし、写真や動画資料を提示しながらネパー

ルについて紹介した。 

 

＜周りへの波及活動＞ 

◇ 職員に向けての研修報告を紙面にて実

施した。（右図） 

◇ ネパールとのオンライン交流授業を実

施することを職員に向けて予告し、当日

も数名の職員に参観していただいた。ま

た、実践の様子を本校ホームページで公

開し、保護者の方にも紹介した。 

 

 

 

 

 

２ 実践の総括 

◇ 開発教育で重視されている「行動につなげる」ことを目指した。実践を通して世界の子どもたちと「仲良く

なりたい！」「友達になりたい！」という意見が多く出て、その思いを後半の実践に生かすことができた。

ネパールの子どもたちとのオンライン交流では、児童が考えた「なかよくなるためにたいせつなこと」をも

とに、児童主体で交流内容を考えて準備を進め、当日も充実した時間を過ごすことができた。 

◇ 今回実践した小学１年生と小学６年生の多くは、他国に対する偏見がほとんどないようだった。こうした

時期に世界の人々とつながる体験をしたり「世界って面白い！」と実感したりすることは、児童の国際理

解への向き合い方をより良くするきっかけになると思う。今後も継続して実践していきたい。 

 

３ 次の実践者へのエール 

◇ 開発教育の大きな魅力の一つが、子どもたちに当事者意識をもたせられることです。子どもたち

自身がより良い未来を目指し、課題を解決しようとする姿がとても眩しく、自分自身にとっても

良い刺激となりました。  

以上 
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Ⅴ．実践報告書［掛井遥奈］ 

 

 

 

 

所 属 静岡県磐田立東部小学校 実践者 掛井 遥奈  

対 象 小学校３年生（３１名） 実践日 2024年 １１月～１２月 

実践教科 学級活動 時間数 ８時間 

テーマ 多文化共生、人権、平和 

ねらい 
・ネパールやブラジルのよさ（日本と同じ or 違い）を知り、世界の面白さに気付く。 

・自分と他者の違いについて考え、それぞれのよさを力にするために大切なことを確認する。 

・多様な生き方があることを知り、だれもが過ごしやすい学級にするためにできることを考える。 

実践内容 

回 プログラム 備 考 

１ 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

３ 

 

 

 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

 

６ 

 

 

 

８ 

 

「ナマステ！ネパール！」 

・ネパールで撮ってきた写真や動画を見て、ネパールはどんな国かをグル

ープで考える。【ブレーンストーミング】 

・写真や動画を見て、ネパールの暮らしや文化について知る。【クイズ】 

 

「もっと知りたい、いろいろな国（ブラジル、日本）」 

・ブラジルの写真を見て、暮らしや文化について知る。【クイズ】 

・「日本といえば…」思いつくことは何かグループで意見を出し合う。 

 

「みんなちがって、みんないい」 

・3 つの国のそれぞれのよさについてグループで話し合う。【対比表】 

・もしみんなが同じだったらどうなるか、グループで話し合う。【派生図】 

 

「いろいろな生き方」 

・ベジタリアンマークについて知る。【クイズ】 

・いろいろな生き方があることを知り、身の回りで困ることがないか考える。 

 

「はるな先生のネパール日記 ～みんなはどう感じる？～」 

・ネパールでの出来事を共有し、その出来事の前と後で自分の気持ちがど

う変化するか考える。【ブレーンストーミング】 

 

「みんなで生きよう！同じ場所で」 

・今までの学習を振り返り、みんなが過ごしやすい学校や学級にするため

に今の課題とどうなったらいいかをグループで考える。【派生図】 

 

「みんなの３の２に！」 

・みんなが過ごしやすい 3 の 2 にするために自分にできることを考える。 

・その中から自分が今日から実践することを決める。【行動宣言】 

・ネパールの写真や

動画（パワポ） 

・ネパール BOX

（JICA） 

 

・ブラジルの写真 

（ブラジル国籍の児

童と保護者に依頼） 

 

 

 

 

 

・ベジタリアンマーク

のついた食品 

・日本の食品やメニ

ューの写真 

 

・ネパール日記 

（オリジナル） 

成 果 
外国籍児童が多い学校のため、児童の中で見えない壁があるように感じていた。しかし、この実践を行っ

ていく中で、同じ日本、同じ学級にいる友達として関わり合おうとする姿が見られ始めた。また、それ以外で

も相手を否定しないこと、相手の声を聞くことを意識し始めている様子もあり、とても嬉しく思っている。 

課 題 
実践を行う中で、多くの児童が「ネパールの子と友達になりたい！」「ネパールのことをもっと教えてほし

い！」という思いを口にしていた。実際にネパールの子どもたちとつながれる機会を設け、生きている国は

違っても同じ地球に生きる友達を見つけるきっかけづくりができるとよかったと思う。 

備 考 ブラジル国籍の児童や保護者の協力のおかげで、世界から見た日本の視点を得ることができた。 

みんなの地球、みんなの東部小、みんなの３の２♡ 
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Ⅴ．実践報告書［掛井遥奈］ 

 

［授業実践の詳細］ 

  時限目 「ナマステ！ネパール！」 

この時限のねらい 

・写真や動画を用いたクイズを通して、ネパールという国に肯定的に出会う。 

・世界には様々な文化があることを知り、その面白さに気付く。 

 
１ 子どもの活動の流れ 

① アイスブレーキング 

    ・「３つはホント、１つはウソ」 

 

② ネパールってどんな国？  

   ・ネパールで撮ってきた写真や動画を見て、ネパールは 

どんな国かをグループで考える。【ブレーンストーミング】 

 

③  ネパールクイズ 

 ・写真や動画を見て、ネパールの暮らしや文化について

知る。【クイズ】 

 

④  振り返り 

 

 

 

 

２ 子どもの活動の成果・反応 

◇ ネパールという国についての知識はないが、外国に対する興味関心は高く、クイズを通してネパ

ールに肯定的に出会えた。「ネパールをもっと知りたい！」という発言が多く聞かれた。 

◇ 写真や動画を用いたことで、日本と違うところや同じところを進んで見つけている子が多かった。 

◇ 参加型の手法を使ったことで、ほとんどの子がペンをもち、発言し、活動に参加することができ

た。 

 

３ 使用した教材 

＜教材１＞ネパールで撮影した写真や動画 

＜教材２＞ネパールボックス（JICA より） 

＜教材３＞ネパールで購入したクルタやヘナタトゥーなど 

1 
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Ⅴ．実践報告書［掛井遥奈］ 

 

時限目 「もっと知りたい、いろいろな国（ブラジル、日本）」 

この時限のねらい 

・写真や動画を用いたクイズを通して、ブラジルという国に肯定的に出会う。 

・世界には様々な文化があることを知り、その面白さに気付く。 

・他国と日本の同じところやちがうところを考えることを通して、日本の文化にも気づく。 

  

１ 子どもの活動の流れ 

① ブラジルクイズ 

・ブラジルの食べ物や風景の写真を見て、暮らしや文化について知る。【クイズ】 

・ブラジル国籍の児童や保護者の話を聞く。 

② 日本といえば？ 

 ・「日本」といえば、どんなことが思いつくかグループで話し合う。【ブレーンストーミング】 

   ・模造紙を回し、他のグループはどんな考えが出たか知る。【ギャラリー法】 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 振り返り 

 

２ 子どもの活動の成果・反応 

◇ クラスに在籍しているブラジル国籍の子供たちがとても生き生きとした表情で参加していた。 

◇ ブラジルの話に興味をもち、ブラジルのことをよく知る子に、自然と会話をしようと関わり始め

る子供たちの姿が見られた。 

◇ 普段何気なく生活している中であまり気付かった日本の文化にも興味をもっていた。 

 

 

３ 使用した教材 

＜教材４＞ブラジルの写真（ブラジル国籍の児童や保護者から提供していただいたもの） 

＜教材５＞折り紙やゆかたなど、日本の文化がわかるもの（実物） 

2 
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Ⅴ．実践報告書［掛井遥奈］ 

 

時限目 「みんなちがって みんないい」 

この時限のねらい 

・ネパールやブラジルのよさ（日本と同じ or 違い）を知り、世界の面白さに気付く。 

・「ちがう」ことは「悪い」ことではないということに気付き、多様な生き方があることを理解する。  

 

１ 子どもの活動の流れ 

① ３つの国のいいところ見つけ 

 ・３つの国（ネパール・ブラジル・日本）のそれぞれのよさについてグループで話し合って表にまとめる。 

   ・模造紙を回し、他のグループはどんな考えが出たか知る。【ギャラリー法】          【対比表】 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 「もしもみんなが同じだったら…」 

   ・①で出たようなちがいが全くなく、みんなが同じだったら  

どうなるかをグループで話し合う。【派生図】 

・模造紙を回し、他のグループはどんな考えが出たか知 

る。【ギャラリー法】 

 

③ ふり返り 

 

２ 子どもの活動の成果・反応 

◇ 第１時と第２時でクイズを行い、ネパールやブラジルに肯定的に出会っていたため、その２つの

国のよさは多く出されていた。日本と違うところに関心をもって、その部分を「よさ」として捉

えている子が多かった。 

◇ 日本についてあまり「よさ」が出てこなかった。 

◇ 「みんな同じ考えだったら戦争が起きず、仲良くできる」という意見が出ているグループが多か

った中で、「みんなが同じ考えだったら成長・進化していかない」という考えも出てきた。振り返

りでは、「同じだからいいこともあるけれど、ちがったほうがおもしろいこともある」と感想をも

つ子もいた。 

 

３ 使用した教材 

＜教材６＞第１時～３時で作成した模造紙 

3 
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Ⅴ．実践報告書［掛井遥奈］ 

 

時限目 「はるな先生のネパール日記 ～みんなはどう感じる？～」 

この時限のねらい 

・自分が外国に行ったとき、どんな気持ちになるのか、どんなことを思うのかを理解する。 

・ネパールの人たち（受け入れてくれる側の人たち）の行動によって、気持ちが変化することを経験し、 

お互いを認め合い、共に生きていくことの大切さに気付く。 

 

１ 子どもの活動の流れ 

① はるな先生のネパール日記〈前半〉 

   ・グループごとに分けられた写真と文を読み、自分が 

その立場になったときどんな気持ちになるのか、どん 

なことを考えるのか、グループで意見を出し合う。 

【ブレーンストーミング】 

 

② はるな先生のネパール日記〈後半〉 

   ・ネパールの人たちの行動や様子がわかる写真と文を 

読み、その行動によってどんな気持ちや考えになったか 

グループで話し合う。【ブレーンストーミング】 

 

③  ふり返り 

 

 

 

 

 

２ 子どもの活動の成果・反応 

◇ 課題がやや難しかったようで、あまり場面や気持ちを想像で

きていない子がいた。 

◇ ネパールについて肯定的に捉えていることはよかったが、少

数派になったときのことを具体的にイメージできていなか

った様子だった。 

◇ ネパールの人たちの行動によって、「はるな先生」の心配な

気持ちは解決されたことは理解できており、出来事の前後で

不安な気持ちが安心に変わったことに気付いている子もい

た。 

 

３ 使用した教材 

＜教材７＞ネパールで撮影した写真を用いたオリジナルの日記 

5 
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Ⅴ．実践報告書［掛井遥奈］ 

 

時限目 「みんなの３の２に！」 

この時限のねらい 

・自分と他者の違いについて考え、それぞれのよさを力にするために大切なことを確認する。 

・多様な生き方があることを知り、だれもが過ごしやすい学級にするためにできることを考える。 

 

 

１ 子どもの活動の流れ 

① みんなのよさを力にするには？ 

・自分のよさ、友達のよさそれぞれを大切にし、それを

自分たちの自慢、力にするにはどうした 

らよいか意見を出し合う。【ポップコーン式】 
 

② 自分には何ができるかな？ 

・みんなが過ごしやすい３の２にするために、自分たち

にできることをグループで話し合う。 

【ブレーンストーミング】 

・模造紙を回し、他のグループはどんな考えが出たか知る。 

【ギャラリー法】 
 

③ みんなの３の２に！行動せんげん！ 

・みんなが過ごしやすい３の２にするために、自分がや

ろうと思うことを１つ決めてロイロノートに書き、行

動宣言をする。」【行動宣言】 
 

④ 振り返り 

 

２ 子どもの活動の成果・反応 

◇ 自分にも友達にも、それぞれよさがあることに気付き、お互いを大事にしていきたいという意見

が多かった。 

◇ 学級内に、ブラジル国籍の子が数人在籍しており、その子たちともっと関われるようにしたいと

いう思いから、グループ活動やペア活動の時に、自然とできてしまっていた壁が少しずつなくな

ってきている様子が見られた。 

◇ 「どんなことができたらいいか」ではなく、「明日から（今日から）やろう」と決めたことで、実

際に行動に移している子が見られ、それを帰りの会の「いいこと見つけ」という時間に紹介する

という場面もあった。 

 

３ 使用した教材 

＜教材８＞「ともだち」谷川俊太郎 

7 
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Ⅴ．実践報告書［掛井遥奈］ 

 

［全体を通して］ 

１ その他の実践・周りへの波及活動 

＜周りへの波及活動＞ 

◇ 参観会の授業で実践を行い、保護者にもアクティビティに参加してもらう。 

◇ PTA バザーの日にネパールコーナーを設置 

◇ 教師海外研修の報告会（勤務校の教員に向けて） 

◇ 校外の研修にて、教師海外研修の報告、参加型の手法の紹介や体験 

 

２ 実践の総括 

◇ 自校の特徴として、児童数の多いことや外国籍児童も多いことが挙げられる。ポルトガル語の通訳の方

が配置されていたり、国際理解委員会という様々な国への理解を深めるために活動する委員会があった

り、雰囲気としては国際理解に対して前向きな様子が見られている。しかし、どうしても見えない壁があっ

て、同じコミュニティの中だけで関係性が成り立ってしまっていることが課題であると感じていた。 

◇ 今回の研修や実践を通して、自分の学級では少しずつそのコミュニティの広がりが見られ、国籍に関係

なく子供たち同士のつながりができてきたように感じている。実践の中で、多くの児童が「ネパールの子と

友達になりたい！」「ネパールのことをもっと教えて！」という思いを口にしていた。実際にネパールの子

どもたちとつながれる機会を設け、生きている国は違っても同じ地球に生きる友達を見つけるきっかけづ

くりができるとよかった。 

◇ 同僚に向けた研修報告や PTA のバザーの場を借りた「ネパールコーナー」など、教員、保護者、地域に

も発信しようとしたが、伝えるだけになってしまった。もっと一緒に考えられるような機会を作りたい。また、

対象によってできることと難しいことがあり、なかなか自分の考えるねらいを達成できる実践が思いつか

なかった。いろいろな人に国際理解について考えるきっかけ作りができるように、今後も実践を行ってい

こうと思う。 

 

３ 次の実践者へのエール 

◇ 実践を行う中で、実物、写真、動画がとても有効であることを改めて感じた。自分が伝えたかったことが

言葉なくとも伝わることもあった。百聞は一見に如かず。もちろん、計画する中で様々な仕掛けや工夫を

することも大切だけれど、いかに現地で得た教材を生かせるか…が重要になってくると思う。 

◇ 実践を通して、自分自身の知識も広がり、実践の場が子供たちと本気で考えるきっかけになった。「どう

にかしたいな、でもどうしたらいいのだろう。」と悩んでいた部分に踏み込めたのもこの実践だった。自分

が行動すれば周りも少しずつ変わるのだと気付けたことも大きかったと思う。 

 

４ 参考文献・資料 

１） 谷川俊太郎 『ともだち』 2002 年 玉川大学出版部 

２）  『よりよい未来をともに学び・ともに創るファシリテーターのための参加型アクティビティ集 コミュニケー

ション編』 2018 年、ＮＩＥＤ・国際理解教育センター                            以上 
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Ⅴ．実践報告書［坂田英香］ 
 

 

 

 

 

所 属 静岡県浜松市立泉小学校 実践者 坂田 英香  

対 象 小学校６年生（30名） 実践日 2024年 10月～12月 

実践教科 （総合的な学習の時間） 時間数 45分×8時間（４・５回を除く） 

テーマ キャリア（自己理解・他者理解） 

ねらい 
・世界にはどのような課題があるのかを知り、自分の生きる未来を想像する。 

・自己を見つめ、自分が「意義を感じること」「したいこと」「大切にしたいこと」などを感じる。 

・よりよい未来のために、自分ができることを宣言する。 

実践内容 

回 プログラム 備 考 

１ 

（45分） 

 

 

 

 

２ 

(90 分) 

 

 

３ 

（90分） 

 

 

 

 

（ ４ ） 

 

 

（ ５ ） 

 

 

  ６ 

（45分） 

（45分） 

 

７ 

（45分） 

どんな大人になりたい？ 

○ 魅力的な大人とは？ 

○ 働くとは？    

（○ネ クイズ“自分の当たり前“それホント？  

→→ 次時からの目標：視点を変えて考えよう）   

 

どんな未来になるといい？ 

○ 世界が３０人の村だったら ・・・ 

○ 15 年後（自分が親になった頃）、どんな未来になっているといいかな？ 

 

何のために働くの ？ 

①課題解決のため 

○ 貧困の輪 → 課題解決のためにできること 

○ネE Aネパールで活躍する人々の写真と貧困の輪のマッチング 

A○ネE A働く人の思い（動画） 

 

②やりがい・好きなこと 

○ 好きの分解 → 調べ学習  （＊担任実施） 

 

③色々な人に話を聴こう  地域の人（大工・美容師など）・スポーツ選手 

など （＊担任が実施） 

 

自分を見つめよう 

○ 強みカード ＋ ジョハリの窓  

○ 仕事の分解 

 

振り返り  〜 自分の幸せ・みんなの幸せ 〜 

○ やりがいランキング 

○ 自分の「幸せ」をカードから選択 → ・みんなの「幸せ」を考える。 

○ 振り返り→ どのように生きたいか（大切なこと・幸せなこと）を振り返る。 

          よりよい未来のために自分ができることを考える。 

A○ネE A写真 

 

【対比表（円形）】 

【ランキング】 

 

 

 

 

【ロールプレイ】 

 

【 Y 軸 】 

 

 

 

 

【貧困の輪】 

【マッチング】 

 

 

 

【派生図（個人）】 

 

 

 

 

 

 

【強みカード】 

【派生図 

（グループ】】 

 

【ランキング】 

【幸せカード】 

 

成 果 
 多様な参加型の手法を用いることは、様々な視点から繰り返し児童の価値観形成に迫る上で有効であっ

た。また、本研修の成果としては、自らの体験をもとに教材を作成できたことを挙げる。今後、児童が自らの

変容を実感するためにどのような場面でどのような手法を用いると効果的なのか、研鑽を重ねたい。 

課 題 
第３回では、訪問先のネパールにて出会った方々を題材に教材化したものを活用した。児童にとって情

報量の多さが課題となった。内容の精選と情報の共有の仕方を再検討して、他の学級で実施した。絵と簡

単な情報付きのカードを用いること、児童が自分のカードを班の人に読み伝えるとよいと考える。 

備 考  

世界の Wellーbeing 自分の Wellーbeing 
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Ⅴ．実践報告書［坂田英香］ 

［授業実践の詳細］ 

  回目 「どんな未来になるといいかな？」 

この時限のねらい 

・世界共通の課題を知り、自分の生きる未来を考える。 

 
 

１ 子どもの活動の流れ                    【投影資料例】 

① 世界の人口と日本の高齢化を知る。 

・ クイズや資料の投影を通して世界の人口の変移を知る。 

・ 世界と日本の人口を比較して、日本の現状を掴む。 

   

② 世界には多様な言語が存在することを知る。 

・世界の国の言葉で挨拶をしたり、クイズをしたりして多

様な言語が存在することを実感する。 

・ネパール語で書かれた指示やコップの中身の表示から

文字が読めないことの不便さを体験する。 

 

  ③ 大陸ごとの課題を知ろう。 

・大陸ごとに分かれる。人口や栄養面からの気付きを促

す。 

・地球温暖化について考える。 

・使い捨てプラスチックについて考える。 

 

  ④ 世界共通の課題を知り、自分の生きる未来を考える 

・『世界が 100人の村だったら』を読み聞かせる。 

・感想を共有し、課題を出し合う。 

・自分の生きる未来を想像する。 

 

２ 子どもの活動の成果・反応 

◇ 「立つ」「座る」、輪の中に集まるなど、視覚的に児童に分かりやすい教材を活用することで、体感

的に気付きを生みながら、現在の状況や課題全員で共有できた。 

◇ スクリーンに指示を出すことは、児童が参加しやすい状況をつくことに有効であった。 

 

３ 使用した教材 

＜教材１＞ 『ワークショップ版 世界がもし 100 人の村だったら 第６版』 2020 年、開発教育協会（DEAR） 

 

2 
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Ⅴ．実践報告書［坂田英香］ 

 

回目 「何のために働くの ？」 ①課題解決 

 

この時限のねらい 

・世界で課題解決のために活躍する人たちがいることを知り、自分が何のために働くのか考える。 

 
 

１ 子どもの活動の流れ 

  ① 「貧困の輪」から、なぜ貧困が起こるのか考える。 

・SDGs１「貧困を無くそう」について、衣食住に関わるチラシをもとに 

1 日約 310 円の暮らしについて考える。 

・「貧困の輪」を行う。  

・各グループの輪の順序やその理由を共有する。【ジグソー】 

・なぜ貧困が起こるのか考え、自分にとって大切だと思う箇所とその

理由を共有する。 

 

  ② 課題解決のために活動する人たちを知る。  

・「貧困の輪」において、解決したいと思った部分について解決方法

を考える。【派生図】 

・配付された「ネパールで活躍する人を紹介するカード」につい

てグループの人に紹介する。 

・「ネパールで活躍する人達を紹介するカード」が、貧困の輪

のどこに関わるのか考え、マッチングさせたり、矢印で示し

たりする。 

 

  ③ 自己の働き方のイメージについて再構築する。 

・海外で活躍する日本人を知り、「今」時点の自分がどのよう

な生き方・働き方をしたいか考える。 

 

２ 子どもの活動の成果・反応 

◇ 「貧困の輪」の共有の際にジグソー型を実施した。各グループから２人ずつ移動した学級より、時

計回り・反時計回りそれぞれ１名ずつ移動し、残りは自分のグループで説明をする学級の方が相手

の意見に集中する様子が見られた。 

◇ マッチングを行うために各グループから「紹介カード」の内容に対する質問を積極的にする様子

がみられた。一方で「外国で働く」ことは、子ども達の中にあまり備わっていない知識である。「紹

介カード」の情報量は精選する必要があった。 

 

３ 使用した教材 

＜教材１＞ 『JICA 中部 教師海外研修ガイドブック』 2020 年、JICA 中部 

3 

【貧困の輪 ネパール】 

作成した「紹介カード」の例 
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Ⅴ．実践報告書［坂田英香］ 

回目 「自分を見つめよう」 

この時限のねらい 

・自分が「意義を感じること」「したいこと」「大切にしたいこと」などを考えるために、自分の強みを 

見つめる。 

 

 

１ 子どもの活動の流れ 

自分のつよみ 

  ① 自分の強みを自己評価する。 

・「強みリスト」を用いて、◎○△で自己評

価をする。 

・ベスト３を赤で囲む。 

  ② 友達と強みを伝え合い、 

・友達の強みを伝えあう。 

・友達から伝えられた自分の強みの項目を 

「カード」「正」の字で記入する。  

  ③ 自己評価・目標設定 

・「ジョハリの窓」を参考に作成したワークシートに記入

して、自分の強みの認識を高め大切にしたいことを考え

る。 
 

自分のつよみの活かし方 

 ① 仕事を分解する。 

 ② 次の項目で想像を広め追記する。【派生図】 

・その仕事があることで社会にどのように役に立つか。 

・人々はどんな気持ちになるのか。 

③ 委員会の仕事を具体化する。 

④ 自分の役割と自分の強みと結びつけて考える。 

自分の「強み」をキャリア・パスポートに追記する。 

【記述例】 

 

 

 

２ 子どもの活動の成果・反応 

◇「みんなに声を掛けるのが得意だから…」「整頓が好きだから…」など、自分の強みに言及する。 

 

３ 使用した教材 

＜教材１＞元吉佑樹（2024）「児童のポジティブな自己理解を促すキャリア教育 : 「強み」の活用と児童認知

の枠組みを広げる教師同士の対話を通して」、 授業実践開発研究、17 巻、pp.41-50 

6 

 「強みリスト」 元吉（2024） 
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Ⅴ．実践報告書［坂田英香］ 

 

［全体を通して］ 

１ その他の実践・周りへの波及活動 

＜その他の実践その①＞ 

対 象 小学校２年生（30 名） 実践日 2024 年 10月～11月 

実践教科 道徳・学級活動 時間数 ２時間 

実践内容 

ねらい 

・学級の友達と自分の考えの違いがあって良いことに気付き、自分らしさを表現する。 

・考え方や感じ方が違う友達と、どうすれば力を合わせて活動できるのかを考え、自分のでき

ることを決める。 

 

第１回 自分の形・みんなの形 （多様性） 

1．ネパールのお札やカレンダー、韓国のお箸のおき方、イギリスの伝統衣装の写真などから

日本との違いを見つけ、あっていい違いとその理由を考える。【フォトランゲージ】 

２．自分の好きなことを５点評価する。 

３．自分の形と友達の形を比べる。 

４．友達との比較から感じたことや気付いたことを共有する。 

 

【資料】 

 

【参考・引用文献】 

荒木寿友（2021）『対話する道徳をデザインする いちばんわかりやすい道徳の授業づくり』、明治図書出版 

 

 

第２回 考え方や感じ方の違う友達と、力を合わせるためには・・・？（共生） 

１．「４つのコーナー」を行う。 

２．感想を共有する。→同じ場所でも違う理由、違う場所でも同じ理由がある。 

理由を聞くと「なるほど」と思う。 

３．伝え合う時に「嬉しい気持ちになる言葉」「嫌な気持ちになる言」を考える。【対比表（円形）】 

４．自分のめあてを決める。 

 

【成果物】 

 

 

 

 

 

【参考文献】 

・荒木寿友著『対話する道徳をデザインする いちばんわかりやすい道徳の授業づくり』2021 年、明治図書 

・重枝一郎 ・ 柴田悦子著『Teacher’s Teacher: 子どもが輝く風土づくりの実践と理論』 2011 年、櫂歌書房 

荒木（2021）を参考に筆者作成 

https://www.amazon.co.jp/s/ref=dp_byline_sr_book_2?ie=UTF8&field-author=%E6%9F%B4%E7%94%B0+%E6%82%A6%E5%AD%90&text=%E6%9F%B4%E7%94%B0+%E6%82%A6%E5%AD%90&sort=relevancerank&search-alias=books-jp
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Ⅴ．実践報告書［坂田英香］ 

 

＜その他の実践その②＞ 

対 象 小学校６年生（30 名） 実践日 2025 年 2月～ 実践中 

実践教科 社会科 時間数 ４時間 

実践内容 

【東京書籍 社会６ 政治・国際編】 

◇世界の中の日本 

（１／１） 

・地球上の人々の多様性や社会が抱える問題に気付き、どのようにして、世界の人々

とともに生き、平和な社会を築いていけばよいのか、考えようとする。【派生図】 
 

◇日本とつながりの深い国々 

(１／７） 

・これまでの社会科の学習や日頃の生活を振り返り、日本と外国の共通点や相違点に

ついて理解する。【ネパールＢＯＸ】 

（配当外） 

・資料から多文化共生社会の様子を理解したり、調べようとしたりする。【ネパール版】 
 

◇世界の未来と日本の役割 

（１／５） 

・SDGs の内容と世界の課題や解決に向けた取り組みを調べ、予想や学習計画を立てる。 

（４／５） 

・様々な分野で技術者を海外に派遣したり、海外から働く人々を受け入れたりしていることを

理解する。【現地で撮影した映像などの活用】 

（生かす） 

・SDGs の１７の目標を参考に、今後、我が国が国際社会において果たすべき役割などを考

え、「今、できること」「今後取り組めば解決につながること」を実現可能性の視点をもって、

選択・判断したりする。【ブレスト】 

 

＜周りへの波及活動＞ 

◇ 担任外という立場であるため、様々な学年における実践を考えることができた。実践クラスで    

事前に内容を検討したり、授業後に意見を交わしたりすることで、手法や教材についての関心

を高めることで、周囲への波及に貢献できたと考えられる。特に、平成 29 年告示の小学校学

習指導要領 特別の教科道徳において、低学年では「国際理解・国際親善」が加わり、中学年

では独立した項目として取り扱われるようになった。担任とともに教材について検討をするこ

とで学年に応じた「国際理解」について考えることができた。 
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Ⅴ．実践報告書［坂田英香］ 

 

 

２ 実践の総括 

◇ 参加型の手法を用いて実践を行なうことは、どの学年においても授業の後「楽しかった」と伝えに

来る子との出会いに繋がった。また、ネパールボックスなど、実物が手元にある事は、児童が「に

おい」や「手触り」など、五感で海外と繋がっていく様子を見とることができた。教師の学びは、

児童にとっての豊かな学びとなることを実感できた。 

◇ 一方で、流れがあるプログラムを作るには、小学校段階では、担任が総合的な学習の時間や各教科

と複合的に考えていくことがより効果的であると感じた実践であった。 

 

３ 次の実践者へのエール 

◇ これから海外で働きたい人、教材作成に興味がある人に、教師海外研修の参加を強く勧めたい。 

◇ これまで、JICA 中部の開発教育指導者研修（実践編）の受講を通して、国際理解教育への理解が

深め、参加型の手法などの授業への活かし方を考えることで、自分の授業と子どもの反応が変化す

ることを体感してきた。 

◇ 教師海外研修の参加は、それに加え、教材作成としての写真の撮り方や、現地の人からの話の聞き

方などを学ぶ機会となった。厳選された視察場所で心が揺さぶられる体験をし、現地の人と対話を

通して様々なことを考え続けた濃厚な日々について、同じ場所に行った仲間と共有したり、経験豊

かな同行ファシリテーターや JICAのスタッフからアドバイスを頂いたりする中で、新たな視点を

もったり、気付きが育まれたりした。そして、自分の現地の感動や思いが詰まった教材作成へと繋

がっていく。私たちが踏み出した一歩が、子供達の関心を高め、学びの実感に繋がる。 

◇ 皆さんの新たな一歩を応援しています。 

    

４ 参考文献・資料 

１）『ワークショップ版 世界がもし 100人の村だったら 第６版』2020年、開発教育協会（DEAR） 

２）『JICA中部 教師海外研修 ガイドブック』2020 年、JICA中部 

３）元吉佑樹（2024）「児童のポジティブな自己理解を促すキャリア教育 : 「強み」の活用と児童認

知の枠組みを広げる教師同士の対話を通して」、 授業実践開発研究、17巻、pp.41-50 

 

以上 
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所 属 静岡県沼津市立大岡中学校 実践者 長澤 佑亮 

対 象 中学校２年生（126名） 実践日 2025年 1月～2月 

実践教科 （言語読解・社会科地理的分野） 時間数 ９時間＋α 

テーマ 多文化共生 国際理解 地域の在り方 

ねらい 
・ネパール人をはじめ外国人移住者のバックグラウンド（Push 要因）と日本の現状（Pull 要因）を 

理解した上で、多文化共生の実現に向けたまちづくりについて考える。 

・国際理解の重要性に気づきながら、私たちの暮らす地域の未来を想像し、深めていく。 

実践内容 

回 プログラム 備 考 

１ 

「ネパールクイズ大会 〜ネパールってどんな国？〜 」 

・実際にネパールで感じた「！」と「？」をクイズ形式で学ぶ。 

・ネパールについての概要を理解し、興味・関心を抱く。 

【クイズ】 

・Kahoot! で実施 

教材：マニ車、紙幣、硬貨、サリーなど 

２ 
「貿易ゲーム① 〜世界のリアルを教室で体験しよう〜 」 

・貧富の差が生じる要因や国際協力の重要性について反省的に気付く。 

【貿易ゲーム】 

ミッション：①は「利

益を出すこと」②は

「平等な世界を築くこ

と」、どちらも同じグ

ループ・設定で実施 

３ 

「貿易ゲーム② 〜平等な世界は実現可能なのか？〜 」 

・平等な世界の実現可能性や実現に不可欠な要素、および実現を阻害する 

要因について理解する。 

・「平等」の価値観について考察する。（平等・公平・公正） 

４ 

「You は何しに日本へ？ 〜スニールさんはなぜ日本にやってきた？〜 」 

・ミステリーを解きながら、スニールさんが日本にやってきたストーリーを作成

する活動を通して、来日するネパール人のバックグラウンドに気付く。 

【ミステリー】 

教材：カード２５枚、

ヒントカード４枚 

ミッション：ネパール

から日本にやってき

たスニールさんのス

トーリーを作成しなさ

い。 

５ 

「You は日本をどう思う？ 〜ネパールでのインタビューを通して〜 」 

・前時で作成したストーリーを読み合いながら、来日するネパール人のバック

グラウンドを理解する。また、動画にて現地の声を視聴する。 

・現地でのインタビュー動画を視聴しながら、ネパール人が日本にどのような

印象を持っているかを知る。（対比表） 

６ 「多文化共生のまち 沼津へ」 

・増加する外国人移住者にとっても、私たちにとっても「暮らしやすい」まちを 

実現するための提案や主張の準備をする。 

・平等な世界の実現を視野に、移住者のバックグラウンドに配慮した多文化 

共生を実現できるような提案・主張づくりを意識する。 

【プレゼンテーション】 

ミッション：沼津を多

文化共生のまちに

するための取り組み

を提案もしくは主張

し、プレゼンしよう。 

７ 

８ 

９ 

「多文化共生のまち・NUMAZU 〜共に生き、共に乗り越える〜 」 

・各グループで作成した提案・主張を発表し、互いに評価・コメントする活動を

通して、よりよい社会の実現について考える。 

＋α 
「ネパール特別展示会」 

・ネパールに関する展示に触れ、体験することでネパールをもっと知ってもらう 

教材：ネパール BOX 

昼休みに2日間実施 

成 果 

「日本にきた外国人移住者」という認識の向こう側にある「移住の理由」と「社会システム」について理解し

た上で、自分たちの住む地域の課題を見直し、よりよい社会のために必要なことを提言することができた。

特に、ミステリーの活動は、ネパールの社会構造を俯瞰的に捉えることを促し、まちづくりの活動において

国際理解および他者理解の視点を助長したと感じる。 

課 題 
ミステリーを通して「仮想上での外国人移住者」との対話はできたものの、実際の外国人移住者やそれを

希望する人、すなわち「本物」との出会いや対話は実現できなかった。よりよい社会の形成のためにも、地

域の現状に対し切実性をもって考えることが重要である。これを課題とし今後も継続して実践に努めたい。 

備 考 当初、「貿易ゲーム」は構想になかったが、ネパールクイズを終えて「なぜ国が違うとこんなにも格差が

生じるのだろうか」という生徒たちの声を聞き、急遽であるが実施した。 

世界の架け橋プロジェクト 〜共に生き、共に乗り越える〜 
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［授業実践の詳細］ 

時限目 「貿易ゲーム 〜世界のリアル/平等な世界とは〜 」 

この時限のねらい 

・貿易ゲーム（１回目）を通して、貧富の差が生じる要因や国際協力の必要性について気付く。 

・貿易ゲーム（２回目）を通して、平等な世界の実現に不可欠な要素や、「平等」に対する多様な価値観 

について考えを深める。 

 

１ 子どもの活動の流れ 

① 前回の学習を振り返ろう！（２時間目） 

・隣同士でペアを組み、お互いに前回の授業で学んだことを振り返り、共有する。 

  ② 貿易ゲーム① 「世界のリアルを教室で体験しよう！」（２時間目） 

・４人〜５人のグループを６つ作成し、代表者は A〜F の封

筒（中にゲームで使用する道具が入っている）をひとつ選

び、班に持ち帰る。「お金を稼いでください」というミッシ

ョンが告げられ、ゲームを開始する。制限時間は 25 分。 

  ③ リフレクション①（２時間目） 

・稼いだ金額を全体で共有する。共有された結果が世界のリ

アルとして何を示しているのかについて意見共有を行う。                      

【ポップコーン方式】 

  ④ 貿易ゲーム②「平等な社会は実現可能なのか」（３時間目） 

・前時と同じグループを作成し、同じ封筒（道具）が配布される。「平等な世界を実現してくださ

い」というミッションが告げられ、ゲームを開始する。制限時間は 25 分。 

⑤ リフレクション②（３時間目） 

・稼いだ金額を全体で共有する。共有された結果が平等な世界を実現できているのかについて、

意見共有を行う。また、平等な世界の実現に必要な要素についても考える。 

２ 子どもの活動の成果・反応 

◇１回目の貿易ゲームでは、先進国役のグループと発展途上国役のグループとで、最終の金額に大き

な格差が生じる結果となった。「これが世界のリアルだよ」と教師が告げると、「途上国に支援をお

願いされたけど断ってしまった」と反省的に振り返る子どもや、「途上国になると何もしようがな

い。」と無力感に打ちひしがれる子どもが多数見受けられた。世界にはなぜ格差が生じるのか、な

ぜ国際協力が必要であるのかについて、体験的に学ぶことができたと感じる。 

◇２回目の貿易ゲームでは、前回の反省を踏まえながら、各グループ同士で協力する様子がみられた。

何をもって「平等」と判断するのかを考え、試行錯誤しながらゲームを進行していた。結果に対し

て、「温かい支援の手があれば、平等な世界を築くことができるのではないか」と、国際協力の根

底にある考えに気付く子どもがいたり、「先進国ばかりが負担をしているから不平等なのでは」と、

国際協力の難しさに直面する子どもがいたりするなど、国際協力の大切さと難しさの両面を体験

的に学ぶことができたと感じる。 

2-3 

貿易ゲームでの作業の様子 
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３ 使用した教材 

＜教材１＞貿易ゲームで使用する道具（鉛筆、はさみ、定規、コンパス、分度器、A4 用紙、クリップ大小） 

 

 時限目 「You は何しに日本へ？ 〜スニールさんはなぜ日本にやってきた？〜」 

この時限のねらい 

・ミステリーを解きながら、スニールさんが日本にやってきたストーリーを作成する活動を通して、 

来日するネパール人のバックグラウンド（背景）に気付く。 

 

１ 子どもの活動の流れ 

  ① 前回の学習を振り返ろう！ 

・隣同士でペアを組み、お互いに前回の授業で学んだことを振り返り、共有する。 

  ② ミステリー 「スニールさんはなぜ日本にやってきたのか？」 

・４人〜５人のグループを作成し、ミステリーカード 25枚と

ヒントカード 4 枚を受け取る。 

カードをグループ化したり、関連付けたりしながら、「ネパ

ールから日本にやってきたスニールさんのストーリー」を

作成する。この際、関係構造図の作成にオンラインホワイ

トボードを使用する。【ミステリー】 

・作成したストーリーは意見共有ツールにて他グループにも

共有する。 

  ③ リフレクション 

・自分たちのグループが作成したストーリーをもう一度見直し、今日の活動で感じたことや考え

たことをグループで共有する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 子どもの活動の成果・反応 

◇ 「近年、日本にくるネパール人が増えている」という事実を提示すると、「なぜ日本にやってくる

のか」という問いをもって活動に取り組んでいる姿が見られた。ミステリーに取り組む中で、「ネ

パールって〇〇があるんだね」というように、社会構造に気付く子どもや「日本には外国人などを

4 

ミステリーの様子 
 
 
 

ミステリーカードの例 
 
 
 関係構造図の作成（ホワイトボードツール） 
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受け入れる制度がある」といったような日本の現状、さらにはそれらを関連づけながらネパールと

日本のつながりについて考察する様子が見受けられた。 

◇ 生徒が作成したストーリーには、どれもバックグラウンド（Push 要因）と日本の現状（Pull要因）

が含まれており、ミステリーを通して現代社会を俯瞰することで、構造的に社会を捉えることがで

きたのではないかと評価できる。 

 

３ 使用した教材 

＜教材２＞ネパールのミステリー（カード 24 枚・ヒントカード 4 枚） 

＜教材３＞オンラインホワイトボード（「Figjam」を利用 ） 

＜教材４＞在留ネパール人の推移 

 

時限目 「You は日本をどう思う？ 〜ネパールでのインタビューを通して〜」 

この時限のねらい 

・全グループのストーリーを読み合う活動やインタビュー動画の視聴を通して、来日するネパール人の 

バックグラウンドへの共通認識を図る。 

・インタビュー動画の視聴を通して、ネパール人が日本に対してどのような印象を持っているのかを知る。 

 

１ 子どもの活動の流れ 

  ① 前回の学習を振り返ろう！ 

・隣同士でペアを組み、お互いに前回の授業で学んだことを振り返り、共有する。 

  ② みんなが作成したストーリーを分析しよう！ 

・６グループ×４クラス、計２４つのストーリーを読み、各ストーリーの共通点や相違点、自分

たちにはなかった気付きなどをワークシートにまとめていく。その後、分析の結果をクラスで

共有し、ネパール人のバックグラウンドに対する共通認識を図る。【ポップコーン方式】 

 

 

 

 

 

 

 

  ③ 日本から見たネパール/ネパールから見た日本「インタビュー動画を通して」 

・これまでの学習を振り返ってみて、改めてネパールとはどんな国であるのか、ワークシートに

できるだけ書き込んでみる。そのあと、クラスで共有する。【対比表】 

・ネパールで撮影したインタビュー動画（①JICA 海外協力隊の榎本さんによるネパールのリアル

/②日本への就職を目指すネパール人に対して日本のイメージ orあなたの夢に関するインタビ

ュー）を視聴し、ネパール人のバックグラウンドについての確認や、ネパールから見た日本の

イメージについて把握し、ワークシートにまとめる。【対比表】 

5 

僕は技術を学びたくて日本に来ました。日本には外国人技術実習制度があり、前にネ
パールで日本の企業による技術協力があり、そのおかげで初めての高速トンネルができ
ました。その話を聞いたときに自分もネパールの役に立ちたい、力になりたいと思いま
した。ネパールには日本語学校があり、僕はネパールでその学校に通うことで日本語を
習得することができ、専門の学校に通いながら、お金をためています。将来は日本で勉
強した技術を使い、ネパールで力になりたいです。僕には兄弟もいます。兄弟には私立
の高校に通わせたいとも思っています。そのためには大金が必要です。家族に迷惑をか
けないためにも、自分が家族の力になりたいです。 

生徒が作成したストーリーの例 
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・視聴後、それぞれのイメージに対してポジティブな意見には赤、ネガティブな意見には青の下

線を引き、その結果をペアで確認する。 

 

２ 子どもの活動の成果・反応 

◇ ストーリーを読み合う活動では、自分たちが作成したストーリーとの共通点に対しては「やっぱ

りそうだよね」、相違点に対しては「なるほど、確かにそういったパターンもあるな」と反応して

おり、他者の作成したストーリーからも多くの気付きがあったと感じた。ミステリーの活動および

そのリフレクションを通して、日本に来たネパール人の背景がよりはっきりと捉えられるように

なったと感じる。 

◇ インタビュー動画の視聴では、ミステリーで作成したストーリーと同じような背景をもつネパー

ルの現状を知り、自分たちが作成したストーリーが、実際の「声」として語られている様子に、う

なずく子どもも多く見受けられた。 

◇ お互いの国のイメージを対比する活動では、日本から見たネパールにはネガティブな意見が多い

のに対し、ネパールから見た日本にはポジティブな意見が多いという結果になった。ネパールが日

本に対して好感をもってくれている喜びや嬉しさと同時に、対して自分たちは偏見やネガティブ

な印象からイメージをしてしまっていると反省する子どもが多く見受けられた。 

 

３ 使用した教材 

＜教材５＞ミステリーで作成したストーリー集 

＜教材６＞ネパールでのインタビュー動画 

 

時限目 「多文化共生のまち・NUMAZU 〜共に生き、共に乗り越える〜」 

この時限のねらい 

・これまでの学習における学びを大切にしながら、多文化共生のまちが実現できるような提案や主張を

プレゼンテーションする。 

・国際理解の重要性に気付きながら、私たちの暮らす地域の未来を想像し、深めていく。 

 

１ 子どもの活動の流れ 

  ① 前回の学習を振り返ろう！（６時間目） 

・隣同士でペアを組み、お互いに前回の授業で学んだことを振り返り、共有する。 

  ② 多文化共生のまちに向けた取り組みを調べよう！（６時間目） 

・４人〜５人のグループを作成し、多文化共生に向けたまちの取り組みについて調べる。その際

に、「沼津市の取り組み」と「沼津市以外での取り組み」に分け、分担して調べ学習を行う。 

  ③ 多文化共生のまちづくりに向けた提案 or 主張を考え、まとめよう！（７〜８時間目） 

・それぞれ調べた内容をグループ内で共有し、以下のいずれかの視点で発表の準備をする。 

A：沼津市以外で行われている取り組みを参考に、多文化共生に向けたまちづくりを提案する 

B：自分たちで考えた、新しい取り組みと多文化共生に向けたまちづくりを提案する。 

C：沼津市が現在取り組んでいる多文化共生に向けたまちづくりについて主張する。 

6-9 
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  ④ 各グループで作成した主張・提案を発表しよう！（９時間目） 

・各グループで順にプレゼンする。その際、傍聴側はプレゼンの内容を聞いて、多文化共生のウ

ェビングマップを広げる。プレゼン後、代表のグループからその場でコメントや質問を行う。 

  ⑤全体リフレクション（９時間目） 

・全グループのプレゼンを聞いて、グループで感想や意見を共有する。その後、これまでの学習

を振り返りながら、振り返りシートに学んだことやこれからの決意を記入する。 

 

２ 子どもの活動の成果・反応 

◇ 自分たちが住んでいるまちを改めて見直していく中で、「多文化共生のためにこんな取り組みをし

ていたなんて知らなかった」といった気付きや、「沼津市って外国人移住者が増えている割に多文

化共生に向けた取り組みは少なく感じる」など、課題を見出す子どもの様子も見受けられた。特

に、課題意識をもった子どもについては、「私たちのまちをもっと良くしたい」という思いのもと、

これまでの学習で取り扱った移住者のバックグラウンドに焦点を当て、多面的・多角的に取り組み

の提案や主張を構想している姿が印象的であった。 

◇ プレゼンテーションでは、スライドを用いて視覚的にも分かりやすく、工夫して発表している子

供の姿が印象的であった。提案や主張の根拠を、自身の感覚ではなく、今までの学習の学びや統計

データなどを提示して行なっていたため、内容としても説得力のある発表であり、この実践を通し

た成長を感じることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 使用した教材 

＜教材７＞プレゼンテーションツール（Google スライド・Canva） 

多文化共生に向けたウェビングマップ 
 

プレゼンテーションの様子 

提案例①「逆ホームステイ」 

提案例②「言語の壁」解消 

提案例③「ヌマヅーマート」 

提案例④「国際的な防災訓練」 
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Ⅴ．実践報告書［長澤祐亮］ 

［全体を通して］ 

１ その他の実践・周りへの波及活動 

＜その他の実践その①＞ 

対 象 中学校育成学級１〜３年生（10 名） 実践日 2024 年 11月～12 月 

実践教科 （社会科地理的分野） 時間数 2 時間 

実践内容 

◇所属する学校の育成学級を対象に、社会科の時間において２時間ほど実践を行った。

最初の１時間は「ネパールを肯定的に捉えよう」をテーマに、ネパールについての

概要をクイズ形式で学習した。授業後、ネパールって面白い国だねといった声が挙

がるなど、ネパールを肯定的に捉えた子どもの姿が見受けられた。２時間目は、ネ

パール BOXの中身を広げながら、「これはなに？どんな使い方をするの？」といった

問いを投げかけながら、授業を進行した。育成学級の子どもたちは、現物教材への

興味関心が比較的高い傾向にあるため、普段は授業で発言しないような子供も、現

物を手に取るとみんなと一緒になって使い方について考えている様子が見られた。

最後に、「ネパールに行ってみたい人？」と発問すると、大半が「行ってみたい！」

と元気よく返事をしてくれた。 

＜その他の実践その②＞ 

対 象 中学校２年生（126 名） 実践日 2025 年 1 月 

実践教科 （昼休み） 時間数 ２０分×２日間 

実践内容 

◇授業とは別に、昼休みの時間を活用し「ネパール特別展示会」と題した展示会を行

った。会議室を貸し切り、ネパール BOX が届いたタイミングで実践した（主実践の

貿易ゲームが終了したタイミング）。約３０種類以上の展示品を実際に触ったり、匂

いを嗅いでみたりするなど、「本物と出会える」時間を楽しそうに過ごしている様子

が印象的であった。ネパールクイズが終わったタイミングであったため、「これクイ

ズに出ていたやつだ！」と、主実践の内容を振り返る子供も見受けられた。鑑賞後、

最も印象に残った展示品をアンケートしたが、一番多く票を集めたのは「イエティ

のぬいぐるみ」という結果になった。 

 

＜周りへの波及活動＞ 

◇ 夏休み明けの職員会議の後に、「海外研修報告」と題して職員（約 30 名）に対し報告会を行った。

現地での様子に加え、「教室にいる外国にルーツのある生徒から見える景色」をテーマに、国際理

解の重要性を訴えた。 

◇ 大学の講師として招致された授業にて、JICA 教師海外研修に行って感じたことや学んだことを講

義の中で紹介した。授業後、学生から「教員になってもこういった機会があるのを知れてよかっ

た。」とコメントをいただいた。こうして国際理解教育の輪が広がってくれれば何よりである。 
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Ⅴ．実践報告書［長澤祐亮］ 

 

２ 実践の総括 

◇ 本実践を通して、身近な「外国人移住者」に対して単に「移住してきた外国人」といった認識ではなく、「な

ぜ？」を切り口にそのバックグラウンドを理解することで、現代社会を構造的に捉えることを促すとともに、

こうした視点が多文化理解ないし国際理解・国際協調を目指す上でも重要であることを示すことができた。

最後の振り返りを大観しても、「相手の文化を理解すること」や「異なる価値観への尊重」など、どれも多

文化共生に必要かつ重要な考え方が多く見受けられた。ゆえに、本実践が示した「外国人移住者という

認識の向こう側」、すなわち、バックグラウンドに迫る活動およびそれを包括する社会の実現の提案に意

義があると感じる。 

◇ 課題としては、実物教材や現地で撮影した動画、教師の実体験の共有からはネパールについて触れら

れたものの、実際の外国人移住者など「本物」との出会いを実現することはできなかった。実践はここで

完結せず、これからも継続して行っていく予定であるため、いつかは子供たちが「本物」に触れる機会を

作りたい。またその際には、本実践で培った国際理解・国際協調の視点が発揮されることを切に願ってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 次の実践者へのエール 

◇ 今回、「ミステリー」という手法を活かして実践を行ったが、先述したように現代社会をシステマティックに

捉えることは、国際理解教育においては重要な視点であると感じた。社会科の教員であるがゆえかもし

れないが、狭い視野で社会的事象を捉えてしまうことは、よりよい社会を形成することを阻むように感じ

る。本研修で感じた現地のリアルや学びを、様々な角度から捉え直すことで、より多くのアプローチや実

践が可能になると考える。何より、本実践がここで完結してしまっては意味がない。１０年、２０年先もこ

の学びをアップデートしながら、目の前の子どもたちに実践し続けることこそ我々の使命であり、その先

にある子ども達の姿こそが真の成果であると感じる。 

 

４ 参考文献・資料 

１） 『よりよい未来をともに学び・ともに創るファシリテーターのための参加型アクティビティ集 コミュニケーシ

ョン編』 2018 年、NIED・国際理解教育センター                                    以上 
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Ⅴ．実践報告書［中島浩平］ 

 

 

 

 

所 属 愛知県立豊田南高校 実践者 中島 浩平 

対 象 高校２年生（３９名） 実践日 2024年 11月～12月 

実践教科 英語コミュニケーションⅡ 時間数 6時間 

テーマ 人権・共生・コミュニケーション 

ねらい 
・ 日本とネパールの同一性に気づく、そしてつながりを理解する。 

・ 見えていなかった社会の現実に気づき、自分たちができることを実際に考え、実行できる生

徒を育てる。 

実践内容 

回 プログラム 備 考 

1 
 
 
 
 
 
 
 
２ 
 
 
 
 
３ 
 
 
 
 
 
 
４ 
 
 
 
５ 
 
 
 
 
 
 
 
６ 
 

Exploring the Self (自らを知る) 
① 【アイスブレイク】あなたはどっち？を使用し、クラス内の多様性に気付く。 
② ４人グループにネパールについて書かれた情報カード１０枚を正誤に分類する

（情報は全て誤り）。その決定は何によって行われたかを分析する。 
③ ネパール研修で撮影した４枚の写真をペアに提示し、１枚選び、自由にストーリ

ーを作成する。 
④ 振り返りとして自分の考えが肯定的か否定的かに気付く。 
 
Recognizing the State of Our Society（見えていないものに気付く） 
① 日本で働くネパールの人たちに書かれた記事（WorksheetⅠ）を読み、感想を書く

（宿題実施）。感想をグループでディスカッションする。 
② 負のサイクルカードを使い、グループで正しい順番に並び変える。 
 
Preparing for the Online Session（オンライン文化交流準備） 
① 日本で働く海外出身者の数をランキング形式にした WorksheetⅡを使い、グルー

プでディスカッションする。その後、答え合わせ。１７万人もネパール人が勤務し
ていることに気付く。 

② ネパール BOX を使用し、興味をもった文化教材を英語で紹介できるように準備
する。相手の文化について、五感を使って具体的に理解するのがねらい。 

 
Online Cultural Exchange Session（オンライン文化交流本番） 
① ペアになって相手校（Vishwa Adharsha Secondary School）の生徒とそれぞれ割

り当てられた Breakout Room 内で２対２の構成で交流を行う。 
 
Drafting Your Action Plan（アクションプランの作成） 
①  WorksheetⅢを使い、日本に住む外国人住民が直面する問題（Language 

Barrier/Miscommunication/Workplace Isolation/Homesickness/Lack of Social 
Support/Financial Stress/Long Working Hours/Health Issues）において、グループ
で１つの問題に焦点を絞る。 

② WorksheetⅢに記載されているアクションプランフォーマットを参考に、模造紙に
問題に対するアクション＆効果、さらにはグループの思いを記載する。 

 
Group Presentation（アクションプランの共有） 
① ５の継続を行う。他グループのアクションも参考にする。 
② 全グループが完成したことを確認し、２分間間隔のポスターセッションを 

行い、アクションプランの共有を行う。 
 

【アクティビティ参考】 
「参加型アクティビティ

集」（NIED・国際理解セ

ンター） 

情報カード・写真集 

（実施者作成） 

 

 

WorksheetⅠ 

負のサイクルカード 

（実施者作成） 

 

 

ネパール BOX（JICA） 

WorksheetⅡ 

（実施者作成） 

 

 

 

 
各自のタブレット PC 

 
 
 
 

WorksheetⅢ 

（実施者作成） 

A１模造紙＆筆記用具 

成 果 
多くの生徒が積極的に取り組み、異文化理解、多文化共生のための意識を高めることができた。ネパール

BOX は非常に好評で、高校生の好奇心を刺激してくれた。また、英語の授業で実施したため、教材作成に

は時間がかかったが、その分生徒は集中して英文を読み込み、多くのことを学んでくれた。 

課 題 実際に現地の高校生たちと交流はできたものの、日本在住のネパール人の方などの生の声を聴く機会を

設定することができなかったので、３学期に実施したいと思う。生徒の五感をさらに刺激したい。 

備 考  

New Encounter : Promoting Acceptance & Learning 
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Ⅴ．実践報告書［中島浩平］ 

 

［授業実践の詳細］ 

 

１1  時間目 Exploring the Self （自らを知る） 

 

 

 
 

111   生徒の活動の流れ 

① 【アイスブレイク】「あなたはどっち？」を使用し、クラス内の多様性に気付く。 

② 4人班でネパールに関する情報カード 10枚を正誤に分類し、その判断基準を分析する。 

③ ネパール研修で撮影した写真 4 枚から 1 枚選び、自由に                         ストーリーを

作成する。 

④ 振り返りで自分の考え方が肯定的か否定的かを確認する。 
 

121   生徒の活動の成果・反応 

◇ 多様性への気づきが深まり、ネパールに対する興味と                                  

理解が広がった。 
 

131   使用した教材・機器 

情報カード、ネパールの写真集   

 

１2  時間目 Recognizing the State of Our Society （見えていないものに気付く） 

 

 

 
 
111   生徒の活動の流れ 

① 日本で働くネパール人の記事（Worksheet I）を読み、                  感想をグループで

討論する。[生徒感想は別紙] 

② 負のサイクルカードをグループで正しい順番に並び替える。 
 

121   生徒の活動の成果・反応 

◇ 外国人労働者の課題に対する理解が深まり、共感の意識 

が高まった。 
 

131   使用した教材・機器 

     Worksheet I、負のサイクルカード 

 

１3  時間目 Preparing for the Online Session （オンライン文化交流準備） 

 

 

 

 

この時限のねらい 

クラス内の多様性に気づき、ネパールに対する先入観や自分の考え方を見直す。 

この時限のねらい 

社会の見えない部分や日本で働く外国人の現状に気づく。 

この時限のねらい 

ネパール文化の理解を深め、効果的な交流準備を行う。 



 

67 
 

 
Ⅴ．実践報告書［中島浩平］ 

111   生徒の活動の流れ 

① 日本で働く外国人の数をランキング形式でディスカッションし、ネパール人労働者の多さに

気づく。 

② ネパール BOXを活用し、文化教材を英語で紹介できるように準備する。    
 

121   生徒の活動の成果・反応 

◇ 異文化理解が深まり、交流への意欲が高まった。ネパール BOX、Worksheet II 
 

131   使用した教材・機器 

ネパール BOX、Worksheet II 

 

１4  時間目 Online Cultural Exchange Session （オンライン文化交流本番） 

 

 

 

 
111   生徒の活動の流れ 

① ペアになり、Breakout Roomで 2対 2の交流を行う。 
 

121   生徒の活動の成果・反応 

◇ リアルな異文化交流を通じて自信を深め、異文化への

関心が高まった。 
 

131   使用した教材・機器 

     タブレット PC、Zoom 

 

１5  時間目 Drafting Your Action Plan （アクションプランの作成） 

 

 

 

 
111   生徒の活動の流れ 

① Worksheet IIIを使用して、外国人住民の課題に焦点を当てる。 

② 模造紙にアクションプランを作成する。    
 

121   生徒の活動の成果・反応 

◇ 課題解決に向けた具体的なアイデアを出し合い、協働する姿勢が育まれた。 
 

131   使用した教材・機器 

     Worksheet III、模造紙、筆記用具 

  

この時限のねらい 

実際にネパールの学生と交流し、異文化理解と英語でのコミュニケーション能力を高める。 

 

この時限のねらい 

外国人住民が直面する課題について考え、具体的な解決策を考案する。 
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Ⅴ．実践報告書［中島浩平］ 

 

１6  時間目 Group Presentation （アクションプランの共有） 

 

 

 

 
111   生徒の活動の流れ 

① 自分たちの考えたアクションプランを発表し、他グループの意見から新たな視点を得る。 

② ポスターセッション形式で意見交換を行う。 
 

121   生徒の活動の成果・反応 

◇ プレゼンテーションを通じて自信を持ち、他者の意見から新しい視点を得た。 
 

131   使用した教材・機器 

     模造紙、ポスター、筆記用具 

 
■ 全体を通して  
111   授業の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この時限のねらい 

自分たちの考えたアクションプランを発表し、他グループの意見から新たな視点を得る。 

 

授業で使用した PowerPointスライドの一部 授業で使用した PowerPointスライドの一部 
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Ⅴ．実践報告書［中島浩平］ 

 

 

121   生徒の感想 （２時間目に使用した記事に対する感想） 
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Ⅴ．実践報告書［中島浩平］ 

 

 

131   使用したワークシート 

[WorksheetⅠ]  
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Ⅴ．実践報告書［中島浩平］ 

[WorksheetⅡ] 

 

[WorksheetⅢ－1] 
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Ⅴ．実践報告書［中島浩平］ 

 

[Worksheet Ⅲ－2] 
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Ⅴ．実践報告書［道野大和］ 

 

 

 

 

所 属 愛知県津島市立西小学校 実践者 道野 大和  

対 象 小学校５年生（７１名） 実践日 2024年 ９月～１２月 

実践教科 総合的な学習の時間 時間数 １２時間 

テーマ 国際理解・人権・貧困・豊かさ 

ねらい ・ネパールの素晴らしさに気付き、世界に目を向ける。 

・外国とのつながりを感じ、世界について考え、よりよい未来の作り手となる気持ちを高める。 

実践内容 

回 プログラム 備 考 

１ 

 

 

２・３ 

 

４・５ 

 

 

 

６ 

 

 

 

７ 

 

 

 

８ 

 

 

 

９ 

 

 

１０ 

 

 

（１１） 

（１２） 

◆全校朝礼でネパール研修報告 

  ネパールクイズ・日本と感じたつながり 

 

◆ネパール料理「モモ作り」 

   

◆なぜ、国際理解が大切なのか・・・？ 

 ①海外に頼っているものは何？ 

 ②もしも海外とのつながりがなくなったら・・【派生図】【回し読み】 

 

◆わたしの夢、あなたの夢 

 ・自分の夢・友達の夢 ビンゴゲーム 

 ・ネパールの子の夢は何だろう？ 

 

◆私の国の誇り 

 ・ネパールの誇りと残念 

 ・日本の誇りと残念は何だろう？ 

 

◆人権週間から考える 

 ・人権というか・・人間って何だ！？ 

 ・私・私たち・みんなに必要なもの 

  

◆人権問題「貧困」 

 ・お金がないと起こること 

 

◆豊かさとは・・・？ 

 ・本当の豊かさとは何だろう？ 

 

※出張授業 ネパールから人類共通の課題を考える 

◆サプライズ「八神先生プレゼンツ～チェコからこんにちは～」 

 ・日本とチェコの違い・チェコ道徳～チェコ野球と全盲の大学生～ 

全校朝礼で使用した 

スライド 

 

 

資料：ＪＩＣＡつながる

世界と日本 （モノ編

とごはん編） 

 

 

６時間目に使用した

スライド 

 

 

 

ネパールの子ども

の夢の写真 

 

 

 

 

 

「貧困」 

お金がないと 

起こることの派生図 

成 果 全校にネパール研修についての報告を行うと、子どもたちの反応だけでなく、保護者からの反応が得られ

た。また、ほかの世界はどうなっているのだろう？と自分の中の興味を広げていく姿が見られた。 

課 題 
ねらいに迫るために、子どもたちの知識と授業案に差があることがあった。それを改善するためにインプッ

トする時間を設けたり、発問を絞ったりする必要性を感じた。調べてみると素敵な実践が多くあるが、目の

前の子どもたちに合わせ、微調整する力を高めていきたい。 

備 考  

ネパールから世界を知る 
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Ⅴ．実践報告書［道野大和］ 

 

［授業実践の詳細］ 

  時限目 「ネパール研修報告～全校集会で～」 

この時限のねらい 

・クイズやスライドを通して、ネパールに肯定的に出会う。 ・日本とネパールのつながりに気付く。 

 
１ 子どもの活動の流れ 

①  ネパールクイズ 

・ネパールはどこにある？人口は？ネパールの世界一は何？ 

 クイズを通して、ネパールという国に興味をもつ。 

②  日本との違い、こんなところに驚いた！ 

・ネパールには○○がない！？交通事情の違い。 

洗濯、ご飯、食べ方、道具が日本と違うことを知る。 

③  日本とのつながり  

・ネパールで「日本」を発見しました！ 

 アニメや企業、学校とのつながりを知る。 

④  ネパール語でつながろう！ 

・これってネパール語で何て言うの？ 

 簡単な挨拶を知ることで、日本在住のネパールの方々と

つながろうとする気持ちを高めさせる。 

 

２ 子どもの活動の成果・反応 

◇ 本学年では、毎日学年通信を発行している。保護者の方から通信への感想をフォームで募集している。

全校に向けて行ったネパール報告会の後、複数の保護者から反応があった。そのうちのひとつを紹介す

る。 

◇ 「朝礼でされた教師海外研修の報告会の話を子どもたちから聞きました。２年生の弟も先生から聞いた

話を楽しそうに教えてくれました。普段はゲームやＹＯＵＴＵＢＥで頭がいっぱいな息子ですが、こんな風

に海外のことに興味をもってくれるなんてびっくりしました。 

  ちょうどその時期にネパールの洪水のニュースを見た息子は、大丈夫かな？先生が行ったところの近く

かな？と言っていて、普段はこういったニュースを見ても自分とは関係ないという感じでしたが、先生の報

告会で関心をもつきっかけが出来たと思います。ありがとうございます。」 

◇ 全校で行った報告会は、時間にすると２０分程度であった。しかし、こうした反響があったのは予想外で

あった。とても嬉しかった。海外に興味をもつことは、ほんのきっかけに過ぎないかもしれない。しかし、と

ても価値のある一歩目となるのではないかと大きな可能性を感じた報告会となった。 

 

３ 使用した教材 

＜教材１＞ネパールで撮影した写真 

1 

〈ネパールクイズのスライドの一部〉 

〈ネパール報告会の様子〉 
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Ⅴ．実践報告書［道野大和］ 

時限目 「ネパール料理モモを作ろう！」 

この時限のねらい 

・ネパールの料理を作り、味わうことでネパールを身近に感じる。 

・ネパールと日本の料理の違いについて考えることで、それぞれの国の理解を深める。 

 

１ 子どもの活動の流れ 

①  アイスブレイク「私のベスト３」 

    ・お題「好きな食べ物」「好きなデザート」 

② ネパール料理について知ろう。 

・現地で撮影したネパール料理の「ダル・バード」や 

「モモ」の写真を見せる。 

・日本の食事との共通点・相違点を出し合う。【対比表】 

③ 「モモ」を作ってみよう！ 

・モモ作りの手順を動画で確認する。 

・役割分担を決める。 

④ 作って、味わう、ネパール料理モモ 

・班ごとに調理する。 

・振り返りを行う。 

 

２ 子どもの活動の成果・反応 

◇ ネパール料理は、子どもたちにとって身近な存在ではなかった。

ダル・バードという豆のスープをご飯と混ぜて食べるものは特に

馴染みのない食べ物であった。しかし、モモを見た瞬間、「餃子

みたいだ！」と笑顔になった。見た目が日本の料理と似ている

ことでネパール料理との距離がぐっと近づいた。 

◇ 子どもたちの振り返りには、「日本の餃子とそっくりだった」や

「味は少し違っておもしろかった」など、異国の文化に触れた感

想がみられた。 

◇ 後日、「家族と一緒に作ってみました」と報告してくる児童もい

た。また、「近所のネパール料理のお店に実際に行ってみまし

た」と授業だけでなく、家庭でも興味の広がりを感じられた。 

 

３ 使用した教材 

＜教材２＞ネパール料理の写真 

＜教材３＞モモ作りの動画 ＹＯＵＴＵＢＥ おうちごはんでネパールを応援！「徳島県産豚肉のモモ」 

2・3 

〈モモの写真〉 

〈モモを調理する子どもたち〉 

〈完成したモモとチリソース〉 

〈児童の振り返り〉 
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Ⅴ．実践報告書［道野大和］ 

 

時限目  時間目「私の夢、あなたの夢」 

この時限のねらい 

・自分の夢をもち、意欲的に生活していこうとする気持ちをもつことができる。 

・遠い国に住む同年代の子にも自分と同じような夢があり、世界と自分とのつながりに気付く。 

 

１ 子どもの活動の流れ 

①  学校で見つけた、これ何でしょう？ 

・アイスブレイク「他己紹介」 

・ネパールの学校で見つけた？をクイズで出題する。 

②  あなたの夢を教えて！ 

・自分の夢をひとつ書く。 

・思い浮かばない場合は、好きなことを書く。 

③  同じクラスの友達の夢を予想してみよう！ 

・９つのマスの中に友達の夢を予想して書く。 

・立ち歩いて交流し、ビンゴを目指す。 

④  ネパールの子の夢は？ 

・スライドの続きを見せて、ネパールの子にも夢があることを 

 伝え、予想させる。 

・実際に夢が書かれた画用紙と写真を紹介する。 

・振り返りを書く。 

 

２ 子どもの活動の成果・反応 

◇ 「夢」と聞かれると、どうしても身構えてしまう児童が多くいた。夢といわ

れて「ない」と即答する児童もいることに驚いた。しかし、ビンゴ形式に

して、友達と交流することで柔らかい雰囲気となり、積極的に参加する

児童が増えた。 

◇ ネパールの同世代の子たちの写真に興味津々であった。遠く離れた

国の子でも、自分たちと同じように夢をもち、日々学習に取り組んでい

ることを伝えると、「私も夢に向かって頑張りたい」や「まずは、好きなこ

とを見つけてみようかな」と前向きな振り返りが見られた。 

◇ 遠い国の子でも同じように「夢」があることに気付いてもらうことが目的の授業であった。反応を見ると、プ

ロゲーマーのような自分と身近な夢をもつ子がいたことに驚いたり、ダンサーやバレーボール選手といっ

たようなネパールで盛んなスポーツを知ることができたりと、日本とネパールの繋がりだけではない幅広

い学びが感じられた授業となった。 

 

３ 使用した教材 

＜教材４＞現地で撮影した写真 

＜教材５＞現地で行った授業で記入してもらった夢が書かれた画用紙

6 

〈授業で使用したワークシート〉 

〈友達の夢を予想する児童〉 

〈交流する児童の様子〉 



 

77 
 

 
Ⅴ．実践報告書［道野大和］ 

時限目 「人権週間 貧困は人権侵害！？」 
  

この時限のねらい 

・人権についての理解を深める。 

・他国の事例について知り、自らの人権感覚を高める。 

 

１ 子どもの活動の流れ 

①  アイスブレイク「ここが私のナンバーワン」 

・お題「日本のいいなと思うところ」を発表し合う。 

②  人権って何？ 

・「人権」と聞いて思いつく言葉は？【ポップコーン方式】 

③  アクティビティ「宇宙人がやってきた！」 

・ルール 

「地球に遊びに来た宇宙人。しかし、人間を見たことが

ありません。この宇宙人に「これが人間だよ」と人間の

条件を教えてください。」 

・注意事項→その条件はすべての人間にあてはまる？ほか

の動物に重ならない？ 

・世界人権宣言について知る。 

④  お金が無くなると起こること・・・。【派生図】 

・「もしもお金が無くなると？」から始まる世界を派生図

で書き出していく。 

 

２ 子どもの活動の成果・反応 

◇ 本校では毎年人権週間に道徳を中心とした授業を通して、児童

に人権感覚の育成を行っている。そこで、国際理解教育を通し

て人権とは何かを知ってもらいたいと考えた。アクティビティ「宇

宙人がやってきた」は、国内で行った開発教育指導者研修（実

践編）で知ったアクティビティである。子どもたちも楽しく参加し

ていた。途中で、「それって全ての人に当てはまる？」「ほかの

動物に当てはまらない？」と問うと、「歩けない人もいる・・」や「結婚していない人もいるよ！」など、少数

派への気付きが見られた。 

 

３ 使用した教材 

＜教材６＞授業スライド 

 

 

8 

〈アクティビティ「宇宙人がやってきた！」〉 

〈人間の条件で出た板書〉 

〈派生図で考えを出し合う様子〉 
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Ⅴ．実践報告書［道野大和］ 

 

時限目 「豊かさって何だろう・・・？」 

この時限のねらい 

・自分たちの暮らしについて考え、豊かさについての理解を深める。 

・どの国においても必要とされる「豊かさ」について意見を出し合い、これからの自分の在り方について 

考える。 

 

 

１ 子どもの活動の流れ 

① アクティビティ「もしも願いが叶うなら」 

・お題「神様が３つ願いを叶えてくれるのなら何をお願いする？」 

② 自分が豊かな生活を送るために必要なものは？ 

・１１枚のカードから、自分が豊かな暮らしを送るために

必要なものを選ぶ。【ランキング】 

・全体で交流する。 

③  どの国であっても、誰にとっても必要なものは？ 

・②と視点を少し変えて、全体にとって必要なものは何か

考え、全体で交流する。 

④ 豊かさの定義について知り、これからの自分について

考える。 

・スライドで「豊かさ」について説明する。 

・豊かさを理解するためには、私たちにとって「必要なも

の」と「あるといいなと思うもの」を区別して考えるこ

とが大切だということを伝える。【対比表】 

   ・振り返りを行う。 

  

２ 子どもの活動の成果・反応 

◇ アクティビティ「もしも願いが叶うなら」では、子どもらしい素直な

考えが出た。モノを欲しがる児童が多いことを予想していたが、

「健康な体」を願いの一つとして書く児童が多いことに驚いた。 

◇ 振り返りからは、「今の生活は幸せなのだと気付いた」「どの国

にとっても必要なものは、やっぱり友達だ」など、あらためて今

の自分の生活を見つめ、考える児童が見られた。 

 

３ 使用した教材 

＜教材７＞授業スライド〉 

10 

〈自分が豊かな生活を送るために必要なもの〉 

〈考えを交流する児童の様子〉 

〈対比表に書き込む児童の様子〉 
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Ⅴ．実践報告書［道野大和］ 

［全体を通して］ 

１ その他の実践・周りへの波及活動 

＜その他の実践その①＞ 

対 象 小学校５年生（７１名） 実践日 2024 年 11月 

実践教科 総合的な学習の時間 時間数 1 時間 

実践内容 

◇貧困問題がなぜ解決されないのかを考える。 

◇アクティビティ「貧困の輪」１２枚のカードを順番に並べる。 

 貧困の負のサイクルを体感し、貧困問題を解決するための手立てを考える。 

 

＜周りへの波及活動＞ 

◇ 前任校である津島市立神守小学校の６年生の総合的な学習のテーマは「国際理解」である。海外

研修前に、ネパールについていくつか質問を募集した。子どもたちの興味関心は高く、「筆箱の中

身を知りたいです」「保健室はどうなっているか見てきてください」「給食は何を食べているので

すか？」など、自分たちの学校生活とどのような違いがあるのか気になる様子であった。質問さ

れたことをスライドにまとめ、写真を見せながら説明した。実際に授業を行うことは都合上叶わ

なかったが、少しでも興味を広げ、今後の生活に生かしてほしい。 

 

２ 実践の総括 

◇ 昨年度、初めて国際理解教育というものを知った。子どもたちが参加型教育によって、積極的に

学習に参加する姿に驚いた。しかし、実際に世界の課題を肌で感じた経験は自分にない。実践し

ていく上では、その経験は必須であると感じていた。 

  今年度、教師海外研修に参加させていただき、ネパールという国を訪問した。自分が予想してい

た発展途上国の課題を肌で感じることができた。しかし、それだけではなくネパールという国か

ら日本の課題も見つかった。それを何とか子どもたちに伝えたいと思った。五感で感じたネパー

ルでの経験を、授業で思いを込めて伝えようと必死に授業を行った。子どもたちの反応から、や

はり経験に勝るものはないと感じた。熱をもって伝えられたのである。授業で学んでほしかった

ことが実生活に目に見えて生かしているかといわれるとそうとはいえない。しかし、いつの日か

世界に広く目を向ける子、世界から日本を見つめる子が増えることを願う。そして、我々人類の

課題を自分事と捉え、行動に移すことができるといいなと強く思う。今後も、今回の経験を忘れ

ず、地道に実践を積み重ねていきたい。 

 

３ 次の実践者へのエール 

◇ 前年度に開発教育指導者研修（実践編）を経験していたことがとてもよかったと感じた。ネパー

ルで情報収集を行う上でも、授業実践を何となくイメージしていく必要がある。そうでないと、

どんな写真が必要なのか、何を教材化すればいいのかが分からない。開発教育指導者研修（実践
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Ⅴ．実践報告書［道野大和］ 

 

編）を 1 年経験することで、何となくでもイメージをもつことができる。また、書籍なども多く

発行されている。１冊でも多くの書籍に目を通し、実践のイメージを掴むことをおすすめする。 

◇ 様々な授業アイディアを教師海外研修前に集めておくことをお勧めしたい。一つの写真からでも

色々な活用の仕方があることを実感できると思う。 

 

４ 参考文献・資料 

１） 『国際理解教育教材「わたしたちの地球と未来」』 公益財団法人愛知県国際交流協会  

２） 『JICA 中部 教師海外研修ガイドブック』 2020 年、JICA 中部 

３） 『よりよい未来をともに学び・ともに創るファシリテーターのための参加型アクティビティ集 コミュニケーシ

ョン編』 2018 年、NIED・国際理解教育センター 

    

以上 
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Ⅴ．実践報告書［山田拓弥］ 

 

 

 

 

所 属 愛知県名古屋市立鳴子台中学校 実践者 山田 拓弥  

対 象 中学校１年生（１４９名） 実践日 2024年 9月～2025年 1月 

実践教科 総合的な学習の時間、英語 時間数 10時間 

テーマ 国際理解、SDGs、キャリア 

ねらい 

・世界の課題の背景を考え、より良い社会の実現には、一人一人の行動や協働が必要であるこ 

とに気づく。 

・より良い社会の実現や SDGsの目標を達成するための「未来の仕事やアクション」を考え、自分 

にできる行動を積み重ねようとする姿勢を育む。 

実践内容 

回 プログラム 備 考 

１ 

 

 

 

２ 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

５-６ 

 

 

７ 

 

８ 

 

 

    

９-１０ 

ネパールについて知ろう！ネパール語で自己紹介をしよう！ 

・ネパールに関するクイズや、ネパール語での自己紹介を通して、ネパー

ルと肯定的に出会う。【フォトランゲージ】 

 

ネパールと日本の共通点・相違点を考えよう！ 

・写真を見て、日本と同じ点、違う点を書く。【フォトランゲージ、対比表】 

・あってよい違いとあってはいけない違いを考える。【対比表】 

 

ネパールを通して、貧困について考えよう！ 

・カードを使って「貧困の悪循環」を学ぶ。【因果関係図】 

・支援の「事例カード」を、「貧困の悪循環」へ貼り、貧困の悪循環を断ち切る 

にはどのような方法が良いかを考える。【マッチング】 

 

SDGs の目標を調べ、自分にできることを考えよう！ 

・一人一つ割り振られた SDGs の目標の内容や課題を調べ、自分にできるこ

とを考える。廊下に掲示し、他の生徒と学んだことを共有する。 

 

国際的な問題や地域の問題を紹介するポスターを英語で書こう！ 

（NEW HORIZON English Course1 Unit9 Think Globally, Act Locally ） 

 

市内分散学習を通して企業や団体の SDGs アクションを学ぼう！ 

 

ネパールで活躍している日本の方や企業について知ろう！ 

・JICA 海外協力隊の方や企業で働く方の話から、ネパールと日本のつなが

りやより良い社会の実現のために努力している人たちについて学ぶ。 

 

未来の仕事やアクションを考えよう！ 

・より良い社会の実現や SDGsの目標を達成するために「未来の仕事やアク 

 ション」を考え、発表をする。 

・１年間の振り返りと今後心がけたいことを入力する。【行動宣言】 

 

・教師海外研修の写

真 

 

 

・教師海外研修の写

真 

 

 

・国際理解教育実践

資料集（JICA） 

・教師海外研修の写

真 

 

・SDGs CLUB（日本

ユニセフ協会） 

 

 

 

 

・JICA中部や名古屋 

国際センターなど 

 

・教師海外研修の動

画 

 

 

 

 

成 果 
・年間を通して国際理解教育とキャリア教育に関する参加型授業を実践し、肯定的に異文化と出会うことが 

できたり、級友と意見を交換しながら学びを深めたりすることができた。 

・世界の現状を知り、課題の解決のために自分にできることから行動したいという気持ちが高まった。 

課 題 ・時間が限られていたため、急ぎ足で行った活動があった。考えを共有したり、深掘りしたりする機会を大切 

にしたい。また、今年度の実践をきっかけにし、自らの住む地域や自国のことを考える機会を作りたい。 

備 考 ・インターネット電話を使って、ネパールの中学生と日本の中学生が交流する機会を計画している。 

SDGs×キャリア教育 ～「より良い未来」をみんなで作ろう～ 
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Ⅴ．実践報告書［山田拓弥］ 

  
［授業実践の詳細］ 

  時限目 「ネパールについて知ろう！ネパール語で自己紹介をしよう！」 

この時限のねらい 

・ネパールに関するクイズや、ネパール語での自己紹介活動を通して、ネパールと肯定的に出会う。 

・ネパールと日本の文化の違いを知ることで、異なる文化と出会う楽しさを学ぶ。 

 

 

１ 子どもの活動の流れ 

① 「ネパールクイズに挑戦しよう！」【フォトランゲージ】＜教材１＞ 

・１０個の質問（ネパールの国旗、食事、文化などについてのクイズ）

を通して、異文化と出会うことの楽しさを感じる。 

・ネパールと日本の共通点・相違点に気づく。 

② 「ネパール語を使って自己紹介ビンゴをしよう！」 

・ペアを作りネパール語であいさつをする。互いにネパール語で名前

を聞き、名前を聞くことができたらビンゴの欄にサインをしてもらう。 ＜活動①のプリント＞ 

 

２ 子どもの活動の成果・反応 

◇ クイズやビンゴを通して、生徒達は楽しみながら、肯定的にネパールと

出会うことができた。 

◇ 生徒達の多くが「とても楽しくネパールのことを学べた。」、「ネパー

ルのことをもっと知りたいと思った。」、「ネパールと日本が意外なと

ころでつながっていることを知って驚いた。」、「ネパール語が相手に

通じて嬉しかった。」という感想を述べている。              

                                                                       ＜活動②のプリント＞ 

 

 

 

 

 

 

＜活動①の様子＞                           ＜活動②の様子＞ 

 

３ 使用した教材 

＜教材１＞教師海外研修の写真  

1 
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Ⅴ．実践報告書［山田拓弥］ 

時限目 「ネパールと日本の共通点・相違点を考えよう！」 

この時限のねらい 

・ネパールと日本の共通点・相違点を知る。 

・ネパールを通して、あってよい違い・あってはいけない違いに気づく。 

・世界の課題や SDGｓを学ぶ必要性に気づく。 

 

１ 子どもの活動の流れ 

① ネパールと日本の共通点・相違点を知る。＜教材２＞ 

【フォトランゲージ、対比表】 

・グループを作り、各グループに写真（教師海外研修の写真）

が貼られた対比表を配布する。 

・写真を見て、日本と同じ点・違う点をグループで書き出す。

その後、成果物を回し読みする。                                ＜活動①の成果物＞ 

  ② あってよい違い・あってはいけない違いについて考える。【対比表】 

・学習用タブレットに配布されたカード（手でご飯を食べるな

ど）をあってよい違い、あってはいけない違いに分類する。 

  ③ あってはいけない違いがこれからも存在したらどのようなこ 

とが起きるかを考える。 

・あってはいけない違いは、それぞれの国が抱えている課題だ

ということを知る。 

・あってはいけない違いは、これからも存在したらどのような        

ことが起きると考えられるかを班で話し合う。          ＜活動②の成果物＞ 

 

２ 子どもの活動の成果・反応 

◇ 写真を使った対比表を作成することで、生徒たちは日本とネパールの共通点や相違点に驚きなが

らや楽しみながら活動を行うことができた。 

◇ あってはいけない違いを考えたことで、生徒達は世界の課題に気づき、今後の実践である SDGs の

目標を学ぶ活動のきっかけ作りを行うことができた。 

 

 

 

 

 

 

＜活動①の様子＞                ＜活動②の様子＞ 

 

３ 使用した教材 

＜教材２＞教師海外研修の写真 

2 



 

84 
 

Ⅴ．実践報告書［山田拓弥］ 

  
時限目 「ネパールを通して、貧困について考えよう！」 

この時限のねらい 

・貧困に陥る過程を「貧困の輪カード」を使って学ぶ。 

・貧困の輪を断ち切るために活動している人達がいることを知る。 

 

１ 子どもの活動の流れ 

  ① 「貧困をなくそう」に関するクイズに答える。 

・班員と協力して、SDGs の目標①「貧困をなくそう」に関するするク

イズに答える。スーパーマーケットのチラシを見て、１日約３００円

の暮しを想像する。 

  ② 「貧困の輪」を考える。＜教材３＞【因果関係図】 

・「学校に行けない」をスタートにし、貧困のサイクルを各班で考え、

「貧困の輪カード」を模造紙に貼る。               ＜活動①のプリント＞ 

・模造紙を他の班に回し、自分たちの班との違いを確認する。          

③ 貧困の輪を断ち切るために活動している人たちについて学ぶ。＜教材４＞【マッチング】 

・支援の「事例カード」を一人一枚受け取り、どのように活躍しているかを読む。その後、班員

に発表する。 

・支援の「事例カード」が「貧困の輪」にどのように関わっているかを考える。「事例カード」

を関連する「貧困の輪」カードの近くに貼り、矢印でつなぐ。 

④ 貧困の輪を断ち切るための取り組みとして、フェアトレードについて学ぶ。＜教材５＞ 

・フェアトレード・ラベル・ジャパンの動画を視聴し、フェアトレードについて学ぶ。 

    

２ 子どもの活動の成果・反応 

◇ 生徒達は、カードを使って貧困のサイクルを学び、世界にはこのサイクルを断ち切るために活動

している人たちがいることを学ぶことができた。また、フェアトレードに対しての関心が高まり、

実践を行った後に「フェアトレード商品を店で見つけました。」と担任に報告をする生徒がいた。 

 

 

 

 

 

 

＜活動②の様子＞           ＜活動③の様子＞              ＜活動③の成果物＞ 

 

３ 使用した教材 

＜教材３＞JICA 「生きる力」を育む国際理解教育実践資料集「負の連鎖のワークショップ」 

＜教材４＞教師海外研修の写真 

＜教材５＞フェアトレード・ラベル・ジャパン公式動画「３分で分かるフェアトレード」 

3 
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Ⅴ．実践報告書［山田拓弥］ 

時限目 「市内分散学習を通して企業や団体の SDGｓアクションを学ぼう！」 

この時限のねらい 

・市内分散学習の一環として、企業や団体を訪問し、SDGｓの目標を達成するために行っている活動に 

ついて質問をする。 

・市内分散学習を通して学んだことの発表会を行い、学びを共有する。 

 

１ 子どもの活動の流れ 

  ① 訪問する企業や団体について事前学習を行う。 

・企業や団体が SDGｓの目標を達成するために行っている活動についてホームページで調べる。 

・学習用タブレットを使って、調べた内容をまとめる。 

・企業や団体に質問したい内容を班で考える。 

  ② 企業や団体が行っている SDGs アクションを学ぶ。 

・企業や団体を訪問し、SDGｓの目標を達成するために行っている活動について質問する。 

③ 学んだ SDGs アクションについてのまとめを作成し、発表会を行う。＜教材６＞ 

・事前学習で調べた内容に、質問を通して学んだことを加え、まとめを作成する。 

・市内分散学習を通して学んだことの発表会を行い、他の班の生徒と学びを共有する。 

 

２ 子どもの活動の成果・反応 

◇ 実際に企業や団体の方から話を聞くことで、様々な企業や団体が SDGｓの目標を実現するために努

力していることを学ぶことができた。 

◇ 発表会を通して、自分が訪問した企業や団体以外の取り組みについて学ぶことができた。 

 

 

 

 

 

 

＜活動①の様子＞                        ＜活動②の様子＞ 

 

 

 

 

 

 

＜活動③の様子＞                     ＜生徒が作成したまとめ＞ 

 

３ 使用した教材 

＜教材６＞生徒が市内分散学習で学んだ内容のまとめ 
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Ⅴ．実践報告書［山田拓弥］ 

  
時限目 「未来の仕事やアクションを考えよう！」 

この時限のねらい 

・より良い社会の実現や SDGs の目標を達成するために「未来の仕事・アクション」を考える。 

・行動宣言を行い、より良い社会を実現するために自分にできる行動を積み重ねようとする姿勢を育 

む。 

 

１ 子どもの活動の流れ 

① SDGs の目標を実現することを目指し、未来の仕事やアクションを考える。 

・実践を通して学んだことを踏まえ、SDGｓの目標を実現するために「このような仕事やアクションが

あったらいいな」と考え、タブレットに入力する。 

・未来の仕事やアクションが SDGｓのどの目標達成に関連があるかを考え、まとめを作成する。 

  ② 考えた未来の仕事やアクションの発表会を行う。 

・班員に「未来の仕事・アクション」を発表する。 

・まとめを学級全体で共有する。 

  ③ １年間の実践を振り返り、より良い社会を実現するためにできることを考える。 

・より良い社会を実現するために自分ができることを考え、行動宣言を行う。 

 

２ 子どもの活動の成果・反応 

◇ 生徒達は、市内分散学習や国際理解教育の授業を通して学んだことを踏まえて、「こんな未来になって

ほしい」という願いを抱きながら、未来の仕事を考え、発表することができた。また、他の生徒の発表を楽

しみながら聞くことができた。 

◇ 「どの国もいろいろな国と助け合って成り立っているから、自分も身近な人と協力し合うことを 

大切にする。」など、自分にできることから行動したいという思いを行動宣言に記入している生徒が多くい

た。また、「学校に行けて勉強することができているという幸せを感じたから、一日一日の学校生活を大

切にする。」など、当たり前にできていることが当たり前ではないと気づき、普段の生活に感謝し、その中

でできることを考える姿が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜活動①の成果物＞  

9-10 
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Ⅴ．実践報告書［山田拓弥］ 

［全体を通して］ 

１ その他の実践・周りへの波及活動 

＜その他の実践その①＞ 

対 象 中学校１年生（１４９名） 実践日 2024 年 12月 

実践教科 英語 時間数 ２時間 

実践内容 

◇ 国際的な問題や地域の問題を一つ選び、英語で紹介するポスターを学習用タブレット

で作成する。 

◇ 完成したポスターを廊下に掲示し、他の生徒と学んだことを共有する。 

＜その他の実践その②＞ 

対 象 中学校１年生（１４９名） 実践日 2025 年 1 月 

実践教科 総合的な学習の時間 時間数 １時間 

実践内容 

◇ JICA 海外協力隊員や日本の企業で働く方のインタビュー動画から、ネパールと日本

のつながりやより良い社会の実現のために努力している人たちについて学ぶ。 

◇ ダイヤモンドランキングの手法を用いて、SDGs の目標を実現するために大切だと自

分が思うことの優先順位を付ける。 

 

＜周りへの波及活動＞ 

◇ 今年度の総合的な学習の時間のテーマを「国際理解教育」に設定し、年間を通して１年生の全クラ

ス（５クラス）で同じ内容の授業を行った。様々な参加型の手法を他クラスの教員に体験してもら

う機会を作ることができた。 

 

２ 実践の総括 

◇ 実践の振り返りに「一人ができることは小さくても、自分ができることから取り組んでいき、結果

的に SDGｓの目標を達成できるようにしたいと思った。」や「自分の国のことじゃないから関係ないではな

く、互いに協力することが大切だと思った。」といった記入があった。新たな気づきや学びがあったという

生徒やできることから行動に移していきたいという気持ちを高めた生徒が多くいた。 

 

◇ 国際理解教育は、他者を思いやる気持ちを育むことにつながると感じた。今後も実践を通して、多 

様な文化や価値観を学び、自分さえ良ければいいではなく、相手の立場に立って考える力を養いた 

い。 

 

◇ 実践を行うことができる時間が限られていたため、急ぎ足で行った活動があった。級友と意見を

交換することで考えを共有したり、深堀したりする機会を大切にしたいと感じた。今年度の実践を

国際理解教育の第一歩と位置付けし、来年度以降は自らの住む地域や自国のことを考える機会を

作りたい。 
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Ⅴ．実践報告書［山田拓弥］ 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

＜振り返りアンケートの結果＞ 

 

３ 次の実践者へのエール 

◇ 生徒達が活発に意見を交換し、新たな学びを得ることを楽しみながら行う姿を見て、改めて参加

型授業の可能性を感じました。また、より良い授業を行うためには、私たち教員が学び続けること

や新たなことに挑戦し続けることが大切だと実感しました。一方的な知識伝達型ばかりではなく、

参加型の手法を用いて、生徒たちが共に考え、共に活動する授業を今後も行いたいと思っていま

す。ぜひ、参加型の手法を様々な場面で取り入れてみてください。きっと生徒たちから「楽しかっ

た。」や「もっと学びたい。」という声が聞こえてくると思います。 

 

４ 参考文献・資料 

１）  上村彰子著／澤井智毅監修 『大人は知らない 今ない仕事図鑑１００』 2020、講談社 

以上 
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Ⅵ．研修全体のふりかえり・評価 

 

 

研修受講者アンケート結果から 
 
 

１．研修の満足度について 
 

研修受講者 7 人のうち 6 人が、５段階評価の

最上である「とても満足できた」に回答してお

り、満足度の高い研修であったことがわかる。

【設問１】 

 

 

 

 

 

２．開発教育・国際理解教育の実践について 

（１） 実践時間及び前年度からの変化 
 

研修受講者の一人平均実践時間は 11.1 時間であった。最短 6 時間から最長 14 時間まで、比

較的多くの時間を使った多様な実践が行われた。【設問 2】 

実践時間の前年度からの変化では、研修受講者のうち 6 人が「過年度よりも増加した」とし

ている。【設問 3】その理由の主なものは以下のとおりであり、研修に参加してモチベーション

が高まったり、開発教育・国際理解教育の手法がわかったりしたことが要因であったといえる。 

 

Ⅵ．研修全体のふりかえり・評価 

※ 

設問１；教師海外研修は、あなたのあなたの期

待または目標達成の支援を満足させるも

のでしたか。 

設問２；開発教育・国際理解教育の延べ実践時間 設問３；過年度に比べた実践時間の変化 

＜実践時間が増えた理由＞ 

◇ 子どもたちと考えたいと思える情報や知識が得られ、実践意欲に繋がったから。 

◇ 昨年度の研修で学んだことと今年度学んだことが合わさり、自分の引き出しが増えたから。 

◇ 手法を学んだ分、子どもたちに還元したいという思いが強くなったから。 

◇ コミュニケーションの重要性をはじめ、学んだことを生徒に伝えたい、学んでもらいたいと強く思

ったから。 

No. 選択肢 回答者数 割合

1 とても満足できた 6 86%

2 満足できた 1 14%

3 ある程度満足できた 0 0%

4 あまり満足できなかった＋
満足できなかった

0 0%

全体 7 100%

No. 選択肢 回答者数 割合

1 増えた 6 86%

2 変わらない 1 14%

3 減った 0 0%

全体 7 100%

※実践時間には、実践報告シートの授業時間数のほか 

「その他の実践」の時間を含む。 

No. 選択肢 回答者数 割合

1 1～4時間 0 0%

2 5～9時間 2 29%

3 10時間以上 5 71%

合計実践時間数 78.0 時間

１人当たり平均実践時間 11.1 時間／人
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Ⅵ．研修全体のふりかえり・評価 

 

（２） 実践内容の深まりについて 
 

研修受講者のうち 5 人が「とても深まった」、

残り 2 人も「深まった」としている。【設問 4】 

その理由の主なものは以下のとおりであり、

研修に参加して意欲や関心が高まったり、海

外で使える情報が集められたり、開発教育・

国際理解教育の手法がわかったりしたことが

要因であったといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．学習者のより良い変化について 
 

研修の学びを活かして学校で当該教育の授

業実践を行った結果、学習者により良い変化

があったかとの設問に対し、「とても変化が

あった」が 4 人、残りの 3 人も「変化があ

った」であり、研修受講者全員が、学習者の

より良い変化を感じ取っていることがわか

る。【設問 5】。 

 
より良い変化の内容として多かったのは、「自分とは異なる他者への共感、周りに対する思いや

りの気持ちが育った」が 6 人、「開発途上国や国際協力に関する話題に興味や関心を持つようにな

った」と「自分と他者・地域・世界のつながりを意識するようになった」が 5 人、「自分の生活を

振り返り、世界の人権や環境を大切にする意識が高まった」が 4 人などとなっており、多様な面で

より良い変化があったことがわかる【設問 6】。 
 

 

 

 

設問４；前年度に比べて本年度の実践内容は 

どのようになったと思いますか。 

＜実践内容が深まった理由＞ 

◇ 発問が研修前より具体的になり、子どもたちが考える内容が深まった。 

◇ 実際に、見聞きしたことを授業の教材として使用できたことが大きかった。子供たちの食いつ

きが違った。 

◇ 今まで取り組んでいなかった分野に挑戦したため。上手くいかない点も多々あるが、それが新

たな学びや次の実践の意欲となった。 

◇ 引き出しが増えた分、さまざまなアプローチで探究的な活動を展開できるようになった。 

◇ より子どもたちの思いを学習活動に結びつけられるようになった。 

◇ 知識を得るだけでは十分ではなく、行動へつながるきづきを与えるための授業作りについての

理解が非常に深まった。 

設問５；開発教育・国際理解教育の実践により 

学習者により良い変化がありましたか。 

No. 選択肢 回答者数 割合

1 とても深まった 5 71%

2 深まった 2 29%

3 ある程度深まった 0 0%

4 あまり深まらなかった＋深まらな
かった

0 0%

全体 7 100%

No. 選択肢 回答者数 割合

1 とても変化があった 4 57%

2 変化があった 3 43%

3 ある程度は変化があった 0 0%

4 あまり変化はなかった＋変化はな
かった

0 0%

全体 7 100%
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Ⅵ．研修全体のふりかえり・評価 

 

 

 

 

 

 

 

４．研修内容への評価 

（１） 現地研修 

 

＜よかったこと（継続してほしいところ）＞ 

◇ホームステイを通して、その国の人々の考えや生活を学ぶことができた。 

◇ホームステイ (旅行では気付けない視点が得られる)   

◇日本語学校の学生との交流 

（彼らの語る夢と特定技能の繋がりが明確であることを目の当たりにした点） 

◇防災クラブの子達との交流              ◇現地の先生方との意見交流会 

◇一般の人はなかなか行けないところに訪問できた。 

◇知らなかった課題を目の前で知ることができた。 

◇チームを作って教材集めをした事で、教材を集める視点も絞られたし、実践のときにいろいろな教材

を使う事ができた。 

◇研修参加者の私たちの心と体の健康を気遣った日程となっており、本当にありがたい。 

◇毎日の振り返りができるマナビノオト、振り返りミーティングがあったから自分の思いを整理したり、

より深く考えたり、多様な視点を得る事ができた。 

◇マナビノオトを使ったワークショップ    ◇現地でのワークショップ       ◇毎日のふりかえり 

◇通訳さんが翻訳だけでなく現地の社会情勢に詳しいと、それすらも学びになるのですごくよかった。 

◇これまでの先輩方のアドバイスがとても参考になったので、引き継ぎは是非とも継続してほしい。 

◇ホテルにレストランがあると、気持ち的にも余裕ができてとても良いと感じた。 

◇本当に、本当に大満足の内容でした。 

◇十分過ぎる研修です...何も提案はありません。感謝しかありません。 
 

＜より良くするための提案＞ 

◇特になし 

設問６；学習者にどのようなより良い変化がありましたか。（複数回答） 

No. 選択肢 回答者数 割合

1 自分とは異なる他者への共感、周りに対する思いやりの気持ちが育った 6 86%

2 開発途上国や国際協力に関する話題に興味や関心を持つようになった 5 71%

3 自分と他者・地域・世界のつながりを意識するようになった 5 71%

4 自分の生活を振り返り、世界の人権や環境を大切にする意識が高まった 4 57%

5 学ぶことを楽しむようになり、主体的または継続的な学びに取り組む意欲が育った 3 43%

6 自分に出来る国際協力への取組みに関心を持つようになった 3 43%

7 自らの生き方や共生について考えるようになった 3 43%

8 話す・聴く能力と態度が向上し、良好な人間関係を築くことにつながった 3 43%

全体 7 100%
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Ⅵ．研修全体のふりかえり・評価 

 

（２） 事前研修、出発前説明会、事後研修①、中間会合など 

 

＜よかったこと（継続してほしいところ）＞ 

◇事前にいろいろな分担ができた事、視点や学んできたいことを整理できたことで、ネパール

に行く目的や学びたい事がはっきりした。 
 
◇出発前はとにかくできるだけ多くの教材資料を収集しようと思ってしまうが、事前に「何を

日本に持ち帰りたいのかを明確にする必要がある」と言ってもらったこと。 
 
◇「教材収集」について学ぶ機会、インタビュー内容など明確にして訪問できた。 
 

◇気持ちが引き締まってとても良かった。 
 
◇とにかく振り返りの時間を沢山とって頂いたことで、自分が感じた、学んだことを丁寧に整

理することができた。 
 
◇事後研修でプログラムを考えられた事で、自分 1 人で悩む事なく、仲間の考えを聞きなが

らつくりあげられたことがよかった。 
 

◇十分満足である。 
 

＜より良くするための提案＞ 

◆出発前の研修の時期（事前研修がもう１週間早くなると児童アンケートや子ども達と一緒に

学びをえがきやすくなる） 
 
◆昨年度の報告書を踏まえた質問の作成を充実させるための分析の時間の確保や、それに沿っ

たワークショップは絶対にやってほしいと感じた。現地で、質問が昨年度と重複しては継続

的に活動する意味が薄れてしまうので。今年の反省でもあるため、来年はそこを生かしてほ

しい。 
 

◆事後研修後のミーティングの在り方、回数の見直し。中間会合や非公式のオンラインミーテ

ィングに参加した方が時間的にも物理的にも負担がかさむ形になっていると感じた。背景に

は、学校現場の現状はここ数年変わり続けており、教員不足からの個々の負担感は否めない

ため、「個人で考えておく、進めておく」には、以前に比べて限界がありることを今回実感

したことから、フォーラムやプログラムのことをみんなで考える環境をあえて整える必要性

を感じた。 

・代案①：11 月の中間会合に、PC 持参でプログラム作成し、その日にできたところ 

までを提出する。 

・代案②：募集要項の研修の実施日の指定を増やす（オンライン） 

・代案３：③11 月中旬の研修時期の変更 
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Ⅵ．研修全体のふりかえり・評価 

 

（３） 全体を通して 

 

◇この研修は知識や情報だけではなく、愛や現地の人々の想い、世界とのつながりなどいろい

ろなことが得られる最高の研修だと思う。勇気を出して挑戦してみるという自分の行動がす

でに第一歩を踏み出せていると思うし、そこから実践し続けたいという意欲にもつながった。

実践によって子どもたちが少しずつ変わっていく様子を見て、子どもたちに還元することの

大切さも学んだ。 
 
◇同じ学校の過年度受講者に 2 年前のフォーラムに誘っていただき、一気に引き込まれた。

開発教育ファシリテーターから「ガンジーの言葉であなたがこの世で見たいと思う変化にあ

なた自身がなりなさい」という言葉を聞いて、まずは今の自分の望む変化をきちんと言葉に

することが大切だなと思った。迷い悩み続ける日々にいつもヒントをくれるこの研修。これ

からも１年に１回のフォーラムに参加して帰って来たいと思う。そしてスタッフの皆さんに

会い、初心を取り戻したいと思う。こうやって帰ってこれる場所ができたことが嬉しい。 
 
◇この一年をスタートラインにし、様々なことにこれからも挑戦したいと思っている。出発前

から報告会まで、様々な面で我々をサポートしていただき感謝。ネパール一期生の皆様から

受け取ったバトンを次は二期生の仲間と共に三期生につないでいきたい。 
 

◇かけがえのない経験になりました。今後も教師として子どもたちに還元していく。 
 
◇せっかくネパールに行かせてもらったので、あと数年はこの活動を主として実践に取り組ん

でいきたい。選考していただいたことを裏切らないような成果を出せるよう、これからも研

鑽に励み子どもや地域に還元していく。 

 

 

５．教師海外研修と開発教育指導者研修（実践編）の両方を受講することの効果 
  

本年度は教師海外研修の受講者全員が、開発教育指導者研修（実践編）も受講した。両方の研修

を受講することの効果として感じたことは以下のとおり。 
 
 
◇学んできたことを、参加型を用いてより多くの人の考えを知って、より多様な知識を得て実

践できる。それが１番だと思う。 
 
◇実践編の人たちに報告できる、質問や意見をもらえる、それによって自分自身の学びや実践

への思いが深まった。 
 
◇やはり何回受けても開発教育指導者研修（実践編）の内容は自分の学びになる。毎年度同じ

ような内容はしない研修内容のおかげだと思う。ネパールで得た教材をこういうのに生かそ

うと開発教育指導者研修（実践編）で考えることができた。 
 

◇研修の機会が増え、教師海外研修参加者と帰国後もつながりを大切にすることができる。 
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Ⅵ．研修全体のふりかえり・評価 

 
◇実践編受講者との関係の構築。（ネパールの学びを受講者に還元しやすい。） 
 
◇学びの繋がりが生まれる（資料のやりとり、次に行きたい人、迷っている人がイメージをも

てる） 
 
◇一番は、海外研修に行っていない受講者に説明（アウトプット）する場があること。特に、

実践編の受講者は関心や経験が豊富なので、鋭い質問や疑問が自分の振り返りに役立った。 
 

◇実践に落とし込むうえで実践編の受講も必要不可欠だと思う。 
 
◇開発教育指導者研修（実践編）があったからこそ、多くの視点と手法をもって、現地にいく

ことができた。二つを組み合わせなければここまでの学びの量にはなっていない。これ以上

の高い質の研修はない。 
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Ⅵ．研修全体のふりかえり・評価 

 

実践内容の評価 

 

 

評価は、3 人の評価者（開発教育ファシリテーター）が、実践度合いを「全くなし」0 点～「特
にあり」5 点まで点数化しその平均値で行った。 

 

 

※実践報告書の内容について下記の指標から評価を行った結果をまとめた。 

１ 

２ 
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Ⅵ．研修全体のふりかえり・評価 

学びの３つの柱からみた実践内容の評価結果 

１．「学習者の学びの３つの柱」についての実践度 
 

教師海外研修では、３つの学びの柱に沿って、現地での情報収集や実践プログラムづくりを行っ

た。各授業実践に、３つの学びの柱がどれだけ盛り込まれたかについて、受講者の実践報告書の評

価を行った。その結果は下表のとおりである。 

各柱の実践度を見ると、「柱１：訪問国に肯定的に出会う」と「柱３：共通の課題について共

に考え・共に越える」の各実践度は「十分にあり」水準の受講者が 5 人、その他の受講者も「あ

り」の水準となっている。「柱２：日本と訪問国とのつながりや同一性に気づく」については、

柱１、３よりやや実践度が低くなっているが、全ての受講者で「あり」以上の水準であった。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

２．「学習者主体の参加型、収集教材の活用」についての実践度 
 

本研修では、開発教育・国際理解教育を通して、世界における共通の課題解決に向けた行動につ

ながるプログラムの作成、学習者の主体的な学び合いを支援する参加型手法の活用ができる指導者

育成をめざしている。また、海外研修においては、現地で得られる教材を活かして実践をすること

も求めている。受講者の実践において、関連する３つの指標について評価した結果は下表のとおり

である。 

各指標ともに、「十分にあり」水準の受講者が 5～7 人、その他の受講者も「あり」の水準と

なっている。 

  

 

 

参加型・現地教材活用の実践度からみた実践内容の評価結果 

学びの柱
十分にあり
3.5点以上

あり
1.5点以上

3.5点未満

なし
1.5点未満

5 2 0

71% 29% 0%

3 4 0

43% 57% 0%

5 2 0

71% 29% 0%

実践度（上段：人数、下段：割合）

柱１ ： 学習者が、「訪問国

に肯定的に出会う」 次のよ

うな学びがあるか。

柱２ ： 学習者が、「日本と

訪問国とのつながりや同一
性に気づく」　次のような学
びがあるか。

柱３ ： 学習者が、「共通の

課題について共に考え・共
に越える」　次のような学び
があるか。

参加型・現地教材の活用
十分にあり
3.5点以上

あり
1.5点以上

3.5点未満

なし
1.5点未満

5 2 0

71% 29% 0%

7 0 0

100% 0% 0%

7 0 0

100% 0% 0%

現地で収集・整理した教材
が効果的に活用されている
か。

実践度（上段：人数、下段：割合）

プログラムに流れがあり、
気づきから行動へとつなが
るものとなっているか。

学習者が、主体的に考え、
学習者同士が学び合える
ような問いかけや手法と
なっているか。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         ２０２４年度 教師海外研修報告書 

 

         発   行   ２０２５年３月 

         発 行 者   独立行政法人国際協力機構 中部センター（ＪＩＣＡ中部） 

                 〒453-0872 名古屋市中村区平池町4 丁目60-7 

                    Tel：052-533-0220（代表）  Fax：052-564-3751  

                    http://www.jica.go.jp/chubu/  
 
 

 

 


	事前研修
	出発前説明会
	事後研修①※
	① JICAネパール事務所ブリーフィング
	② パシュパティナート寺院、ボダナート寺院
	③ JICA海外協力隊（経営管理）活動地
	④ ラブグリーンネパール事業地（モデル圃場・農家）
	⑤ ホームステイ（２泊３日）
	⑥ ホームステイ組合による歓迎会（葉の皿作り／カルチャープログラム）
	⑦ Kalidevi Secondary School（授業見学、模擬授業・交流など）
	⑧ ACP（Association for Craft Producers）Nepal工房、直営店「Dhukuti」
	⑨ Mitra Disaster Risk Reduction Learning Center＋⑩防災クラブ活動
	⑩ Bhassara Secondary School（授業見学、模擬授業・交流など）
	⑪ e-Education（映像教育）Arunodaya Secondary School
	⑫ CWIN（Child Workers in Nepal）
	⑬ 日本語学校Universal Training Center（授業見学、交流）
	⑭ Gate College日本語クラス（授業見学、交流）
	⑮ ナグドゥンガ・トンネル建設事業 工事現場
	⑯ アサン地区・タメル地区
	⑰ JICAネパール事務所関係者との懇親会
	１．現地研修に対する各自の目的とその達成度
	２．ネパールから学んだこと①
	「ネパールに肯定的に出会う」という観点から
	３．ネパールから学んだこと②
	「日本とネパールとのつながりや同一性を理解する」という観点から
	４．ネパールから学んだこと③
	「共通の課題について共に考え・共に越える」という観点から
	１　子どもの活動の流れ
	２　子どもの活動の成果・反応
	３　使用した教材
	１　子どもの活動の流れ
	２　子どもの活動の成果・反応
	３　使用した教材
	１　子どもの活動の流れ
	２　子どもの活動の成果・反応
	１　子どもの活動の流れ
	２　子どもの活動の成果・反応
	１　その他の実践・周りへの波及活動
	２　実践の総括
	３　次の実践者へのエール
	１　子どもの活動の流れ
	２　子どもの活動の成果・反応
	３　使用した教材
	１　子どもの活動の流れ
	２　子どもの活動の成果・反応
	３　使用した教材
	１　子どもの活動の流れ
	２　子どもの活動の成果・反応
	３　使用した教材
	１　子どもの活動の流れ
	２　子どもの活動の成果・反応
	３　使用した教材
	１　子どもの活動の流れ
	２　子どもの活動の成果・反応
	３　使用した教材
	１　その他の実践・周りへの波及活動
	２　実践の総括
	３　次の実践者へのエール
	４　参考文献・資料
	１　子どもの活動の流れ　　　　　　　　　　　　　　　　　   【投影資料例】
	２　子どもの活動の成果・反応
	３　使用した教材
	１　子どもの活動の流れ
	２　子どもの活動の成果・反応
	３　使用した教材
	１　子どもの活動の流れ
	２　子どもの活動の成果・反応
	３　使用した教材
	１　その他の実践・周りへの波及活動
	２　実践の総括
	３　次の実践者へのエール
	４　参考文献・資料
	１　子どもの活動の流れ
	２　子どもの活動の成果・反応
	３　使用した教材
	１　子どもの活動の流れ
	２　子どもの活動の成果・反応
	３　使用した教材
	１　子どもの活動の流れ
	２　子どもの活動の成果・反応
	３　使用した教材
	１　子どもの活動の流れ
	２　子どもの活動の成果・反応
	３　使用した教材
	１　その他の実践・周りへの波及活動
	２　実践の総括
	３　次の実践者へのエール
	４　参考文献・資料
	１　子どもの活動の流れ
	２　子どもの活動の成果・反応
	３　使用した教材
	１　子どもの活動の流れ
	２　子どもの活動の成果・反応
	３　使用した教材
	１　子どもの活動の流れ
	２　子どもの活動の成果・反応
	３　使用した教材
	１　子どもの活動の流れ
	２　子どもの活動の成果・反応
	３　使用した教材
	１　子どもの活動の流れ
	２　子どもの活動の成果・反応
	３　使用した教材
	１　その他の実践・周りへの波及活動
	２　実践の総括
	３　次の実践者へのエール
	４　参考文献・資料
	１　子どもの活動の流れ
	２　子どもの活動の成果・反応
	３　使用した教材
	１　子どもの活動の流れ
	２　子どもの活動の成果・反応
	３　使用した教材
	１　子どもの活動の流れ
	２　子どもの活動の成果・反応
	３　使用した教材
	１　子どもの活動の流れ
	２　子どもの活動の成果・反応
	３　使用した教材
	１　子どもの活動の流れ
	２　子どもの活動の成果・反応
	１　その他の実践・周りへの波及活動
	２　実践の総括
	３　次の実践者へのエール
	４　参考文献・資料

